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この報告書は,日 本自転車振興会から競輪収益の一部で

ある機械工業振興資金の補助を受けて昭和54年度に実施 し

た 「わが国の情報処理に関する動向調査」の一環 として,

とりまとめたものであ ります。
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コ ン ピ ュー タ利用 を 中心 と した情報 化 が急 速 に拡 大 し ,情 報 処理 の高度 な利

用 が推 進 され てい る今 日,そ の影 響は 社会 の様 々な 分 野 に及 んで お ります 。 情

報関 連 産業 界 は,一 般 の 産業 が低成 長 を続 け て い る中 で,ハ ー ドウェ ア,ソ フ

トウ ェ ア両 面 に わた り量 的,質 的 に 目覚 しい発 展 をみ せ て い る と と もに一 般 産

業 界 に も効果 は波 及 し,今 や,リ ーデ ィ ング ・イ ンダ ス ト リー と もな りつ つあ

ります。

この よ うな状 況 を踏 え て,当 協 会 では 昭和53年 度 よ り2年 間 にわた り,19

80年 代 中期 に視 点 を向 け,コ ン ピ ュータ利 用 に よ る 情 報化 お よび情 報 処理 の

動 向 を把握 す る こ とと し て調査 研 究 を進 め て まい りま した。

初年度 は,社 会 ・産 業 等 各 方 面 か らの情 報化 お よび 情 報処 理 の ニーズ を探 り

出す た め,ア ンケ ー ト,ヒ ア リン グ等 に よ り基 礎 的 な調 査研 究 を行 い,第 二 年

度 にあ た る昭和54年 度 に お き ま しては,前 年 度 に行 った調 査結 果 を も と に,

情 報処 理利 用 の対 象 を,企 業 ・社 会 ・個 人 の三 分 野 に分 け,各 分 野 の有 識者 よ

りご意 見 を頂 き,こ れ ら の分 析 ・検 討 を行 っ て,1980年 代 中期 にお け る情 報

化 お よび情 報処 理 利 用 の姿 を展 望 し,提 言 を作成 いた し ま した。

本 報告 書 は これ ら の成果 を と りま とめた もので あ ります。 本 報 告 書 の作 成 に

あ た り,ご 意 見 をお 寄 せ 頂 い た方 々な らび に,ご 執 筆 頂 い た委 員 各 位 に対 し,

心 よ り感 謝 の意 を表 し ます ど とも に,本 報 告書 が広 く各 方面 に利 用 され,わ が

国 の情 報処 理 の発展 の 一助 とな る こ とを念 願 す る次第 で あ ります 。

昭和55年3月

財団法人 日本情報処 理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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1.総 論

1.1調 査 の 経 過

本 調 査 は,昭 和53年 度 よ り継 続 して2年 間行 っ た もので あ り,今 年 度 は そ

の最 終年 度 に あ た るが,調 査 の視 点 は 常 に 「1980年 代中期 の情 報 化 お よ び情

報 処 理」 に置 い て きた。 そ こで 今年 度 の調 査 の概 要 を述 べる前 に,前 年 度(昭

和53年 度)の 調 査 の あ ら ま し も含 め て,本 書 を と りまとめ るに至 った経 過 を

辿 る こ とと した い。

ω 前 年 度 調 査 の経過

1980年 代 中期,と い えば,約5年 後(調 査 開始 年か ら見 れ ば約7年 後)

に な るが,1970年 代 後 半 か ら叫 ば れ て きた,経 済低 成 長 の基 調 とは 逆 に

情 報 関 連産 業,と りわ け,コ ン ピ ュー タハ ー ドウ ェア産業 は著 しい高 度 成

長 を 遂 げ て きてい る。 この状況 は今 後 も,か な り安定 した成 長 を続 け る も

の と考 え ら れ るが,そ の理 由は,

① コ ン ピ ュータ 関連 産 業 が省 資源,省 エ ネ ルギ ー型産 業 で あ る と位 置 付

け られ,時 代 の要 請 にマ ッチ してい る こ と,

② 高 付 加 価 値産 業 で あ り,ま た知 識 集 約型 産 業 で あ る こ と,

③ 他 の産 業 へ の波 及 効果 が大 き く,リ ーデ ィ ングイ ンダ ス ト リー と して

期 待 され てい る こと,

等 が一 般 に言 われ て い る。

しか しな が ら,1980年 代 に入 り,コ ン ピ ュータ関連 産 業 の成 長 に対 し

て,こ れ に よ る情 報 処理 の分 野 では,ど の よ うな変 革 が起 きて くるか とい

う疑 問 も生 じて来 てい るの で あ る。 ハ ー ドウ ェアの技術 革 新 の速 度 に情 報

処 理 分 野,特 に ソフ トウ ェア の生産 性 向上 の速度 が追い つ か な い …… 等 と

い った こ とわ ざの 「仏 作 って魂 入 れ ず」 とい う文 句 にあ る よ うな 現 象 が起

きて こな い と も限 らな い。1980年 代 の 情報 処 理 の展 望 は各 方 面 で行 なわ
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れ てい る が,本 調査 で は,そ れ を 情 報処 理 関 係 の第 一 線 に従 事 し てい る専

門家 の意 識 と して表 わ した い と考 え,ア ンケ ー トに よ る情 報 化 お よび情 報

処 理 の動 向 調 査 を実 施 し,分 析 を 試 み た。 この ア ンケ ー ト調査 の 内 容(詳

し くは,前 年 度 の調 査 報告 書 「わ が国 の将 来 動 向,53-ROO4」 を参

照 さ れた い。)は,次 の7項 目に つ い て個 人的 な見解 あ るい は期 待 度 を把

握 す る もの で あ った。

A1985年 にお け る社 会 環 境

情報 処 理 の広 い 分野 にわ た り,回 答者 に1985年 時 点 の 状況 を

質 問 し聞 くに先 だ って,一 般 的質 問 を最 初 に用意 し,企 業 行 動,

社 会 変 化,生 活 様 式 ・程 度 等 の イ メー ジ を描 くた め に行 な った。

Bネ ッ トワー クユ ー テ ィ リテ ィ(NU)

今後 の情 報 化社 会 の進展 に と って 中心 的 な役 割 を なす と見 られ

るネ ッ トワー ク機 能 を利用 した,画 像(応 答)情 報 サ ー ビス,

遠 隔 自動 処 理 な どを含 むNUに つ い て,提 供 が予想 され る企業

向 け お よび個 人 向 け のサ ー ビス メ ニ ューを い くつ か と りあげ,

利 用 に対 す る意 識 や価 格 へ の期 待 度 を問 うた。

Cオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

1980年 代 中期 の オフィス用 機 器 としてそ の普 及 が考 え られ る

もの,テ レ ビ電 話,フ ァク シ ミ リ,オ フ ィス コ ン ピ ュー タ,ワ

ー ドプ ロセ ッサ ,等 を例 に あ げ て,そ の利 用 の可 能 性,機 能 の

程 度,オ フ ィスへ の影 響,お よび総 合 的 意 見 を問 うた。

D日 本 語 情 報処 理

企業 内 で の 日本 語 情 報処 理 の現 状,適 用 業 務,お よび問 題 点 を

聞 き,今 後 の見 通 し,特 に1980年 代 中期 の プ ログラ ミング 言

語,日 本 語 の入 力 方法 お よび 発展 普 及 の た め の施 策 等 に関 して

個 人 的 な意 見 を問 うた。

Eキ ャ ッシ ュレス ソサ エ イ テ ィ

一2一



キ ャ ッシ ュレス シ ステ ム,い わ ゆ る現 金 を扱 わ ず に ク レジ ソ ト

ヵ ー ド,銀 行 のキ ャ ッシ ュカ ー ド等 で支 払 いを行 うシ ス テ ムの

普 及 状 況 お よび 今後 の展 望 と利 用 者 の意 識等 に つ い て問'うた。

また流 通 分 野 で の情 報 化 の事 例 と し て流 通 機器 を と りあ げ,導

入 の状 況,機 器 の高 度 利 用 方法,今 後 の利 用形 態,利 用 上 の問

題 点 等 につ い て問 うた 。

F分 散 処 理

分 散 処理 シス テ ムの導 入状 況,適 用 業 務,導 入 のね らい,等 を

聞 き,1980年 代 中 期 を 目途 と した 今 後 の形 態,構 成 の変

化 お よび実 現 にあ た って の問題 点 を対 象者 個 人 の意 見 と して求

め た。

Gマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ

マ イ ク ロコ ン ピ ュータ に対 す る,対 象者 の興味 とニ ーズ を ,ハ

ー ドウ ェア ,ソ フ トウ ェ アの両 面 よ り聞 き,将 来 の動 向 を,マ

イ ク ロコ ン ピ ュー タの位 置 付 け,知 識技 術 の程度,機 能,応 用

分 野,等 の観 点 よ り予 測 した。

また 上述 の ア ンケ ー ト調査 を補 足 す る意 味 で,ネ ッ トワー ク ユ ー テ ィ リ

テ ィ,POSシ ス テ ム,バ ンキ ン グシ ス テ ム,国 際 情報 ネ ッ トワー ク等 の

展 望,に つ い て ヒア リング調 査 を行 ない,こ れ らの結果 を も とに 「情報 処

理 動 向調 査 委 員 会 」 お よび 「同 専門 委 員 会」 にて分析 ・検 討 を行 な って 前

年 度調 査 を終 え てい る。

② 今年度調査の経過

今年度 の調 査 にあたっては前年度の調査結果をふ まえて実施す ることと

し,と りわけ前年度 の 「1980年 代中期の情報処 理に関す るアンケー ト調

査」 の結果 を活用 してゆ く方向 で調査を進 めた。

まず調査の方向 について前年度 よ り継続 して設置 した 「情 報処理動向調
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査委 員 会」 お よび 「情 報 処 理 動 向 調 査専 門 委員 会 」 に て検 討 し,次 の よ う

な観 点 か ら調 査 の 方針 を建 てた 。

① 調 査 の視 点 を1980年 代 中期 を 見通 した 情報 処 理 利用 者 の立場 か らの

意見 を聞 くこと と し,

a)小 論 文

b)イ ンタ ビ ュー

c)ヒ ア リング

の方 法 を 採 った。

② 調 査 分 野 お よび対 象 者 は,以 下 の よ うに定 め た。

A企 業

オ フ ィス オ ー トメ ーシ ョン,分 散 処 理,ソ フ トウ ェアの3項 目を選

び,企 業 のEDP部 門 の 管理 者 お よびEDP部 門経 験 者 に対 し 「情 報

化 に よ って企 業(の 体 質)が ど う変 化 す るか」 また 「情報 処 理 の利用

を ど う進 め るか 」 等 の 内容 を聞 く。

B社 会

社 会環 境 の変 化 に伴 って,社 会 シ ス テ ム あ るいは 社 会 の 情報 化 に対

す る情報 処 理 利 用 の展 望 等 を情報 処 理,情 報 化 に関 す る研 究 者 や,環

境 アセ ス メ ン ト,都 市計 画 等 の社 会 シ ス テ ムの プ ロジ ェク ト担 当 者 に

対 し聞 く。

C個 人

家庭 向 け情 報 サ ー ビス の利 用 につ い て,社 会 学,心 理 学 者,一 般 社

会 人 あ るい は漫画 家,マ ス コ ミ関 係者 等 に対 し,実 験段 階 を迎 え てい

る画 像(応 答)情 報 サ ー ビス シス テ ム に関 し,そ の利 用 と今 後 の展 望

を 個 人 的 な見 解 と して聞 く。

以 上 の 設定 され た 方針 に 沿 っ て,「 企業,社 会,個 人 」 とい う利 用 者 部

門 の観 点 と,「1980年 代 中期 の展望」 と い う調 査 目標 を念 頭 に置 き対 象

者 の意 見 を 分析 した。
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1,2調 査 の ま と め

今年 度 の調 査 は 上 述 の通 り,1980年 代 中期,す な わち 今後 約5年 の幅 で わ

が 国 の情 報化 お よび 情 報処 理 の動 向 を,企 業,社 会,個 人 と利 用 者 の立 場 か ら

3部 門 に分 け,調 査 対 象者 の個 人 的 な意 見 を 聞 くこ とを中心 とし て調 査 を実 施

して きた。3部 門 の対 象者 の意 見 は われ わ れ 調査 を進 め る者 に と っ て具 体 的 な

意 識 の表 現 と して大 い に参 考 とな り分 析 を 行 な うに もか な り難 しい 点 が 多 々 あ

った の で あ るが,と もか く,調 査 の まとめ と して以 下 の よ うに,要 約 を行 な っ

てみ た。

① 全般 的 には80年 代 にお け る情 報 処 理 は,国 民生 活 の全 て の分 野 と社 会

的 活動 の全 て の水 準 にお い て展 開 され る こ とに な る。

従 来 は,専 門 業 者 が情 報 処 理 シ ス テ ムを 提供 し,利 用 者 側 に属 す る専 門

集 団(例:企 業 の情 報 シ ス テ ム部)が そ れ を 消費 した。

これか らは,情 報 処 理 シ ス テム の消 費 は,専 門 的訓 練 を うけ てい な いエ

ン ド ・ユ ーザ ー,つ ま り一 般 大衆 とな る。 これ に と もない,情 報 処 理 シ ス

テ ム の性格 は個 別 化 し,多 様 化す るで あ ろ う。

これ に対 応 して,専 門 業 者 か らエ ン ド ・ユ ーザ ーにい た る流 通 経 路 には,

さま ざ まな業 種,さ ま ざ まな業 態 の業 者 が参 入 す る こ とにな る。

した が って,情 報 処 理 関 連 のハ ー ドウ ェアお よび ソ フ トウ ェア,さ ら に,

情 報処 理 サ ー ビス の流通 につい ては,そ の秩 序 を 確 立す る必要 が あ る。

②80年 代 の企 業 にお け る情 報 シ ス テ ムは,小 型 システ ムの増 大 に よ っ て

特 長 づ け られ よ う。従 来,シ ステ ム利 用経 験 を もたず,ま た,シ ス テ ム要

員 を もたぬ 小 企業 に,小 型 シ ステ ム は展 開 す る。

こ うした 小 型 シス テ ム利 用 者 に対 す る援助(経 済的,技 術 的,人 的)が,

当 面必 要 と され る。

80年 代 の 企業 に お い ては,ソ フ トウ ェ アの 要求 に対 す る生 産 能 力 の不

足 が,さ ら に顕 著 に な る。 こ こでは,ソ フ トウ ェア の流 通 を よ り活 発 に す

一5一



る よ うな試 み を 多角 的 に進 め る べ きで あ る。

③80年 代 の社 会 にお い ては,多 様 な要 求,多 様 な関 心 を もつ さ ま ざ まな

集 団,さ ま ざまな個 人 を,そ の影 響下 にお くこ と とな る。

した が って,大 規 模 な社 会 シス テ ム の構 築 に つい ては,か な らず これ に

対 す る苦 情 処理 シ ス テ ム を 内蔵 す る こ とが そ の前 提 とな る。 つ ま り,合 意

形 成 情報 系 で な け れば な らない。

こ の よ うに社 会 シ ス テ ム が合意 形 成 情報 系 と して の特 長 を もた な け れば

.な らな い とす れば,そ れ が充 す べ き最 小限 の 制度 上,技 術 上 の要 件 は何 で

あ るか。 これ を検 討 す る こ とが先 決 で あ る。

④80年 代 の個 人 生 活 は,現 在 よ り さらに徹 底 して情 報 の 洪 水 に翻 弄 され

る こ とに な る。

この よ うな環 境 下 に おい て,国 民 の各 人 は,ひ と し く公平 に,公 共 的情

報 を利用 し うる こ とを保 証 され な けれ ば な らな い。 と同 時 に,各 人 の プラ

イバ シーは 保護 され な け れば な らな い。

さ らに個 人 は,情 報 を主 体 的 に選択 し,主 体的 に利 用 し うる よ うな,制

度 上 ・技 術 上 の手 段 が確 立 され る必要 が あ る。

以 上 は調 査 対 象 者 か ら の意 見 を も とにそ の共 通 的 な もの,ま た特 に強 調 され

た こ とを拾 い 出 し て ま とめ た もの で あ り,詳 し くは,次 章 以 降 の展 望 お よび提

言に述 べ,さ ら に個 々の 内 容 は各 論 にゆ ず る こと と した い。

1.3展 望

80年 代 にお け る情 報処 理 は,社 会 生 活 の全 て の分 野 と,個 人 活 動 の全 ての

局 面 に お い て展 開 され る こ ととな る。

これ を支 え る ものは,一 方 にお い ては 通信 技 術 の発 達 で あ り,他 方 にお い て

は マイ ク ロエ レク トロニ ク ス技 術 の進 歩 で あ る。

通 信 技 術 の発 達 は,コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの展 開 に ょっ て代表 され る
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であ ろ う。 こ こでは,シ ステ ム の複合 化 と巨大 化 とが進 め られ る。 これは,さ

らに シ ステ ム を社 会 へ組 み こみ,つ ま りシス テ ム の社 会 化 を促 す こ とにな ろ う。

マ イ ク ロエ レク トロニク ス の進歩 は,小 型 シ ス テ ム の普 及 に よ って代 表 され

るで あろ う。 ここで は シス テ ムの特 殊 化 と内蔵 化 とが進 め られ る。 これは,さ

ら にシ ステ ム の個 人 的 利用 を促 し,つ ま りシ ス テ ム の大 衆化 をお し進 め る こ と

にな ろ う。

この よ うに して,情 報 シ ス テ ムは社 会 生 活 の全 て の 分野 に おい て,ま た個 人

生 活 の全 て の局 面 にお い て,そ の 影響 を浸 透 させ る こ とにな ろ う。

この とき,情 報処 理 の担 い手 も,ま た従 来 とは異 な るこ とに なろ う。 在来 は,

専 門業 者 が情 報 処 理 シス テ ム を提供 し,利 用者 側 に属 す る専 門 集 団(例:企 業

の情 報 シス テ ム部 門)が これ を消 費 して きた。

これか らは,情 報処 理 シ ス テ ムの利 用 は,専 門 的 訓 練 を うけ てい な い一 般 大

衆 とな る。

こ うした環 境 変 化 と シ ステ ムの性 格 の多様 化 と に対 応 して,情 報処 理 関 連 産

業 も,ま た大 きな変 貌 を強 い られ るで あろ う。 専 門 業 者 か らエ ン ド ・ユ ーザ ー

にいた る流通 経 路 には,さ まざ まな業 種,さ まざ まな業 態 の業 者 が参 入 す る こ

とに なろ う。

い ずれ に して も,80年 代 の情報 処 理 は,あ ら ゆ る分 野 にわ た っ て大 きな 進

歩 を示 す 。 この とき,進 歩 を抑 制 す る ものが あ る とす れば,そ れ は ソ フ トウ ェ

ア生 産 性 の低 さ であ ろ う。

総 体 的 にみ れば,80年 代 を通 じ,ソ フ トウ ェア要 員 は慢 性 的 な 不足 を示 す

で あ ろ う。 そ して,こ れ を補 うもの は,ソ フ トウ ェア の流通 の活 発 化 で あ ろ う。

しか も,こ うした ソ フ トウ ェアは能 力 あ るユ ー ザ の 開発 した もの を 商 品 化す

る こ とに よ り完 成 す る こ とが 多 くな るで あろ う。 つ ま り,ソ フ トウ ェアは個 別

化,多 様 化 す るで あ ろ う。

(a)企 業 シス テ ム

80年 代 の企 業 にお け る情 報 シス テ ムは,既 成 の大型 シ ス テ ム の 巨大化
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と,新 規 の 小型 シス テ ム の増 大 と に よって,特 長 づ け られ よ う。

大 型 シス テ ムの 巨大 化 は,同 業 種 企業 の 共同 化 の み で な く,異 業 種 企業

の連 合化 に よっ てそ の ネ ッ トワー クを,法 制 度 の許 す 範 囲 内で無 限 に拡張

してい くで あろ う。

小 型 シ ス テ ムの増 大 は,従 来,シ ステ ム の利用 経 験 も持 たず,ま た,シ

ス テ ム要 員 を雇用 で きない 数 多 くの小 企業 に,業 務 の シ ス テ ム化 を促 す こ

とにな る。

(b)社 会 シ ス テ ム

80年 代 の社会 シ ス テ ムは,そ の 巨大 な姿 を社会 の うち に定着 させ るこ

とにな ろ う。 この と き,社 会 シ ス テ ムは,多 様 な要 求 を もつ さ ま ざ まな集

団 を,ま た,多 様 な関 心 を もつ さ まざ まな個 人 を,そ の影 響 下に お くこと

にな る。

大 規 模 シ ス テ ムは,一 般 に 硬 直 化 の 傾 向 を も つ 。 した が って,ユ ー

ザ の要求 に敏 速 に対 応 す るこ とは で きな い。 また,大 規 模 シ ステ ム は,い

っぱ ん に信 頼性 の維 持 が困難 で あ る。 した が って,ユ ー ザ の苦 情 か ら逃 れ

るこ とは で きな い。

つ ま り,大 規 模 シ ス テ ム と して の社 会 シ ス テ ムは,合 意 形 成 情 報 系 でな

けれ ば な らない。 す なわ ち,そ の 中 に,か な らず苦 情処 理 シ ステ ム を 内蔵

す る こ とに なろ う。

(c)個 人 シ ス テ ム

80年 代 の個 人 シ ス テ ムは,生 活 の あ らゆ る局 面 に情 報 を氾 濫 せ しめ る

で あ ろ う。

この と き,個 人は,一 方 にお い ては ネ ッ トワー ク を経 由 して流 され る情

報 に よって 管理 され,他 方 にお い て は家 庭 内 の さ まざ まな 装置 に内蔵 され、

た 多数 のシ ス テム機 器 を制 御 す る こ とにな る。

ネ ッ トワー ク環境 下 に おい ては,個 人 の関心 事 は,ひ と し く公 平 に公 共

的情 報 を 利 用 し うる こ とで あ り,と 同 時 に,自 ら の プ ラ イバ シ ー が保 護 さ
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れ る こ とで あ る。

潤 沢 な シ ス テ ム機 器 の所 有 者 と しては,個 人 の関心 事 は,そ れ ら機 器 の

品 質 保 証 の問 題 で あ る。 従来,専 門家 の利用 に まか され て きた もの が一 般

大 衆 の手 にわ た るの で あ る。 ソ フ トウ ェ ア製 品 におい て も,や が ては 製造

者 の 責任 が 問 題 とな るで あ ろ う。

1。4提 言

前 節 で は,1980年 代 中期 にお け る情 報 化 の展 望 と して,企 業,社 会,個 人

の三 分 野 か ら検 討 して きた が,こ れ ら の内容 を実 現 す るには ,行 政,民 間産 業

界 お よび社会 の各 方 面 の 努 力 が前 提 とな る と考 え られ るが,以 下 に情報 化 の推

進 に対 し,ど の よ うに対 処 す べ きで あ るのか を一 つ の私案 と し て具 体 的 に述 べ

る こ と としたい 。

ω 情 報 産 業 界 に対 して は次 の よ うな方策 を一例 としてガ 向転 換 を考慮 す る

必 要 が あろ う。

① 利用 技 術 の多様 化 に よ り,ユ ーザ ーの能 力 を活 用 せ ざ るを 得 な くな る

状況 を踏 え て,従 来 の よ うに専 門業 者 を主 体 とす るの で は な く,ひ ろ く

ユ ーザ ーを も含 め て側 面的 な支 援 を行 う
。'

② 従 来 の よ うに開 発 面 を主 体(先 端技 術 の 育成 も重 要 で あ るが)と す る

の では な く多 くのユ ー ザ ー に利用 され るた め の商 品 化技 術 が 円滑 に進 む

よ う流 通 面 を も含 め て具 体 的 な対 応 策 を考慮 す る。

③ 従 来 の よ うに 国産技 術 の 育成 に とど まらず製 品 の輸 出入 を も促 進 す る

よ うな環 境 の整 備 等 を考 慮 す る。

② 情 報 産業 の分 野 には様 々な業 種 の参 入 があ るので,こ の分 野 で従来 あ い

まい に され て きた商 習慣 の秩 序 を確立 す る必 要 があ る。

④ ソ フ トウ ェア,デ ータ な ど の著 作 権 を確 立 す る。

⑤ シス テ ムの製 造 者 の責 任 を確 立 す る。
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② 社 会 シス テ ムを実 現 す るた めの 制度 を整 備 す る。

⑥ 合 意 形 成 情報 系 を保 証 す るた め の 制度 上,技 術 上 の要件 を確 立 す る。

⑦ 国 民 の各 人 が等 し く公平 に公 共 的 情報 を利用 し うるこ とを保 証 す る制

度 を確 立す る。

⑧ 国 民 の プラ イバ シ ーを保 証す る制 度 につ い て早 急 に検 討 す る。

(3)企 業 が そ の活動 を活発 化 し うる よ うな条件 の整 備 を行 な う。

⑨ 公 衆 電 気 通信 法 を見 直 し,企 業 間 の情 報処 理 の共 同化 を促進 す る。

⑩ 小型 シ ス テ ムを指 向 した要 員 の 育成 を,緊 急 に行 な う。

⑪ ソ フ トウ ェアの流 通,商 品化 を 促進 す る。
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払fima

 

各2.





2各 論

21企 業 の 情 報 化 と 情 報 処 理

(1)ま えが き

情 報 処 理 の 分野 で,今,企 業 に起 きてい る最 大 の変 化 は 分散 処 理 で あ り,

最 大 の期 待 は 日本 語 情報 処 理 を含 む オ フ ィス オ ー トメ ーシ ョンであ って,

最 大 の問 題点 は ソ フ トウ ェ アへ の ニ ーズ の 高 ま りと,そ れ に対 す る生 産性

の低迷 で あ る。

半 導 体 素子 を初 め とす る集積 技 術 の進 歩 は,LSIか ら超LS・1へ と進

み,中 央処 理 装 置 は限 りな く小 型 化 され て,コ ン ピュー タ の概 念 を一 変 し

つ つ あ る。 か つ て の大 型 や 中型 コ ン ピ ュー タの 分野 は ,ミ ニ コ ン ピ ュー タ

を ベ ー ス と した小 型 コ ン ピ ュータ に取 っ て代 わ られ,小 型 コ ン ピ ュー タは

オ フ ィス コ ン ピ ュータ に,オ フ ィス コ ン ピ ュータ は マイ コ ンをベ ー ス と し

たパ ー ソナ ル コン ピ ュー タに追 い上 げ られ てい る。 ま さに戦 国 時代 さなが

ら,下 克 上 と もい え る世 相 で あ る。

中央 処 理装 置 の小 型 化は,コ ン ピ ュータ ・シ ス テム の分散 を促 進 した の

み な らず,同 一 シス テ ム 内 におけ る知 脳 の分 散 も進 め
?マ ル チ プ ロセ ンサ

や ク ラス タ ー,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル な どが一 般 化 して ,コ ン ピ

ュー タは,従 来 の一 つ の 中枢 を持 った 動物 的 シ ス テムか ら,多 数 の 中枢 を

持 った植 物 的 シ ス テムへ と,質 的 な変 化 を遂 げ よ うと して い る。

この変 化 が80年 代 の企業 の情 報処 理 部 門 に与 え る影 響 は 少 な か ら ざる

ものがあ るはず で,情 報処理部門 のあ り方 を根底 から覆 えナ可能性 もなき

に しもあ らず で あ る。

従来 の,つ ま り,1970年 代 まで の コ ン ビ ュー一夕は,少 くと も我 国 にお

い ては,電 子 計 算 機 の域 を出 て い ない ,と い え るの では ない だ ろ うか。 コ

ン ピ ュータ は本 質 的 には 電 子式 情報 処 理 組 織 であ り,数 字 ぼ か りが情 報 で
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は な く,計 算 ば か りが処 理 で は な いは ず で あ るが,従 来 の コン ピ ュータが

計算 を 中心 とした 数字 処 理 に偏 して いた こ とは 事 実 で あ る。

した が って,事 務 の 大半 の部 分 は依 然 と して手 作 業 で あ り,そ れ が,関

接 部 門 肥大 の因 とな って,官 公 庁 や大 企 業 の生 産 性 向上 の足 を 大 き く引張

っ て きた事 実 は否 め な い。

しか しな が ら,80年 代 の コ ン ピ ュータ は,漢 字 を 中心 とす る 日本 語 情

報処 理 や,図 形 な ど のイ メ ージ 情報,そ れ に音 声 な どの非 計 数 型 情報 をつ

い に取 り込 み,オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョンへ 大 き く一歩 を踏 み 出 した感 が

強 い。

「月 とス ッポ ン」 とい う言葉 は,違 いを 強調 す る言葉 とし て有 名 だ が,

ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェアの生 産 性 の違 い も,そ れ に劣 らず す さ ま じい。

現 在,ハ ー ドウ ェ アの性 能 を評 価 す る尺度 と して一般 的 に使 用 され て い

るMIPSと い う単 位 は,命 令 を1秒 間 に 何百 万 回 実行 す るか と い うこと

であ り,演 算速 度 を示 す 単位 と しては ナノ セ カ ン ド,つ ま り十億 分 の 一秒

が使 用 され る と ころ まで開 発 が進 めら れ てい るの に,一 方 の ソ フ トウ ェア

の方 は,一 人 目当 り数 ス テ ップか らせ いぜ い十 数 ステ ップ とい うの が お寒

い実情 で あ る。

つ ま り,現 在 の標 準的 なハ ー ドウ ェアの命 令 実 行 速 度 は,現 在 の標 準 的

な プ ログラ マの命 令 開発 速 度 の優 に百 億 倍以 上 は あ る勘定 で,こ れ は 月 と

ス ッポ ンの違 いの 比 では な い。

しか しな が ら,ソ フ トウ ェア に対 す る要 求 は ます ます 高度 化 す る一 方 で,

ハ ー ドウ ェアの す さ ま じいば か りの技 術 革新 も ソフ トウ ェ アの生 産性 の悪

さ に掻 き消 され て い る とい うのが実 情 であ る。80年 代 が バ ラ色 か 灰 色か

は,こ の ソフ トウ ェ アの動 向如 何 にか か っ てい る と言 って も過 言 では な い

で あろ う。

② 調査の方法
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今 回 の調 査 では,以 上 の よ うな理 由か ら,企 業 に お け る80年 代 の情 報

処 理 動 向 を 占 う」二で,決 定 的 な意味 を持 つ と思 わ れ る次 の3つ ,す なわ ち

「分散 処 理 」 「オ フ ィスオ ー トメ ー シ ョン」 「ソ フ トウ ェア」 に焦 点 を当

て,専 門 家 の意 見 を論 文形 式 で聞 く形 で ,調 査 を行 った。

レポー トを依 頼 した 対 象 者は いず れ も,情 報 処 理 部 門 の 中心 に居 て,豊

富 な体 験 を有 し てい る カ㍉ あ るい は,か つ てそ の よ うな立 場 に あ り趨 か

な 識見 を持 って い る方 々で あ る。

専 門 委員 会 が あ らか じめ用 意 した 見解 を提 示 して,協 力 者 が そ れ に対 し

て意見 論 文 を書 くとい う調 査形 式 を採 用 して お り
,回 答 率 は下 記 の と う り

で あ った。

依 頼 件 数22件

回答 件数16件

回 答 率72%

用 意 した見 解 は 資料 と して36～39ペ ー ジ 喘 げた と う りで あ るが
,意

見 の呼 び 水 の役 目を果 たす とい う狙 いか ら,平 均 的 な ,玉 虫色 の見 解 は避

け,多 少 強 引 で も,む しろ 明快 な見解 を選 ん で提示 した
。

回答 率 は非 常 に高 い もの で あ った が,い ず れ も貴 重 な意 見 で あ り,企 業

にお け る,80年 代 の情 報処 理動 向 に ,主 導 的 な役 割 を果 たす 意 見 と思 わ

れ るの で,意 見 論 文 は ほ ぼ そ の全 文 を掲 載 す る.と と した
.1

以 下,前 述 の3つ の テ ー マ に分 け て,80年 代 中期 にお け る企業 内 の情

報処 理 動 向 を予 測 す る が,こ れ は,意 見 論 文 で述 べ られ た 回答 者 の意 見 の

集 約 結 果 を ベ ー ス に して,専 門 委 員 が,そ の他 の調 査結 果 か ら意 見 を付 加

し,ま とめ た もので あ る。
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2.1.1分 散処 理

今年 度 の調 査 は,昨 年 度 の主 に第 一 線 の シ ス テ ムズ エ ンジ ニ アを対 象 とし

て分 散処 理 の導 入 状 況,狙 い,適 用 業 務,構 成,形 態 な どにつ い ての ア ンケ

ー トを実 施 した の に対 して,情 報処 理 につ いて歴 史 の あ る企業,ま た は先 進

的 企 業 の情報 処 理 部 門 お よびエ ン ドユ ーザ ー部 門 の管 理 者 の立 場 に あ る人 の

主 に マ ネ ジメ ン トの側 か ら見 た分散 処 理 に対 す る考 え方 を探 る こ とに重 点 を

置 い た。

そ の方 法 とし ては,後 で 説 明す る よ うな 企業 経 営 と分散 処 理 につ い て い く

つ か の角 度 か ら の シナ リオ を提 示 し,そ れ に対 す る意 見 を書 い て も ら うとい

う形 式 で行 った。

分 散 処理 は色 々 な観 点 か ら論 じ られ て い る が こ こでは そ の 分散 の対 象 に よ

り次 の4つ に分 け て考 え てみ た。

① 機 能 の分散

デ ー タベ ー ス ・マ シ ンの よ うな コ ン ピ ュー タ ・アー キ テ クチ ュア上 の

分散

② 処 理 の分 散

ハ ー ドウ ェア の配置 の分 散 …… これは 負 荷 の 分散,リ ス クの分 散 に通

じる もので,主 に ミニ コ ン ピ ュータ,オ フ ィス コン ピ ュータ の配 置 に代

表 さ れ る問題

③ 業 務(ア プ リケ ーシ ョン)の 分散

④ シ ス テム 開発 ・管理 の分 散

(③,④ は組 織 との関 連 の 問題 とい え る)

上 記 の① は ア ーキ テ クチ ュアの問 題 で 少 な くと もエ ン ドユ ーザ ー に と って

は ブラ ック ・ボ ックス で あ って よ い問題 で あ るの で ここで は特 に触 れ な い。

以 下 の説 明 に出 て くるシ ナ リオ1,Hは 分 散 処理 の全 般 的傾 向 お よび 目標

に対 す る設 定 であ り,シ ナ リオ 皿は 上 記 ②,シ ナ リオIV,Vは 各 々上 記 ③,

④ に対 応 す る よ うにな っ て い る。 以 下 そ の シナ リオ とそれ に対 す る各 方 面 の
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意見 を 中心 に,今 後 の企 業経 営 と分 散処 理 の動 向,問 題 点 につ い て ま とめ て

い くもの とす る。 そ の要 旨は 表1に 示 す 。

(1)分 散 処 理 の展 開

『1985年 頃 には オフ ィスコ ン ピ ュータ が普 及 し,業 務 処
シ ナ リオ1

理 の分 散 化傾 向 が決定 的 な 流 れ とな る 』

昨 年 度,今 年 度 の調 査 を通 じて今 後 の 分散 処理 の進 展(こ の定 義,形 態

につ い ては か な りの個人 差 が見 られ た が)に つ い ては殆 ん ど異 論 が見 られ

なか った。 今 回 の調 査 では 次 の よ うな こ とが特 徴的 と言 え る。 そ の分 散 処

理 賛 成 論 も従 来 の集 中処 理 を否 定 す る意 味 の もの でな く,そ の中 心 に集 中

処 理 を残 し(あ るいは 強化 し)な が らの 分散 化傾 向の増 大 とい うい わ ゆ る

集 中型 分散 処理 をほ とん ど全 員 が主 張 して いた。 また少 数 で は あ るが そ の

業 種 固 有 の アプ リケー シ ョン(例 えば 航 空会 社 の予 約 シ ステ ムな ど)の 性

格 よ り,ま た情 報 処理 の トー タル ・コス ト(ハ ー ド,ソ フ トの コス ト+運

営 維 持 費 用)の 面 よ り今後 も集 中処 理 で い くとい う企 業 も見 られ た。 この

よ うな傾 向 は今 回 の調査 対 象者 の所 属 企業 が大企 業 中心 であ り,情 報 処 理

の歴 史 の積 重 ね が有 る とい う事 情は あ るに して も昨年 度 の ア ンケ ー トと考

え あわ せ てみ る と,分 散/集 中 の問 題 は二 者択 一 では な く両 者 の比 率 の 問

題 で あ る とい うのが一 般 的 認 識 で あ る と解 釈 で きる。 そ して これ は マ ネ ジ,

メ ン ト ・ス タ イ ルの 問題 で あ り,そ の 企業 の性格,規 模,歴 史,適 用 業 務

な どに よ り千差 万別 の もの に な る もの で あ るが,現 在 の各 種 の条 件 は 分散

化 傾 向 の 必要 性 と可能 性 を示 してい る もの といえ る。

『 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク と電 話,FAXな ど が 結 合

シ ナ リオ[

し た 情 報 ネ ッ トワ ー ク が 企 業 の 神 経 系 と な る 。
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分 散処 理 は他 の 情 報機 器 と結合 して オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョンを実 現 し,

それ らが コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワー ク を介 して企業 内 で結 合 され コ ン ピ ュ

ータ ・デ ー タだ け で な い総 合 的 な情 報 ネ
ッ トワー クが企業 内 で 人間 の身体

に例 え れ ば神経 系統 の役割 を果 たす よ うに な る… とい う分散 処 理 の ゴ ール

を 設定 した シナ リオ であ る。

これ に対 す る反 応 は,シ ナ リオ のイ メ ー ジが 明確 でな か った た め か は っ

き りした解答 は得 られ なか った。 分散 処 理 とオ フ ィスオ ー トメ ー シ ョンの

関係 につ いては,両 者別 々 に発 展 していき1985年 頃 に結 合 す る とい う意

見 と,分 散 処 理 の最終 タ ー ゲ ッ トは オ フ ィスオ ー トメ ーシ ョ ンの実 現 で あ

る とい う2つ の立 場 が見 られ た。

② 汎 用 大 型 コ ン ピ ュー タ と ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ

シ ナ リオ 皿
「デ ータ の過 度 の集 中が 是 正 され,汎 用大 型 コ ン ピ ュー タ

神 話 が崩壊 す る。 』

近 年 の コ ン ピ ュー タ関連 の製 品 の変 化 で最 大 の ものは,オ フ ィス コ ン ピ

ュー タ な ど に代 表 され る ミニ コ ン ピ ュー タ の急激 な進 歩 で あ る。 オ フ ィス

コ ン ピ ュータは 従 来 コ ン ピ ュー タ とは 縁 が ない よ うに思 わ れ て いた 小規 模

の 企 業,商 店 に ま で普 及 しつ つ あ り,コ ン ピ ュー タ とい うよ り事 務 機 とい

うイ メ ージ で使 わ れ る よ うにな って きてお り,オ フ ィス コン ピ ュータ は分

散 処 理 の旗 頭 の よ うな メ ーカ ーの宣 伝 が行 わ れ てい る。

分 散処 理 の典型 的 な事 例 と して必 ず あ げ られ る ア メ リカ ン ・バ ンク(A

mericanBank)や シ テ ィー ・バ ン ク(CityBank)の よ うに,超 大

型 コ ン ピ ュータ に よる事 務 セ ンタ ー集 中 とは全 く異 なった数10台 の ミニコ

ン ピ ュー タ に よ る分 散処 理 の よ うな形 態 が どれ だ け受 入 れ られ る もの で あ

ろ うか とい うの が この シナ リオ の設 定 で あ る。
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汎 用 コ ン ピ ュー タ と ミニ コン ピ ュー タ につ い ては 前 回,今 回 の調 査 で興

味深 い違 い が見 られ る。 前 回 の ア ンケ ー ト(企 業 数,業 種 は 今 回 に較 べて

か な り広 範 囲 にわ た って い る)の 結果 で は 今後 の分 散処 理 の構成 につ いて,

・オ フ ィス コ ン ピ ュータ ,ミ ニ コン ピ ュー タ な どが主 体 とな る

67.9%

・大型 ・中型 の汎 用 コン ピ ュー タが 中心 とな る24 .4%

とい うよ うに ミニ コ ン ピ ュー タ主 体 で構 成 され る分散 処 理 シ ス テ ム が よ り

多 くの賛 成 を得 てい た。

これ に対 して今 回 の調 査 で は前 記 の よ うな シ ナ リオ に対 して殆 ん どの人

が反 対 して,従 来 通 りのネ ッ トワー クの中 心 に汎 用 の大 型 コ ン ピ ュー タ を

配 し,こ れ にサ テ ラ イ トの タ ー ミナル が配 され る形 態 が今 後 も中心 にな っ

て い くと主張 して い る。

この理 由 と しては 次 の よ うな もの が あげ られ て い る。

・ネ ッ トワー クの 中心 とし て ミニ コン ピュー タは 能 力不 足。 また デ ータ

ベ ース につ い ては今 後5年 間は 分散 型 デ ー タベ ース が実 用 化 され る と

思 わ れ な いか ら集 中せ ざ るを得 な い。

・ トー タ ル ・コス トは 集 中型 の方 が安 い。

・エ ン ドユ ーザ ー に開発 ,運 営 まで任 せ る よ うにな るとは思 え な い。

・現 在 の シ ステ ムは10数 年 に わた る積 上 げ の結 果 で あ り,こ の構 造 を

変 え るよ うな コ ンバ ージ ョン作業 は不 可 能 で あ り また や れ た と して も

そ れ だ け のメ リッ トは考 え られ な い。

・大 型 機 の複雑 化 した シス テ ム に フ ォ ロー して い くのが精 一 杯 で あ る。

た だ し,こ れ らの意 見 は オ フ ィス コ ン ピ ュータ,ミ ニ コ ン ピ ュー タの意

義 を否 定 し て い るの では な い。 例 えば工 場 の生 産 現 場 の 管理,制 御 用 の シ

ステ ム,設 計 用 のCAD(ComputerAidedDesign)タ ーンキ イシ ス

テ ム,営 業 所 支 店 な どの事 務 処 理 … … な ど の ロー カル で か つ使 い勝 手(操

作 性,応 答 時 間etc)が 要 求 され るア プ リケ ーシ ・ン,言 換 え る と従 来 力
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バ ー し に くか った業 務 に小 型 コ ン ピ ュータ の配 置 を考 え て い る。

79年 度 の コ ン ピ ュー タ 白書 に よれ ば,実 働 す る コ ン ピ ュータ ・シ ス テ

ムの規 模 別 セ ッ ト数 は,

・大型 機2 ,459セ ッ ト

・中型 機6,821セ ッ ト

・小 型 機14 ,662セ ッ ト

・超 小 型機26 ,331セ ッ ト

また導 入 数 の伸 び率 を み る と,

・超 小 型機23 .4%

・小 型 機21 .8%

・大 型 機12 .1%

・中型 機9 .3%

の順 で大 型 化,小 型 化 の2分 極 化 が み られ る。

この調 査 の意 見,事 情 か ら予 想 される1985年 の分 散処 理 シ ス テ ムの イ

メー ジは 次 の よ うにな る。

中規 模 以.上の企 業 で は,大 型,中 型 の汎用 コ ン ピ ュータ が情 報 処 理 の 中

心 とし て主 にデ ー タベ ース の ア プ リケ ー シ ョンを 中心 に適 用 範 囲,集 中 度

は進 む 一 方,地 理 的 に離 れ た工場,営 業 所 では 短 い応答 時 間 を要 求 され る

オ ンライ ン ・リアル タ イ ム指 向 の新 規 ア プ リケ ー シ ョンを 中心 に,ミ ニ コ

ン ピ ュー タ または イ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナル をベ ー ス と して分 散処 理

シ ス テ ムの構 築 が進 め られ て い く。 こ の場合,コ ス ト比較,操 作 性,現 場

の シ ス テ ム開発 お よび運 営 につ いて の当 事者 能 力,そ の シ ス テ ム の ロー カ

ル 性 が重 要 な チ ェ ック ・ポ イ ン トとな るで あ ろ う。

小 規 模 の企 業 では オ フ ィス コン ピ ュー タの導 入 に よ り合 理化 が進 め られ

る よ うにな る。 ここで は 分散 処 理 とい うよ り離 散 処 理 とで も い うべ き形 態
〔

か ら ス タ ー トす るで あ ろ う。

第3次 産 業 を 中心 と した新 興 の企業 では 過去 の シ ス テ ムの足 かせ もな く,
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また急 成 長 下 で人 材 不 足 で シス テ ムへ の ニ ーズ も強 い とい う事 情 か ら企業

の若 さ に もの を言 わせ て,オ フ ィス コ ン ピ ュータ,特 殊 タ ー ミナ ル な どの

技 術 革 新 を フル に取 入 れ た ドラ スチ ソク な シ ス テ ムが実 現 す る可 能性 が有

る。 こ の場 合,そ の企 業 の コン ピ ュー タ以 前 の経 営 管理 能 力 と情報 処 理 要

員 の質 的,量 的不 足 を充 力 す る手段 が1つ のキ ィーとな る であ ろ う。

しか しな が ら従 来 の組 織 と情 報処 理 の歴 史 をた どってみ る と,こ の よ う

な ミニ コン ピ ュー タ か ら始 まった 分散 処 理(汎 用 コン ピ ュータ に集 中 しな

い とい う意 味 も含 め て)は そ の企業 の発 展 と共 にそ のシ ス テム 化 の範 囲 を

広 げ て い く と必然 的 に集 中化 とい う問 題 に直 面 せ ざるを得 な くな る もの と

予想 され 最 終 的 には 集 中/分 散 の混合 型 とな る もの と思 わ れ る。

(3)経 営 組 織 と分散 処 理

前 に述 べた よ うに分 散処 理 は コ ン ピ ュー タ技 術 の問題 でな く経 営管 理上

の 問題 で あ る。 従 っ て この導 入 の可 否 は,そ の 企業 が この よ うな形 態 を必

要 と し,ま た そ の導 入 が効 果 有 る よ うな経 営 環境 に有 るか ど うか にか か っ

てい る。 こ の よ うな本 質 的 な意 味 で 分散 処 理 に取 組 ん だ例 と し て米 国 の シ

テ ィー ・バ ンクの 分散 処 理化 につ い て一部 紹 介 をす る。

この例 は 従来 超 大型 機 に よる集 中 シス テ ム の典 型 と考 え られ て いた銀 行

業 の シ ス テ ムを40数 台 の ミニ コ ン ピ ュー タ に代替 しか な りの コス ト ・ダ

ウ ンを達 成 した もの と して知 られ てい る。 しか しなが ら この成 功 の原 因 は

ミニ コ ン ピ ュータ の導 入 にあ っ たの で は な く,業 務 組織 を マ ーケ ッ ト指 向

の コ ンパ ク トな 自己完 結 的組 織 に再 編 した こ とがそ の ポイ ン トで あ り,そ

の組 織 に合 わせ る形 で ミニ コ ン ピ ュータ,IBMシ リーズ1に よ る分 散処

理 の導 入 が有 った こ とは意 外 に知 られ てい な い。 同行 は 当初 は 他 の銀 行 と

同 様 に機 能 別 の組 織 を採 用 して お り,そ れ に対 応 して コ ン ピ ュー タ ・シ ス

テ ム も出来 るだ け同種 の業務 を集 め て一括 処 理 す る とい う規 模 の経 済 性 を

フル に追 求 す る集 中処 理 方 式 が とられ てい た。 この方 式 は1つ の取 引 の専
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務 経 路 を長 くしその結 果 事 務 書類 が増 加 し,顧 客 へ のサ ー ビス が低 下 す る

とい う問 題 をは らん で い た。 そ こでサ ー ビス業 と し ての原点 に帰 る べ く仕

事 の分 析 ・検 討 の結 果,組 織 を顧 客 また は マ ーケ ソ ト分 野別 に再 編 成 し,

1つ の組織 ユ ニ ッ トでは,あ る客 のサ ー ビス が全 て 行 え る よ う に し た。

こ こにお け る基本 的 な業 務 処理 単 位 を ワーク ス テー シ ョンと称 して こ こで

の業 務,デ ー タ処理 は ミニ コ ン ピ ュー タに小 さな ス ケ ール で統 合 され た。

これ に よ りペ ーパ ー ワー ク,そ の他 のル ーチ ン的業 務 は 減 少 し,し た が っ

て ミス も減 少 し,顧 客 サ ー ビス は正 確 化,迅 速 化 す る一 方,そ こに働 くス

タ ッフは単 調 な仕 事か ら解 放 され モ ラ ール と満 足感 は飛 躍 的 に向 上 した と

言 わ れ て い る。

シ ナ リオIV

『分散 処 理 は企業 に お け るオ ペ レー シ ョナ ル業務 の徹 底 し

た分散 化 と計 画業 務 の本 社 集 中 を もた ら し,ト ップ と第 一

線 を直結 させ る結果,中 間 管理 層 や ス タ ッフ の役割 が低 下

す る。』

企業 活 動 の 複雑 化,管 理 組 織 の 肥 大 化 に と もな い企業 内 を流 れ る情報 の

量 は増 加 の一途 をた ど って い る。 そ れ に と もな い,中 間 管理 層,本 社 ス タ

ッフは この情報 の処 理 に忙 殺 され て い るのが実 情 で あ る。

一 方 ,電 子技 術 の進 歩 に よ り第 一線 の オペ レー シ ョナル な業 務 の か な り

の 部 分 を 自動化 す る こ とが可 能 とな って きてい る。 こ の よ うな シス テ ム と

分 散処 理 ネ ッ トワー クの結 合 に よ り第 一 線 の情報 は スタ ッフな り中間 管理

層 の手 を経 る こ とな く トップ層 に伝 達 され る こ とが可 能 とな る こ とが 予想

され る。 した が って,必 然的 に従 来 の よ うな役割 を担 う中間 管理 層 や スタ

ッフの比 重,役 割 は 変 わらざるを得 な くなるであろ う。 この よ うな シナ リオ

に対 し て解 答 者 の殆 ん どが 中 間管 理 層 の量 的 減 少 の可 能 性 とそ れ に よ る ト

ップ と第 一 線 の接近 を認 め な が ら も,ト ップ と第一 線 の直結,そ れ に併 な
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う地位 の低 下 につ い ては反 対 意見 を表 明 して い る。 この理 由 と し てむ しろ

従 来 の雑 事 か ら解 放 され て本来 や る べ きで あ っ た質 の高 い役 割 を担 うよ う

にな る こと をあ げ て い る。 情報 を いか に早 くア ク シ ョンに結 び つ け るか ,

,あ るいは プ ラ ンニ ング に結 びつ け るカ・が 中間 管理 層 スタ ・フ の業 務 で あ

り,今 後 そ の重 要 性 は 増加 しこそ す れ低 下 す る こ とは考 え られ な い し ,ま

た この よ うな業務 は本 質 的 に コ ン ピ ュータ に代 替 され る もの では な い との

意 見 が一 般 的 で あ った。 また業 務 の質 の 向上 に と もな い現 状 か ら脱 落 者 が

出 ると い う指 摘 も有 った。

シ ナ リオV

『分散化傾向は情報処理部門 にも重大 な変化 をもた らす。

単 な る情報処理機能面 の役割は低下 し,情 報管理機能面は

増大 して,両 機能 の分化 が進む。 』

従 来 の コン ピ ュータ部 門 の主要 な業 務 は,シ ス テ ム(プ ログ ラム)の 設

計,製 作 と機械 室 の運 営 管 理 とい う情 報処 理機 能 で あ った。 か つ ては プ ロ

グラ ムが 書 け る とい う事 自体 が一 つ の特 技 であ った。 現在 で はエ ン ドユ ー

ザ ー向 言語,対 話 処理,パ ッケ ージ の流 通 な どに よ り,通 常 の業務 処 理 シ

ス テ ムの製 作 の か な りの部 分 をエ ン ドユ ーザ ー が担 当す る こ とが可 能 に な

る と予 測 され る。

また コ ン ピュー タ の オペ レー シ ョンは,マ シ ン の信 頼性 の 向上 ,オ ペ レ

ー テ ィン グ ・シ ス テ ム の 自己診 断機 能 の向 上
,マ ス ・フ ァイル の登 場 な ど

で,石 油化 学 プ ラ ン トの 運転 の ご と くご く少数 の オ ペ レー タ に よ る監 視 業

務 が 中心 とな っ て きて い る。 こ とに オ フ ィス コ ン ピ ュー タは オペ レ ーシ ョ

ン と して特 別 の仕 事 は 不 用 で事 務 機 器 の一 種 と し て取 扱 わ れ てい る
。

分 散 処理 は この よ うな機 能 の あ る部 分 をエ ン ド ・ユ ーザ ー に移 して い く

こ とで あ り,前 記 の よ うな事 情 もあ り,コ ン ピ ュ ータ部 門 にお け る情報 処

理機 能 は 相 対 的 に比 重 が 下 ってい く。.
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代 って重要 性 を増 し て くるの が デ ータベ ー ス管 理 とシ ス テ ム開発 管 理 な

ど の 情 報 管 理 機 能 で あ る。 分 散 処理 の進 展 に よ り,前 述 の よ うに情 報処

理機 械 の 購入,新 規 ソ フ トウ ェア の開発,ロ ーカ ル な デ ー タの 管理 な どの

業務 が コン ピ ュー タ部 門 の手 を離 れ る よ うにな るわ け で あ る。 これ は無 秩

序 な情 報 処 理 環 境 を 作 り あ げ る危 険 を大 い には らん で い る。 例 え ば デ ー

タの構 造 に互換 性 を欠 い た り重 複 した り,ま たハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ

ア の互換 性 がな く ミニ コ ン ピ ュータ相 互の ネ ッ トワー ク化 が不 可 能 とな っ

た り,更 に情 報 処 理 の トー タル ・コ ス トを急 激 に増大 させ る恐 れ が で て く

る。

この よ うな事 態 に な ら な いた め に は,全 社 的 なデ ー タの定 義,保 管,提

供 を 行 うデ ー タ 管 理 機 能,ま た 情報 処 理 の ガ イ ドラ イ ン の設定,重 複 開

発 の防 止,全 社 的 整合 性 の確 認,新 設備 の導 入 に つ い て の統 制,さ ら に分

散 ユ ーザ ー側 の コンサ ル テ ィン グや 教 育 な どの シ ス テ ム 開発 管理 機 能 が分

散 化傾 向 に と もな っ て重 要 性 が増 して い くもの と考 え られ る。

この た め米 国 の 企業 では 分 散処 理 グル ープ とい う ものを わ ざわ ざお い て

い る と言 われ る。

今 回 の調 査 では 殆 ん ど全 員 が この シナ リオ の傾 向 を認 め て い る。 また シ

ス テ ム管理 の難 しさ の指 摘 も有 った。解 答 者 の 中 には 既 に情 報処 理 機 能

(オ ペ レーシ ョン,プ ・グ ラ ミン グ)は 自社 に持 たず,情 報 管 理 機 能(シ

ス テ ム設 計 を含 む)の み 自社 に 持 つ よ う に し て い る と い う企 業 も有 っ

た 。

(4)今 後 の問題 点

① 今 回 の管理 者対 象 の調 査 の結果 は,一 般的 に メ ー カ ー,ま たは 技 術者

の立 場 か らの分散 処 理論 に比 較 し て,総 じ て保 守 的,現 実 的 で あ る。 こ

れは 解答 者 が現 職 の管 理 者 で あ る とい う事 情 もあ るか と思 わ れ るが一 番

の 制 約 にな って い る と思 わ れ るのは,既 存 シ ス テ ム の制約 とソ フ トウ ェ
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ア作 成 能 力 の質,量 の 不足 で あ る。

近 年 の情報 処 理 の コス トはハ ー ドウ ェア よ りソフ トウ ェア,ソ フ トウ

ェア の内 で も新 規 開 発 よ りメ ンテ ナ ンス の比重 が急 速 に 高 ま って お り,

今後 ます ます この傾 向は 増 大 して い く もの と言 われ てい る。

情 報 処 理 の歴 史 の あ る大 企業 で はPCS(PunchCardSystem)

以来 の20年 にわ た って構 築 され た シス テ ム の蓄積 が有 りこれ が ガ ッチ

リと根 を生 や して い る。 これ が従 来 の シス テ ム の構 造 を変 え る よ うな 新

しい技 術 が 開発 され て もそ の導入 に あ た って の強 力 な足 か せ にな る もの

と思 わ れ る。 これ は 巷 間伝 え られ たIBM社 の新製 品(FS)が 新 方 式

のた め に既 設 の シス テ ム の コンバ ー ジ ョンが問 題 とな り開 発 中止 とな っ

た とい う話 を想 起 させ る。

この種 の 問題 は コ ンピ ュー タ利 用 の深 化 に従 い深 刻 な もの に な る もの

と思 わ れ る。

大 企 業 にお い ては,ソ フ トウ ェア技術 者 にそ れな りの 人材 が確 保 され

て い る。 しか しな が ら低成 長 下 で あ ま り増 員 は され ず,大 型 コ ン ピ ュー

タ 関係 の新 シ ス テ ム の フ ォ ロー に追 わ れ ミニ コ ン ピ ュータ の研 究 に まで

な か な か手 が まわ ら な い状 態 に あ る よ うで あ る。

一 方 ,新 興 の 企業 には 古 いシ ス テ ム の足か せ は な く新 規技 術 を フル に

導 入 す る機 動 性 は持 って い るが,逆 に この分野 で の人 材 が質 的,量 的 に

不 足 して い る。 ハ ー ドウ ェア的 には,コ ス ト,性 能 の面 で満 足 す べ き も

の に な って もソ フ トウ ェア,ヒ ューマ ンウ ェア の面 で有 効 に利 用 が で き

な い恐 れ が有 る。 今 の と ころ,こ の対 策 として画 期的 な もの は予 想 され

な い。 他項 で説 明 され る よ うな ソ フ トウ ェアの各 分 野 で の進 歩 と,シ ス

テ ム の コ ンサ ル タ ン ト,ソ フ トウ ェア の作 成,提 供 をす る企 業 が 十 分 な

能 力 をつ け る こ と と経 営 的 に成 立 っ て い くよ うな環 境 の整 備 が望 まれ て

い る。

② の シ テ ィ ・バ ンク の例 で説 明 した よ うに,分 散 処 理 シ ス テ ムの設 計
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は本 質 的 には 組 織 の デザ イ ンで あ る。 企業 内 情 報処 理 部 門 は狭 い意 味 で

の専 門 家 集 団 か ら脱 して広 い シ ス テ ム設 計 能 力 を持 つ こ とが今 後 の 分散

処 理 時代 へ の課 題 で あ る。

③ 政 府 施策 へ の意 見

分散 処 理 の問 題は 基 本 的 には企 業 内 の経 営 管 理 の問 題 で あ る とい うこ

とで特 に質 問 は行 っ て いな いに もか か わ らず,通 信 回 線 の 自 由 化,料

金 の改 訂 につ いて の指 摘 がな され,こ の まま では 日本 の情報 処 理 は 国 際

的 に立 遅 れ る とい う危 機 感 を訴 え た意見 も見 られ た。 分 散処 理 シス テ ム

は 多 くの場 合 ネ ッ トワー クを と もな うもの で あ るか ら通信 回線 の制 限,

料 金は 今 後 の 分散 処 理 シス テ ムの動 向 に大 きな 影響 を もた らす 。 こ の問

題 は コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を持 つか,計 画 して い る企 業 に と って

既 に コ ンセ ンサ ス にな って い る と言 って も過言 で は な い。

そ の他 の事 項 と しては,ソ フ トウ ェア技 術 者 の養 成 と身分 の保 証,ソ

フ トウ ェア関係 専 門 業 者 の 育成,コ ン ピ ュー タ犯 罪 防 止法 の検 討 な どが

要 望 され て い る。 これ らは特 に分散 処 理 だ け の問題 では な い がエ ン ドユ

ーザ ーへ の情 報 処 理機 能 の分 散 に よ り特 に問題 とな る事項 で あ る
。
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表1 分 散 処 理 に 関 す る意 見 要 旨

回答

者
分散 処理 の展 開 汎 用 コンピュータと ミニコン

'

経 営 組 織 へ のイ ンパ ク ト
その他 問題等

(DP部 門の変化含む)

'
・分散 化傾 向は 必 然 ・汎 用大型 コンピュータはネ ・管 理 職,ス タ ッ フの 業 ・DP部 門の情報管理機

A
・分散処理 とOAは 結合 ットワークの中心として重要 務 の質 は向上 能 と広 いシステ ム設計
する ・安 価 な ス タ ン ド ・ア ロ 脱落者 が出る ・開発機能が重 要 とな

ン型機器 も普及 る

・分散 処 理 の社 会 的 ニ ー ・現 行の通信回線の料金

B
ズは増 々増大す る と制約下では 日本の情

報処理は国際的 に立遅
れ る

・技術革新 を正当 に取入 ・大 型機 の進 歩 の フ ォ ロ ・ トップと第→ 銀は接 近する ・現状のDP部 門の延長

C
れたシステムの形成は .一 に 精 一杯 で 他 に手 が ・中間 管 理 層,本 社 スタ 線上では管理層,ス タ
悲観的 ま わ ら な い ッフの 役割 が 低 下 す ッ フ の 役 割 に 代 る こ

・大容量の処理マシン内払要 る こ と はな い とは出来ない

・ トー タ ル ・ コ ス ト か ら ・オ フ コン の普 及 と業務 ・基 本 業 務 にお い て オ フ ・エ ン ドユ ー ザ ー に と っ

D
み ると大型 機に よる集 処理 の分散 化は無関係 イス コ ン に適 す る業 務 て は]ン ピ ュー タ の 所

中処理 が有利 は な い 有 よ り も容 易 に ア クセ
スで きる手段 が必要

・水平型分散処理は実現する ・大 型 ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ・意識改革が必要 ・DP部 門の開発機能の

E ・分散処理 とOAの 結合 一夕に依存 した分散処 ・監査体制の重要性の認 比重 が減少 し要 員の再
には問題多 し 理 識 配置再教育が必要

・与 え ら れた シ ナ リオ に ・中 間 管 理 層 ,本 社 スタ ・DP部 門は転換期 にあ

F 大体同意す る ッフの役割は不変 り新 しい 理 念,着 眼 点

が必要

・航 空 会 社 の コ ソ ビ ュ ー ・旅 客 チ ェ ッ ク イ ン ・シ ・あ ら ゆ る事 務 部 門 に コ

G タ利用の中心は集中処 ステムは 分散処理 ン ピ ュ ー タ ・パ ワ ー を

理 シス テ ム 浸透 させ る

・分散化 と集中化は それ ・ オ フ コ ン,ミ ニ コ ン の ・TOPと 第 一 線 を 結 ぶ ・DP部 門の情報処理機

H
それ適合 した分野で現 普及 によ り分散化は着 ほ どの変化はない 能の低下 と情報管理面
われ る 実 に進 む ・外的環境 により質が変 の ニ ー ズ の 増 大

わ る ・回 線 開 放

・集 中処理は今後 とも主 ・汎 用 コ ン ピ ュー タ の効 ・技 術 革 新 に よ り企 業 ・シ ス テ ムの 集 中 管 理 が

流をな し分散処 理化 も 用は失 われ ない の 末 端 の オペ レ ーシ ョ 重 要 とな る
1
併行 して進む ・技術革新が新 たな分散 ナル業務は様変わ りす ・分 散 化 は 多 数 の ソ フ ト

処理 分野 を創造する る 技術者を必要 とす る

・現在以上の集中処理を ・分散処理は汎 用大型コ ・電算処理の深化 により ・情報管理機能は増大す

J
前提 とし集中 と分散の ン ピ ュ一 夕 に よ る 集 中 中間管理層は減少す る るが これは分散処理 で

機能分担が顕著 とな る 処理体制が 前提 が質,重 要性は増大, な く電算処理の深化の
スタ ッフの 役 割 も増 大 帰結

・様 々な形の分散/集 中 ・多様 化して必 ず しも大 ・管理階層 に変革を生 じ ・DP部 門 は コ ソ ビ ュー

K システムが出来 るがそ 型 コ ンピ ュー タ は必 要 ジ ェ ネ ラ ル ・ス タ ソ フ タ 運 営 ス ペ シ ャ リス ト

れは費用 と効果できまる と し な い の重要性が増大 とプラ ンナーに分化 す る

・業務処理の分散化傾向「 ・オ フ コ ンは 中規 模以 下 ・ ト ップ と第 一 線 と直 結 ・既に情報管理がDP部 門

が決定的 とな る のEDPの 歴 史のない させ るの は オ ー バ ーで の大きな役割になっている

L ・現在過度 に集中処理 に または浅い企業に普及する あ る ・今後情報管理 のユ ーザ

な って いな い ・オフコンは現在の体制を変 一への分散が課題

えるようなイ汐 こクトはない ・通信 回線 の コス トダ ウン

・情報処理の分散化 と同 ・オベ レ ー シ ョナル 業 務
、、

・業 界 を横断す る広範囲

時 に情報の質 と量で集 の分散化 と情報を媒体 な ネ ッ、トワー クが不 可欠

M 中と分散 に分離 され る とした計画業務の集中化 ・回 線 の 自 由化,料 金 の
・中間 管 理 層,、 ス タ ッフ 改訂が必要
の高度化,専 門家 ・企業の労務政策 に関連

・航 空 会 社 の シス テ ムは ・1985年 ま で に オ フ コ ・オペ レー シ ョナル 業 務 ・分 散 処 理 は エ ソ ドユ ー

N 基本的 に集中システム ンの普及は進 まない の分散化 と計画業務の ザ ー の シ ス テ ム能 力 が

(航 空会社 では) 本社集中化は変わらない 問題

・本社 コン トロールと分権 化 ・中間管理届 と本社 スタ ッフ
P の2分 極化が同時に進む は新たな役割が課せられる

・分散処理の理想状態とは0 ・中間 管 理 層 ,本 社 ス タ ・分散処理 の前提 である
R
Aの 総合的定着に等 しい ッフが 働 きや す くな る 中央集 中管理 は難 しい
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2.1.2オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン(OA)

(1)複 合 型OAか ら総 合 型OAへ

巨 フィス ・オー トメーションは,ま ず現 行 シス テ ム の延 長 線 上 に,イ ン

テ リジ ェ ン ト化 され た複 写機,フ ァク シ ミ リ,マ イ ク ロフ ィル ム,日 本

語 ワー ドプ ロセ ッサ,手 書 きOCR,テ レ ビ電 話,音 声入 出 力,パ ー ソ

ナル ・コ ン ピ ュー タ,ビ デ オ デ ィス クな どが個 別 に普 及 して,複 合 型 の

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンが進展 す るが,こ れ ら が完全 に一 般 化 す る

前 に,総 合 型 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンへ の移 行 が 開始 され る」。

(提 示 見 解)。

この複 合 型 が先 行 す るが,総 合 型 が本命 で あ る とい う,こ の提示 した

見 解 に対 しては,ほ とん どの人 の同 意 が得 られ た。

問題 は その実 現 時期 で あ るが,1985年 時 点 では,ど うや ら総 合 型 が

本命 とい う方 向 は 明確 に な る もの の,総 合 型 は まだ普 及 には 至 って い な

い とい う見 解 が 圧倒 的 で あ る。

総 合 型 へ の移 行 を さ また げ る最 大 のネ ックは や は り日本 語 情 報処 理 で,

と りわ け漢 字 入 力 の問 題 がオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの鍵 を に ぎる も

の と思 わ れ る。

した が っ て,当 分 の間 は手 書 きカタ カ ナOCR,フ ァク シ ミ リ,マ イ

ク ロフ ィル ム,ビ デ オデ ィス クな ど,光 学 的 技 術 へ の依 存 度 が 高 く,そ

れ ら と,日 本語 ワー ドプ ロセ ッサ,漢 字 プ リンタ ーな どに よ る,出 力 に

重 点 を置 いた計 数 型 の 日本 語 情報 処 理 とが共 存 す る複合 型 のオ フ ィス ・

オ ー トメ ーシ ョンが続 く。

光 学 的技 術 の 中 で,と りわ け有 望 な のは ビデ オデ ィス ク(光 デ ィスク)

で あ ろ う。 この装 置 の記 憶 能 力は きわ め て大 きい ので,こ れ を 中心 とす

る光 学 的OA機 器 の全 盛 期 は む しろ これ か ら と思 われ る。

計 数 型 の総 合 的OA機 器 が追 い上 げ て くる と,光 学 式 の複 合 型OA機

器 が,洗 練 され た技 術 をバ ックに コス トパ フ ォー マ ンスを上 げ て再 び先
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行 ず る とい う,イ タチ ご っ この よ うな様 相 を呈 す る よ うに な る。 あた か

も,ICメ モ リーが磁 心 メ モ リーに と って替 った時 の再 現 で あ る。

計 数 型 の総合 的OA機 器 に よ る本 格 的 な オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン

時代 を迎 え る には,技 術革 新 とあ い ま って,標 準化 の進 展 や 社会 制 度 の

変 革 も必 要 で あ る。

た とえ ば,漢 字 の パ タ ー ン(ビ ッ ト構 成)のJIS化,住 所 コ ー ドな

どのJIS化 の徹底,少 な くとも省 庁 間 の統一,戸 籍 簿 か らの 誤字,難 字

の追放,姓 や 名 前 のJISコ ー ド化 と,そ れ をベ ー ス に した 住 民登 録 の

機 械 化,な どが考 え られ よ う。

② 機 器 の展 望

「総 合 型 のオフィス ・オ ー トメ ー シ ョンでは,ワ ー ドプ ロセ ッサ が核 に

な り,日 本 語 入 力装 置,辞 書,電 子 フ ァイル,電 子 メ ール,パ ー ソ ナル

コ ン ピ ュータ,電 話 な どが一 体 化 され た総 合 的 な ビジ ネ ス ス テ ー シ ョン

が 開発 され る。 ビジネ ス に おけ るほ とん どす べての情 報 がデ ジタ ル 化 さ

れ,こ の 時点 で オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン とデ ータ ・プ ロセ ッシ ン グ

の結 合 が 成 る。」(提 示 見 解)

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 中心 的 機 器 と して,す べ ての機 能 を一

体化 した 電子 事務 机 が実 現 す る とい う前 段 の呈 示見 解 は,大 方 の 同意 を

得 たよ うである。また,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンとデ ータ ・プ ロセ シ

ングの結 合 を強調 した意 見 も多 か っ た。

問題 は,「 ほ とん どす べ て の情 報 がデ ジタル 化 され 」 とい うと ころ に

あ り,そ れ は 疑 わ しい とす る理 由は,や は り漢 字入 力 の 非効 率 と,光 学

的 技 術 の急 速 な進 歩 が見 込 め る と い うところ に あ るよ うで あ る。

いず れ に し て も,日 本 語 入 力 の生 産 性 が オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ン

普 及 の鍵 を に ぎっ て い るわ け で あ るが,カ ナ漢 字変換 と電子 辞 書 と の組

合 せ が本 命 で,音 声入 力 も有 望 と い う意 見 が主 流 の よ うで あ る。 特 に,

日本 語 の場合 は単 音 節 か ら構 成 され て い るの で,欧 米語 に比 して,音 声
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入 力 の実 現 には有 利 であ り,実 験 結果 も有 望 とい うこ とで あ る。

また,鍵 盤 を利 用 した カ ナ漢 字 変換 方 式 も,表 示 装置 や 電 子 辞 書 と上手

に組 合 せ れば,か な りの生 産 性 向 上 が期 待 され,テ ー ブル ウ ェア と称 され

る ライ ブラ リの整 備 が望 まれ る。

ライ ブラ リと しては,国 語 辞 典 のほ か,人 名辞 典 や 地名 辞 典,各 種用 語

辞 典,類 語 辞 典,常 用 句,諺,テ ー マ別 の文 例 な どを網 羅 した もの が必 要

で,こ こで は,連 想 方式 の検 索 を実 現 した い。

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの将 来 動 向 を 占 う上 で,も う一 つ の重 要 な

フ ァクタ は デ ー タ通 信 で あ る。 現在 のデ ー タ通 信 では技 術 的 に も制度 的 に

も弱 く,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンへ の重 大 な支 障 に な る との意 見 もあ

った。

しか しな が ら,デ ータ通 信 技 術 の進 展 は,80年 代 に は ほぼ 確 実 に予測

し得 るの で,残 るは,メ ッセ ー ジ交換 や他 人 使用 の制 約 な ど,制 度 上 の問

題 の み とな る。

総 合 型 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン機 器 のキ ーマ シ ンは 日本 語 ワー ド

プ ロセ ッサ で あ る。 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ とオ フ ィス ・コ ン ピ ュー タが

合 体 して,そ れ に ビデ オ ・デ ィス ク な どの機 能 が付加 され,デ ータ通 信 シ

ス テ ム に組 み込 まれ てい く とい う展 開 が見込 まれ よ う。 ・

(3)実 現 の進 度

「オ フ ィス ・オ ー トメー シ 。ソは,事 務 量 の増 大 と機械 化 に よ る生 産 性 の

向 上 が,ほ ぼ バ ラ ンス し て,直 間 比 率 を現 行 レベ ル に と どめ る速 度 で進 展

す る と見 られ るが,紙 資 源 な どの社 会 問題 化 に よ って加 速 され る可 能 性 も

あ る。」(提 示 見 解)

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンが どの程度 の速 度 で進 展 す る かは,か な り

難 しい予 測 で あ り,明 快 な意 見 は得 られ なか った が,そ れ ほ ど急 激 な 変化

は及 ぼ さな いで あ ろ うとい うの が一 般 的 な意 見 の よ うで あ る。

オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン機 器 の 普及 に よ り,あ る てい ど の省 力化 効
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果 は十 分 期 待 で き る もの の,い わ ゆ る 自動化 とい う意 味 で のオ ー トメ ー シ

ョンは 実 現 しな い。 なぜ な らば,ビ ジ ネス に お い てはマ ンソ ーマ ン ・コ ミ

ュニケ ー シ ・ソが 大 きな 比重 を 占め て お り,ま た個人 レベ ル の情報 や共 有

情 報,完 成 デ ータ や仕掛 りデ ー タな どが入 り混 ってい て,機 械 化 の適 用 範

囲 は実 際 には 予想 外 に狭 く,漢 字 処 理 の問 題 の な い欧米 にお い て もオ フ ィ

ス ・オ ー トメ ー シ ョンは それ ほ ど進 展 して い な い とい うの が そ の根 拠 で あ

る。

しか し,我 国 の場合 には,漢 字 の問題 が あ るだ け に,か え って機 械 化 の

ニ ーズ も高 く,そ の期 待 す る効 果 も大 きい とも言 え るわ け で ,分 散 型 の安

価 な大 容量 記 憶 や,高 速 高 品質 デ ー タ伝 送,ロ ー コス ト汎用 プ リンタ な ど

が実現 した場 合,オ フ ィ.ス ・オ ー トメ ー シ ョンが一 気 に加 速 して,オ フ ィ

ス を一 変 させ る とい う可 能性 も また大 きいわ け で あ る。

また,資 源 問 題 がパ ル プ に も波 及 し,複 写機 や高 速 プ リンタ,フ ァクシ

ミ リな どの濫 用 に よる紙 浪 費型 のオ フ ィスが見 直 され,省 資 源 の見 地 か ら

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ンが進 展 す る可 能性 もあ る。

(4)ま とめ

現在 では,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン とい う言葉 は,か っ て のMIS

の よ うに,i掛 声 ぱ か りが先 行 して,方 向 づ け が きわ め て あ い ま い であ り,

ビジネ ス機 器 メ ーカ ー にい い よ うに 利用 され て い る とい う感 も否 め な い。

しか し,生 産 シ ス テ ムや 物 流 シ ス テ ムの高 生 産 性 と,事 務 シス テ ムの低

生 産 性 とを比 較 してみ た場 合,企 業 が取 り組 む合 理化 の 次 のタ ー ゲ ソ トが

事 務 シス テ ム で あ る こ とには 疑 う余 地 もな く,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ

ンは80年 代 情 報 処理 の最 大 の課 題 とな るで あ ろ う。
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2.1.3ソ フ トウ ェア

こ こでは,オ フ ィス オ ー トメ ーシ ョン,分 散処 理,ソ フ トウ ェアの3分 野

の うち,ソ フ トウ ェア につ い て,わ れ わ れ が提 示 した 見 解 に対 す る調 査 対 象

者 の方 々が寄 せ られた1980年 代 中期 における意 見 や 見 通 し等 を まとめ てみ

よ う。

まず,は じめ に,こ とわ っ ておか ね ば な らな い こ とは,小 論 文 では,企 業

シ ス テ ム の将 来 的展 望 とい う意 味 で,そ れ ぞ れ,1つ の思 想 や 考 え方 に流 れ

を も って述 べら れ て い るの で,こ の 中 か らソ フ トウ ェアに 関す る問題 だ けを

抽 出 してみ る こ とは,大 変断 片的 な と らえ方 で あ り,回 答 者 の真 意 が伝 え ら

れな い うらみ が生 じて し ま うこ とで あ る。(そ の意 味 で,回 答 者 の考 え 方 を

理 解 し て頂 くた め には,40ペ ー ジ の意 見集 を一読 され た い。)

以 下 に比 較的 意 見 の 多か った,

OS,デ ー タベ ー ス,プ ロ グラ ム言 語,(ア プ リケ ー シ ョン)パ ッ

ケ ージ,そ の他

の5項 目に分 け て述 べ る こ と とす る。

(1)OSに つ い て

・フ ァー ム ウ ェ ア化 がか な り進 む 。

・大 部 分 が フ ァー ム ウ ェア化 す る。

・フ ァー ム ウ ェア化 は,85年 を待 たず に実現 可 能 で あろ う。

の3つ の意 見 を 中心 に,別 の表 現 と して,

・各種 ユ ーテ ィ リテ ィのチ ップ化 に よ る供 給 な ど,ど こまで がOSか わ か

らな くな る。

・大 型OSは,機 能別 にモ ジ ュール化 し,選 択 可 能 な方 向 に な るぺ きで あ

る。

・従来 の よ うな概 念 で のOSの 存 在 価値 は低 下 す るだ ろ う。

が あ る。'なお,こ れ に付 随 した意 見 と して,OSに 代 って,新 し いペ ー シ
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ック ソフ トの量 が膨 張 し,ユ ー ザは これ に支 配 され て い るの では な いか,

との懸念 を述 べ て い る意 見 もあ る。

② デ ータベ ー ス につ い て

・デ ー タベ ース に関 しては
,

・ロー カル デ ー タベ ー ス の普及 が先行 す る
。

・目的別 小規 模 デ ー タベ ース が先 に普 及 す る
。

・オ フ コ ンや ミニ コ ン に も ,デ ータベ ース は か な り普 及 す る。

・分散 型 デ ー タベ ー ス のサ ポ ー トが必要 で あ ろ う
。

とい った具 合 で,小 規 模 デ ータベ ース へ の期 待 は 大 きい が これ に対 して ,

・集 中型 大規 模 デ ー タベ ー スが有 効 な形 で実 用 化 す るか ど うか は疑 問 であ

る。

・デ ー タベ ー スは 経 済 的 には な るだ ろ うが
,経 営 の意 志決 定 に重 要 な役 割

を果たすのは疑 問である。(シ ス テ ム分 析,プ ログ ラ ミング ロー ドの 削減

に役立 つ こ とが主 体)

・デ ー タベ ース で は ,ビ ジネ ス コース の問 題 解 決 の決 め手 には な らな い。

な ど,厳 しい見 方 もあ る。 しか し,

・デ ータ ベ ー スは 企業 だ け で な く,一 般 家庭 に も入 りこん で くる。

・企業 で は業 務別 のデ ータベ ース ,計 算 セ ンタ ー では技 術 情 報 や 経 済情 報

の世 界 的 デ ータ ベ ース を,公 衆 回 線 に よ るア ク セス で活 用 す る こ とに な

るだ ろ う。

・リレーシ ョナル モ デル は 当然 の方 向 で
,85年 を待 た ず に実現 可能 と思

われ る。

等 とい った,や や楽 観 的 な意 見 もあ って,全 体 の流 れ と個 々 の問 題 を掘 り

さ げ てみ る見 方 とが入 りま じ ってい る よ うに思 わ れ る。

以上,デ ータベ ー ス に つ い ては,必 ず し も,ソ フ トウ ェア とし ての見 方
「

に限 られ て いな い が,回 答 者 の立 場 上,利 用 の 方 向を主 に考 え て い る よ う
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な の で,や む を え な い で あ ろ う。

③ プ ログ ラム言 語 につ い て

まず,既 存 の言 語 につ い て,次 の よ うな意 見 が あ る。

・FORTRAN,COBOL,PL/1,ア セ ン ブ ラ言 語 は 絶 滅 しな いだ ろ う。

・APL,PASCAL,BASICの ニーズ は 増加 す る。

・APL,PASCALの 比 重 は 高 まる。(BASICは 一 般 的 には 広 まるが,

実務 に耐 え うる とは 思 わ れな い)

次 に,新 しい言 語 の 開発 につ いては,

・ソ フ トウ ェア の鍵 は,一 般 人 向 け非 手続 き型 言 語 の開発 に あ る。

・中央 のデ ー タベ ー スを ア クセ スす るた め の エ ン ドユ ーザ 向非 手続 き言 語

の 開発 が進 む 。

・EDP部 門 以 外 の人 が 簡 単 に プ ログラ ム作 成 が で きて,コ ン ビ=一 一タ を

使 用 す る方向 に進 む だ ろ う。

な どの一 般 向言 語 へ の期 待 も強 く述 べ られ て い る と共 に,

・米 国仕 様 の言 語 の コ ピー では な く,日 本 個 有 の言 語 の 開発 に力 を注 ぐべ

きで あ る。(誰 で も使 え る言 語 よ り,知 的 レベ ル の高 い抽 象 度 の高 い言

語)

・情 報 ネ ッ トワー クな ど大 規 模 シス テ ム用 の ソフ トウ ェア(自 動 設計,自

動 プ ログ ラ ミン グ)の 開 発 も必要 で あ る。

・運用 コ ス ト重 視 か ら専 門 家 用 ソフ トの 開発 な ど,専 門 家 向言 語 に も要望

が あ っ て,2極 分化 が現 在 以 上 に進 む で あ ろ うとの意 見 を裏 付 け す るか

の よ うで あ る。

な お,自 然 言 語 の開発 に つ いて は,85年 の 時期 には 期待 で きな い と

の見 方 が強 い。 す なわ ち,

・自然 語 に近 い エ ン ドユ ーザ言 語 の開発 は,大 容 量 の 処 理 マ シ ンを 必要 と

し手 軽 には 使 え な い だ ろ う。
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・自然 語 に よる非手 続 き言 語 が 出現 して も,一 般 化 す る には解 決 す べ き問

題 が残 るだ ろ う。

・自然 言 語 の開 発 は ,プ ラ イ オ リテ ィは 低 く,85年 で は使 用 に耐 え うる

ものは不 可 能 で あ ろ う。

(4)(ア プ リケ ー シ ョン)パ ッケ ー ジ

・次 の よ うに ,業 務 単 位 のパ ッケ ージ の流通 が進 む であ ろ うとの意 見 を述

べ た もの が 多か った。

・70年 代 で も一 部 に大 規 模 パ ッケ ー ジの 売買 が 行 われ て い るの で,85

年 には業 務 単位 の パ ッケ ー ジが 流通 す る。

・専 用 的業 務 の ア プ リケ ー シ ョン ・パ ソケ ージが か な り'普及 しは じめ る。

各 種 業務 パ ッケ ージ,汎 用 ユ ーテ ィ リテ ィは 開 発 が進 み,有 効 な もの が

で るだ ろ う。

・業 務別 専用 ソ フ トは汎 用 化 の 方 向 に進 み,プ ログ ラマ の 大 半 の 労 力 が,

業 務 別専 用 ソ フ トの メ ンテ ナ ンス に 費 され るだ ろ う。

・85年 は ,パ ッケー ジの商 品 化,流 通 が か な り進 む,そ して,ソ フ トの

汎 用 化 に よって アプ リケ ー シ ョン レベ ル が向 上 す る。

・85年 頃 には,業 務 別 ア プ リケ ーシ ョンは,標 準 パタ ー ン の リン ク方 式

に移 るだ ろ う。 これ らは パ ッケ ージ ソフ トに対 す る好 結 果 へ の期 待感 も

含 め て,か な り楽観 的 な意 見 で あ る一 方,悲 観 的 な見 方 も以 下 の よ うに

出 て きて い る。

・パ ッケ ージの 流通 は 際 々に盛 ん にな る だろ うが,商 品 とな る のは 少 数 の

もの(例:図 形 処理 用,分 析 計 算用)で あろ う。

・業 務 別専 用 ソ フ トの 普及 は,小 規模 利用 向 きに しか現 われ な いだ ろ う。

㈲ そ の他

そ の他 の意 見 と して,や や 共 通 した テ ー マ と考 え られ る もの を グル ー プ
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ご とに以 下 の意 見 を列 記 す る。

〔ソフ トウ ェアの価 値 感 の変 化 〕

・85年 には ソ フ トウ ェア とい う言 葉 が正 当 に理解 され る よ うにな るだ ろ

う(利 用 技 術 と い う訳 は 専 門家 の罪 で,ソ フ トは技 術 では な く 「もの」

で あ る)

・ソフ トウ ェア に対 す る計 測機 器 ,評 価 ツー ル の開発(ソ フ トの動 きを 目

に見 え るよ うにす る)

・メー カ ソフ トの 有償 化 が進 み ,そ の コス トウ ェイ トが増 大 す る こ とを考

え る必 要 が あ る。

・ア ンバ ン ド リン グ政 策は,ソ フ トに対 す る価 値 感 を 強化 す る。

・ソ フ トウ ェアの価 値認 識 が 高 ま り,ソ フ トウ ェア産業 が成 長 す る。

・情報 の使 用 価 値 は認 め て も,交 換 価 値 を認 め な い風 潮 が問 題 で あ る。

〔ソ フ トウ ェアの発 想,要 員 体 制 な ど 〕

・ソ フ トウ ェア の発想 が技 術 計算 的 基 盤 か らス タ ー トした ものが 多 く,デ

ータ マ ネ ー ジメ ン トの取 扱 いに 関す る見 方 が 甘 い。

・言語 の変 化 な どよ り,ソ フ ト開発 に お い て も訓 練 され た集 団 を いか に組

織 化 して生 か して い くか の方 が現 実 的 解 決 策 だ と思 う。

・市 販 ソフ トや ソ フ トハ ウス に よ り,ソ フ ト ・開発 技 術 者 の比 重 は 減 少 す

る。

・85年 頃 には,SEの 他 は ,プ ログ ラマ は メ ンテ ナ ンス ・エ ンジ ニ ア の方

向 に,オ ペ レー タは 自動化 に よ って不 要 にな る企業 が 出 るだ ろ う。

〔標準 化 につ い て 〕

・ハ ー ド,ソ フ ト,プ ロセ デ ュア,ド キ ュメ ン トの標 準 化 が 必要 で あ る。

/'雛 化 を 強 力 雌 め'メ 一網 の 互換 性 を完 全 に もたせ る には ・ か な り

時間 を 要 す るだ ろ う。

・標 準 化 と 日本 語 ワー ドプ ロセ ッサ の2つ が 大 きな 鍵 であ る。

以 上,小 論 文形 式 で述 べ られ て い る回 答者 の意 見 をみ て きた。
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ソフ トウ ェアと い う分 野 か らみ る と,も っ と突 込 ん だ意 見 とか ,ま った

く思 い もか け な い よ うな発 想 な どを期 待 され た方 もあ るだ ろ う。 しか し ,

意 見 を 寄 せ られた 回答 者は,い ず れ も,大 手 企 業 ユ ーザ ーのEDP部 門 も

し くは 関係 部 門 の幹 部 ク ラス の 方 々 で,現 実 に企業 シス テ ムを 運用 して い

る責任 の あ る立場 を意 識 した 内容 も見 受 け られ,こ れ らは割 合 に現 在 の 状

況 に も とつ いた判 断 であ る と考 え られ るの で,よ り客観 的 な意 見 とな った

模 様 で あ る。 いず れ に して も,本 稿 を担 当 す る者 と しては,ソ フ トウ ェア

の展 望 につ い て85年 頃 を足 元 か ら見 つ めた貴重 な意 見 の論 旨 と して扱 っ

た つ も りで あ る。
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資 料

1980年 代 中期 企 業 の情報 化に関する質 問

一_1980年 代 中期 の 企 業 におけ る情 報 処理 は技 術 革新 と意 識 変 革 に よっ てか な

り大 き く変 化 す る と見 られ て お ります が,貴 方 は どの よ うに お考 え で すか。 次

に挙 げ るテ ーマ に関 し て,貴 社 の企 業 ニ ーズ の動 向 を中 心 に,貴 方 の ご意 見 を

お聞 かせ くだ さい。 ご意 見 は一 つ の テ ー マだ け を選 ん で書 い て下 さ って も結 構

です。

テ ーマは 分 散 処理,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン;ソ フ トウ ェア の三 分野 で,

それ ぞれ,1985年 頃 に おけ るあ る一 つ の見 解 を 提示 して あ ります が,そ れ を'

参 考 に して,賛 否 お よび反対 意 見,実 現度 合,そ の前 提 条 件,情 報 処理 部門 が

受 け る影 響度 合,情 報 処 理 部門 と しての 態度,行 政や 産 業 界 へ の要 望,な どを

盛 り込 ん で小 文 に お ま とめ くだ さい 。
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提 示 され た 見 解(シ ナ リオ)

1.分 散 処 理

。1985年 頃 に はオ フ ィス ・コン ピ ュー タ が普 及 し,業 務 処 理 の分 散 化 傾 向

が決 定 的 な流 れ とな る。

。 コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク と電 話,FAXな どを結 合化 した情 報 ネ ッ ト

ワー クが 企 業 の神 経 系 とな る。

。 デ ー タ の過 度 の 集 中が 是 正 され,汎 用大 型 コン ピ ュータ神 話 が 崩 壊 す る。

。 市場 性 の あ る専 門 デ ー タベ ー スが 多 数登 場 し,意 志決定 に重 要 な役 割 を果

た す よ うに な る。

。 分散 処 理 は企 業 にお け る オペ レー シ ョナル 業 務 の徹底 した分 散 化 と計 画 業

務 の本 社 集 中化 を もた らし,ト ップ と第 一 線 を直 結 させ る結 果,中 間 管 理 層

や 本 社 ス タ ッフの 役割 が低 下 す る。

。 分散化傾 向は情報処理部門に も重 大な変化を もたらす。す なわち,単 なる

情報処理機 能面の役割は低下 し,情 報管理機能面 は増大して,両 機 能の分化

が進む。

一37一



2.オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン'

。 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン は まず 現 行 シ ス テ ム の 延 長 線 上 に,イ ン テ

リ ジ ェ ン ト化 され た 複 写 機,フ ァ ク シ ミ リ,マ イ ク ロ フ ィ ル ム,日 本 語 ワ

ー ドプ ロセ ッサ
,漢 字 プ リン タ,手 書 きOCR,テ レ ビ電 話,音 声 入 出 力,

パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ,ビ デ オ デ ィ ス ク な どが 個 別 に 普 及 し て,複 合

型 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン が 進 展 す る が,こ れ ら が 完 全 に 一 般 化 す

る 前 に総 合 型 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン へ の 移 行 が 開 始 さ れ る 。

。 総 合 型 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン で は ワ ー ドプ ロセ ッサ が 核 に な り,

日 本 語 入 力 装 置,辞 書,電 子 フ ァ イ ル,電 子 メ ー ル,パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ

ュ ー タ,電 話 な どが 一 体 化 さ れ た 総 合 的 な ビ ジ ネ ス ・ス テ ー シ ョ ン が 開 発

さ れ る。 ビ ジ ネ ス に お け る ほ と ん どす べ て の 情 報 が デ ジ タ ル 化 さ れ,こ の

時 点 で オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン とデ ー タ プ ロセ シ ン グ の 結 合 が 成 る 。

。 後 者 へ の 方 向性 が 明確 に な るの は,ほ ぼ1985年 頃 で あ る。 オ フ ィ ス ・

オ ー トメー シ ョンは事 務 長 の増 大 と機 械 化 に よる生産 性 の 向 上 が ほ ぼ バ ラ

ン ス して,直 間比 率 を現 行 レベ ル に と どめ る速 度 で進 展 す る と見 られ るが9

紙 資 源 な どの社 会 問題 化 に よっ て加 速 され る可 能性 もあ る。
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3.ソ フ トウ ェ ア

。OSの ほ と ん ど の 部 分 が フ ァ ー ム ウ ェ ア 化 さ れ て,OSは も は や ソ フ ト と

は 呼 べ な くな る 。

。 デ ー タベ ー ス は リレー シ ョナル ・モ デル の方 向 に進 み,情 報処 理 の 必須 条

件 として全 企 業 にゆ きわ た るが,大 規 模 デ ー タベ ー ス よ りは む しろ簡 易 デ ー

タ ベ ー スが 先 に普及 す る。

。 プ ログ ラ ム言 語 に関 しては現 行 の各言 語 の勢 力分 野(構 成 比)が か な り変

わ り,PASCALやAPLの 比重 が高 ま る。

。 専 門家 向 け の言 語 と一 般 人(エ ン ドユ ーザ ー)向 けの言 語 が二 極 分 化 の 方

向 に進 み,後 者 用 の非 手 続 き言 語 が 発 達 す る。

。 自然言 語 の 開発 も進 み,プ ログ ラ ムへ の漢 字 利用 も可 能 に な っ て ドキ ュメ

ン テ ー シ ョン が 明解 にな る。

。 業 務 別 専 用 ソ フ トも今後 は 良 い もの が どし ど し開 発 され て企業 の 中 に定着

し,パ ッケ ー ジ の流 通 も加速 され る。
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資料1980年 代 中期 企 業 の情 報 化 に関 す る意 見 集

意 見1

1985年 に おけ る コ ン ピ ュー タ利 用

分 散処 理(DP)オ フ ィス ・オー トメー シ ョン(OA)お よび ソ フ トゥ

ゥ ェ ァ(ソ フ ト)は,当 分 は それ ぞれ影 響 を受 け なが ら独 立 的 に進 歩進 展

して い くが,85年 あた りには,こ れ ら三位 一 体 の姿 を現 わ して くる もの

と思 われ る。 一 方 では,簡 便 な ス タ ン トア ロン型 の 小型 で安 価 な機 器 も発

達 し広 く普 及 して くるだ ろ う。.

jl
.分 散 処 理(DP)

社会 的 な環 境変 化 の激 化 に対 応 して い くた め には分 散 化 は必 然 であ り,

一 部 の企 業 で は大 きな 効 果 を あ げ るに 到 っ てい るだ ろ う
。

これはOAの 一 つ の大 きな柱 であ る情 報 処 理 可能 な メ ッセー ジ交 換 の基

盤 とな る。 しか し汎用 大 型 コ ン ピ ュー タが 現 在 よ りも利 用度 が減 少 す る こ

とはな い だ ろ う。 多 くの変 化 進 展 は 新 しい応 用 へ の拡 大 とい う側 面 で行 わ

れ る こと,汎 用 大 型 コ ン ピ ュー タへ の信頼 は,や は りコ ン ピ ュー タ ネ ッ ト

ワー ク利用 へ の支 え と して不 可欠,な どの理 由 に よる。

専 門 デー タベー ス活用 も広 く行 わ れ る。 い ろ い ろな 場 面(管 理 面 のみ な

らず 技 術 開発 面 そ の他 で も)で の 意 思決 定支 援 に役 立 つ。

2オ フ ィ スオー トメー シ ョ ン(OA)

一 部 で総 合 型 のOAへ の移 行 が 先行 的 に開 始 され る とい う見解 に 同意 す

る。 従 来 の コ ン ピ ュー タ利 用 が そ うで あ った よ うに,大 コ ン ピュー タ メー

カ主 導 型 の普 及 が まず行 われ る と考 え られ る。 ユー ザ ニー ズ に合 った シス

テ ム構 成 の で き る複 合 型 に進 む の は,そ の後 に な ろ う。

OAの 中核 は,情 報 交 換 と情報 フ ァイル にあ る。 日本 語情 報 処理 が そ の
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主役 とな るには,さ らに時 間 が か か るだ ろ う。 入 力 が不 可欠 で,こ れが ア

キ レス腱 に な らな い よ うに しな けれ ば な らない か らであ る。 した が っ て,

デ ジタル化 されな い 情報 の処 理 ・蓄 積 が技 術 上大 きな比 重 を 占 めるだ ろ う。

フ ァク シ ミ リ関連 技 術 もそ の一 つ であ る。

OAと デー タ プ ロセ シング の結 合 は,デ ジタル 化 の レベ ル にか か わ らず

急 速 に進 む。 直 間 比率 の変 化 の度 合 につ い ては全 く予 想 で きな い。

3ソ フ トウェ ア(ソ フ ト)

フ ァー ム ウ ェア化 とオ フ ィス コ ン ピ ュー タ やパ ー ソナル コン ピ ュー タ に

代 表 され る小 型化 に よ り,従 来 の よ うな概 念 でのOSの 存在 理 由 や価 値 は

低下 す るだ ろ う。 しか し一 方 では,コ ン ピュー タメー カ 自身 の 地位 保 全 の

た め,新 しい ベー シ ック ソ フ トの量 が膨脹 して,ユ ー ザは 結 局 そ れ に支 配

され る状 況 は 助長 され る の では な いか,と の懸念 が あ る。

デー タベー ス化 とその利 用 の重 要 性 は大 き くな る。DP化 傾 向へ の呼 応

と技 術 的 理 由 か ら,ロ ー カル デー タベ ー ス の普 及 が 先行 す る。 本 当 の集 中

型大 規 模 デー タベー スが,有 効 な形 で実用化 す るか ど うか は疑 問 で あ る。

DP,OAの 普 及 に した が い,プ ログ ラ ミング 言 語は大 き く変 貌 す るだ

ろ う。PASCALやAPLの 比重 は確 か に高 ま る。BASICは 一 時 的 に

広 ま ろ うが,実 務 に耐 え うる とは 思 え ない。

仕 様記 述 言 語 もプ ログ ラ ミン グ言 語 も,専 門向 と 非専 門向 に二 極 分化 す

べ きで あ る。 また 日本 にお い て,DPやOAが 着 実 に効 果 を拡 げ てい くに

は,米 国 仕 様 の言 語 の コ ピー ではな く,独 自の優 れ た言 語 の 開発 に大 きな

力 を注 ぐべ き であ る。 これ は 必 ず しも 日本 語や 漢 字 で プ ログ ラ ムを 書 くと

い うこ とでは ない。 また 誰 れ で も使 え るや さ しい 言 語 とい うよ りは,知 的

レベル の 高 い 日本 の 人達 に適 した抽 象 度 の高 い専 門 的言 語 で よい の である。

自然 言 語へ の接 近 とい う努力 は,実 り少 い もの とな ろ う。

業 務処 理 用 パ ッケー ジ の流 通 は徐 々 に盛 にな る。 しか し これ で商 品 とな

る のは,少 数 の特 徴 あ りかつ優 れ た もの に限 られ よ う。 使 用 環 境 が 現在 以
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上 に多様 化 す るか らで あ る。 た だDP化,OA化 に よ り小 規模 の,や や 汎

用 性 の あ る,た とえ ば 簡 単な 図形 処 理 用 とカ㍉ あ る種 の分 析計 算 用 とか の

パ ッケー ジの 流通 は,か な り拡 大 す るだ ろ う。

4影 響 と対応

(1)企 業 にお け る管 理 体 制

環 境 変 化 の 激化 と情 報 化 の進 展 は,多 くの スタ ソフや 管理 者 の業 務 を

変 化 させ,生 み 出す。 確 か に第 一 線 の管 理 監督 者 の 責任 権限 は 絶 対 的 に

増 大 す るカ㍉ それ と併 行 して上 層 部 の 責任 権 限 も質 的 に高 ま り,相 対 的

には 不 変 と考 え るのが 妥 当だ ろ う。 た だ し全 体 的 に判 断 の 質 が高 度 化 す

るに伴 い,脱 落 して い く個 人が 出 て くる'。

(2)情 報 処 理部 門 とソ フ トウ ェアハ ウス

企 業 内 では,情 報 管 理機 能 と広 範 な 情報 シス テ ム設 計 開発 機 能(従 来

は プ ログ ラ ミング とオ ペ レー シ ョンが 主 で あ った と言 え る)の 重要 性 が

高 まる。

情報 処 理 部 門は,そ の実力 の相 対 的 な関 係 か ら,主 役 にな るか 処 理 工

場 にな るか の岐路 に立 た され る こ と にな ろ う。

シス テ ム コ ンサル タ ン トや ソ フ トハ ウスが 今 後数 年 間 に どれ だ け成 長

す るか も,そ の果 す 役 割 に大 き く影 響 す る。

現 在 ま での よ うな,企 業 内 の情 報 処理 部 門 の 甘や か され,ソ フ トハ ウ

スへ の政 府 助成 等 は,こ の それ ぞ れ を ス ポ イル して い る と思 わ れ る が,

もっ と健 全 な方 策 が真 剣 に考 え られ るべ きで あ る。

(3)利 用 技 術

コン ビ=・一ータ メー カ主 導 型 のDP化,OA化 が まず進 め られ る と予 想

され るが,ユ ー ザ 企業 に とっては,従 来 の コン ピ ュー タ利 用 とは 比 べ も

の に な らな い くらい の イ ンパ ク トが 出 て くる こ とを認 識す れ ば,ユ ー ザ

あ るい は ユー ザ に近 い 側 での利 用 技 術 の 向上 が 重要 で あ る こ とが分 る。

ソフ トハ ウ ス成長 へ の 関心 も この点 にあ る。
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情報 シス テ ム の利 用 分 野 では,狭 義 の ジ フ トゥ ェァ工 学 か らは ず れ た

所 に も大 きな 技 術 的知 識 的 実務 的課 題 が あ る。

a.情 報 分 析技 術 一 企業 活 動 を 支 え る情報 の 流れ とニー ズ を明確 化

す る こ と。

b.シ ステ ム設 計 技術 一 情報 処 理 の ニー ズを,利 用可能なハー ド/ソ

フ トで最 適 に実現 化 す る方 式 を描 くこ と。

c.ソ フ トウ ェア技 術 一 処理 に適 切 な アル ゴ リズ ム を決 め,ソ フ ト

開発 を効 率 よ く進 め る こ と。

dプ ログ ラ ミ ング技 術 一 ソ フ トを能 率 よ く正 し く生 産 す る こ と。

従 来c以 上 は 不 十 分 な ま ま特 にaは 無 い状 態 で,あ ま り優 秀 で な い

dを 基 盤 に して シス テ ム建 設 が され て きた。

これ か らは 全体 の レベ ル を上 げ る こ とが で きな けれ ば,コ ス トが か か

るば か りでな く,不 適 切 な システ ムが横 行 し,そ の企業 を危 う.くす る 可

能 性 が あ る。 十分 な レベ ル の技術 の無 いユ ー ザ は,外 部 の技 術 を利 用 す

るか,技 術 に 見合 った利 用 をす るの が無 難 だろ う。

上 記a,b,c,dに 分 け て,そ れ ぞれ 国家 的 にプ ロと して の資 格 認

定 を す る制度 の導入 が 望 まれ る。 こ れは,ユ ー ザ 企業 に も相応 の安 心 を

与 え,ま た ソ フ トハ ウ スの 育成 に も具 体 的 な道 標 を与 え る こ とに もな り,

多 くの技 術 者 へ の動 機 づ け に な る。 この よ うな こ とに よっ て,情 報 シス

テ ム技 術 者 全体 の専 門 的職 業 と して の道 を 開 き安 定化 す る こ とが で き,

日本 にお け る情報 シス テ ム技 術 向 上 を積 極 的 に推進す る こ と にな る。

情 報 シ ス テ ムを いか に うま く活用 す るかが,1980年 代 の企 業 格 差 に

な って現われ て くるだろ う。 下 手 に使 用 す る よ りも,使 用 しな い知 恵 もあ

る とい うこ と も含 め て。
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意 見2

分 散 処理 へ の社 会 的 ニー ズ は増 々増 大 す る と思 わ れ る。1985年 の情

報 処 理 の あ り方 は,イ メー ジ に あ る如 き姿 で あ って欲 しい と思 うの で あ る

が,公 衆電 気 通 信 法等 の現行 法 体 系 で の制約 下 にお い て,全 て 民 間 事業 体

が 運 営 して い る,米 国 の情 報通 信 産 業 との競 争 力 ギ'ヤ ップの 拡大,懸 念 な

ど問題 が 山積 して お り,む し ろ 日本 の情 報 処 理 は国 際 的 に立 ち 遅 れ る危 険

性 さえ孕 ん で い る ど思 われ る。 今 後,デ ー タ通 信 が 情報 処 理 の 発 展 に欠 か

せ な い もの で あ る以 上,「 デー タ通 信 シス テ ムの 自由化」 は さ け て通 れ な

い 問題 であ る といえ よ う。1971年 の公 衆 電気 通 信 法 の一 部 改 正 に よ り,

イ.企 業 グルー プな どのた め の デー タ通 信 回線 共 同 使 用範 囲 の拡大

亘 計 算 業務 等 のた め のデー タ通 信 回線 の他人 使 用 制限 の緩 和

へ 公 衆通 信 回 線 へ の コン ピ ュー タ お よび 入 出 力機器 の接 続

な どデー タ通 信 に関 す る改 善 が行 な わ れ た。

しか し依 然 と して関係 団 体,ユ ー ザ団 体か ら運用 に対 し,な お改 善 を求

め る声 が 多 い の で あ る。

先 ず コ ン ピ ュー タ の情報 処 理 形 態 の 一 つ で あ るオ ンラ イ ン シス テ ムが

「通 信 」 な のか とい う疑 問が 提 起 され て い る。 又,オ ンライ ン シス テ ムが

そ の技 術 的 要 素 と して 「通 信」 を 必要 とす るが 故 に,電 力 や ガ ス や水 道 の

様 に,パ ブ リック ・ユー テ ィ リテ ィと され 民間 の 情報 通 信業 者 が 自由 に使

用 出来 ない 形態 とな って い る。

今 後 日本 の情報 産業 育成 の 見地 よ り,し か るべ き機 関 で充 分 審 議 され る

必要 が あ る と思 わ れ る。 また 日本 の デー タ通 信 利用 料 金 は,特 に遠距 離 料

金 に お い て非 常 に割 高 にな っ て い る こ とに対 し改 善 要求 の声 が 高 い。

以 上 の よ うな 問題 点 の他 に下 記 の点 が 指摘 され よ う。

(1)共 同 使 用,他 人 使用 に 関す る制 限,あ るいは 回線 使 用 態 様 の 制限 に

よ りオ ンライ ンの普及 拡 大 と,コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク に よる高
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度 利 用 が 困難 な こ と

(2)公 共 シス テ ム と民 間 シス テ ム との競争 問題

(3)国 際 的 に も日米 間 の コ ン ピュー タ関 連機 器 を め ぐる貿 易 の不 均 衡 な

ど国 際 摩 擦 の増 大 要 因 とな ってい る こ と。

(4)国 際 的 コ ン ピ ュー タネ ッ トワー ク形 成 へ の 障 害

80年 代 は・ 国 際 化 が最 大 の テー マ で あ り,又,国 内 的 には 地方 の時 代

とも云 わ れ分 散 型 社 会 が 推進 され よ うと して い る。 国際 化 へ の広 が りと国

内 では地 方 へ の広 が りに,デ ー タ通 信 シス テ ム に期待 され る もの は極 め て

大 で あ る。 「80年 代 通 商 政策 ビジ ョン」 で提 言 され てい る創 造 的 知 識集

約 化 の産業 別 展 開 にお い て,デ ー タ通 信 シス テ ム が主導 的 役 割 を要求 され

て い る もの が少 な くな い。

戦後30数 年 ・ 日本 経 済 は 国際 化 の趨 勢 のな か で,通 商 の 自由化,資 本

の 自由化 を 適 切 な プ ログ ラ ムの もと に達 成 して きた の であ るが
,1980

年 代 は 「通 信 の 自由化 一 対 民間 と対 国 際」 を 一大 テー マ と して,計 画 的

に達 成 す る こ とを官 民 共通 の課題 と した らい か が で あろ う か
。

意 見3

1980年 代 に入 っ て,情 報 処 理 の技 術 革 新 が進 む ことは確 か で あ るが ,

これ に伴 い 情報 処 理 部 門 ・管 理 部 門 の両 方 で意 識変 革 が進 み
,技 術革 新 を

正 当 に取 入 れ た 情報 処 理 システ ムが形 成 され る可 能 性 につ い て は,か な り

悲観 的 であ る。 問 題 点 の第一 は,現 在 の情 報 処 理 部 門 が狭 い意 味 で の専 門

家 集 団 か らなか な か 脱皮 で きな い こ とであ り,第 二 は トップ ・マネ ジ メ ン

トを含 む 管 理 層 が,コ ン ピ ュー タ を まだ まだ手 の内 に入れ て いない 点 で あ

る。 これ らの 問題 点 の解 決 には ・正 しい 問題 意 識 を 基 盤 に した 地道 な努 力
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の積 み 重ね が 必要 で あ り,悲 観 的 に言 え ば数 代 にわ た るジ ェネ レー シ ョン

の交替 を待 つ しか な い とさえ 考 え る。

分散 処理 につい て 言 うな らば,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ の普 及 は進 む で

あ ろ うが,現 在 大 型 コ ン ピ ュー タ を取 扱 ってい る人 々 が オ フ ィス ・コン ピ

ュー タ の役 割 ・能 力 を正 し く評価 し,積 極 的 に システ ムの 中 に取 り込 め る

か ど うか疑 問 が多 い。 この こ とのた め には,マ シ ンそ の もの の研 究 が まず

必 要 で あ り,か つ 現 場 にお け る情報 処 理 の ニー ズ につ い て も っ と突 込 んだ

把握 が必 要 であ る。 コ ン ピ ュー タ部 内 の現 状 は,大 型 マ シ ンの進 歩 を フ ォ

ロー す る事 に追 わ れ,本 質 的 に現 場 の ニー ズ に踏 み込 ん で,革 新 的 な シス

テ ムを構 築 す る とい うには程 遠 い事 例 が あ ま りに多 い。

これらから,情 報 システムの発 展 に よ り トップ と第 一 線 とは 現 状 よ りは 接

近 す る と言 えな くは な い が,中 間管 理 層 や 本社 ス タ ップ の役 割 りが低 下 す

るな どとは 考え られ な い。 本 来 機械 的 に処 理 され るべ き業務 な ら と もか く

「人」 を取扱 う管 理 層 や 「計 画 」 を主 た る任 務 とす る本 社 ス タ ッフ の業務

に 「機 械 」 が取 り替 わ れ る と考 え るの は大 きな 誤 りで あ り,ま た現 状 の情

報 処理 部 門 の延 長 線 上 では,管 理 層 や ス タ ッフ に代 わ れ るべ き部 門 に進 化

す る と,はとて も考 え られ な い。

オ フ ィス オー トメー シ ョンは,技 術 的 には 現在 の延長 線 上 にあ る と考 え

られ,必 要 な 基盤 をな す 技 術は ほぼ 出揃 いつ つ あ る と見 て 良い。 ただ ・ オ

フ ィス オー トメー シ ョン にお い て も,当 面現 実 的 に取 扱 可能 なデー タは 数

値 情報 であ る と考 え る。 現 在 コ ン ピ ュー タ が処 理 して い る数 値 デー タは,

企 業 内 にお い て対 象 とす べ き範 囲 の極 ぐ一部 を カバー してい る に過 ぎず,

これ まで 「オ ン ライ ンの 幻 想 」 の下 に カバー が 考 え られ て来 た もの が,よ

うや く 「分 散 化」 以 外 に対 処 の方 法 は ない とい うこ とが理 解 され 始 め た と

ころで あ る。 しか も この方 法 論 は ま こ とに幼稚 な範 囲 を 出ず ・ これ らの デ

ー タ が 「組 織 化」 され て,低 位 レベ ル にお いて さえ 「判 断 」 や 「計 画 」 に

有 効 に利 用 され る よ うにな るた め には まだ まだ 時 間 が かか ろ う。 ま してや
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文 書 情報 は ・ まだ この取 扱 い につ いて は 暗 中模 索 であ り,欧 米 にお け る よ

うにタ イ プ ラ イ ター を基 盤 に した文 書 が ビジ ネス の 中心 を な して い る形 態

な らば と もか く,我 国 に お いて は ワー ドプ ロセ サー が どの程 度機 能 す るか

疑 問 が多 い。 図 形 情報 に お いて は,そ の 蓄積 ・検 索 のた め の技 術 の進 歩 が

望 まれ,こ れ を すべ て デ ィジタル 化 す る こ とは 実用 化 まで には か な りの 時

間 を要 す る と見 られ,い ず れ に して も光 学 的 処理 の バ ック ア ップが必 要 と

な ろ う。

コ ン ピ ュー タ利 用 の基 盤 とな る ソフ トウ ェアにつ いて触 れ れ ば ,一 般 の

議論 で不満 を感 じる こ とが 多 いの は,発 想 が技 術 計 算 的基 盤 か ら ス ター ト

した もの が多 ぐ,デ ー タ マ ネ ジメ ン トの取 扱 い に関 す る見方 が甘 い こ と で

あ る。 しか も現 実 の世界 で は,ビ ジ ネ スユー ス の形 でデー タマ ネ ジメ ン ト

を 中心 に運 用 され てい るケー スが圧倒 的 に多 い の で あ り,こ の点 を ゆ るが

せ に した論 理 の展 開 は納 得 し難 い。

例 と して プ ログ ラ ム開発 につ い て言 え ば,現 実 に難 しい 処理 を要 求 され

るの は フ ァイル の構 築 とそ の維 持 ・メ ンテ ナ ンス であ り,計 算 ロジ ックな

どは通 常大 きな 問題 に`ならな い。 従 って期 待 は ど うであ ろ うと,ユ ー ザ側

にデー タマ ネ ジメ ン トを含 んだ プ ログ ラム の開 発 を 望む こ とは 困 難 が 多い。

技 術計 算 では,計 算 ロジ ックの複 雑 さは プ ログ ラ ム上の 問題 よ りも,そ の

基盤 をな す 技術 の裏 付 け の問題 であ り,プ ログ ラム さえ組 めれ ば通 常 デー

タは パ ラメー タ程 度 の 投 入 で済iLS。 このた め ユー ザ 側 にお い て もTSS等

の 手段 に よ りプ ログ ラ ムを作 成 す る こ とは広 が ろ うが,フ ァイル を伴 うビ

ジ ネ スユー ス にお い て は,か な り限 定 した範 囲 で しか期待 が 持 てず,デ ー

タベー ス の進 歩 も根 本 的 な解 決 にはな らな い と考 え る。

また 自然 語 に近 い形 や,エ ン ドユー ザ 向 け の言 語 の 開発 は行 わ れ よ うが,

これ らは 必 然 的 に大 容 量 の処 理 マ シンを必 要 とす るの であ り,バ ッチ,オ

ン ライ ンい ず れ の手 段 に よる にせ よ,そ う 「手 軽 に」 とい うわ け には行 く

まい。 従 って ソ フ トウ ェア開発 にお い て も,訓 練 された集 団 を,い か に組
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織 化 して 生か して行 くか とい う方 が,現 実 的 な解 決 策 だ と思 え る。

意 見4

1.分 散処 理

(1)オ フ ィス コ ン ピュー タ の普 及 と業 務 処理 の分 散 化 とは 無 関係 で あ る。

1985年 頃 には 多分 オフ ィス ・コンピュー タは 格 段 に普 及 し従 来 コ

ン ピ ュー タ とは 無 縁 であ った 小企 業,個 人 商 店 に もEDP化 の波 が 及

ぶ であ ろ う。 しか しな が ら既 に大 型 コ ン ピ ュー タ と 端 末 網 を 持 つ 企業

にお い ては,必 ず し もオ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ が 分散 化 を促 進す る方

向 で普 及す る とは 思わ れ な い。 以 下 にそ の根 拠 を簡 単 に述 べ る。

ω エ ン ドユー ザ か ら見 て重要 な こ とは,コ ン ピ ュー タ を持 つ こ とで

は な く,コ ン ピ ュー タ に容 易 に ア クセ ス で き る手段 を 持 つ ことで あ

る。 即 ち 手元 に コ ン ピ ュー タを持 って い るの と変 らぬ感 覚 で コン ピ

ュー タが 自由 に使 え る よ うな手 段 一 端 末(TSS端 末,RJE端 末)

一が あれ ば ,コ ン ピュー タ を手元 に持 つ か ど うかは それ 程 重要 な こ

とでは な い。 問題 は どち らが よ り容 易 に,便 利 に使 え るか とい う事

で あ り,こ の観 点 か ら見 れ ば,オ フィ ス ・コン ピ ュー タ を持 つ よ り

端末 か ら汎 用大 型 機 を利 用 す る方 式 の方 が利 点 が 多 い よ うに思 わ れ

る。 いわ ゆ る グ ロ シ ュの法 則 が 崩壊 し コ ン ピ ュー タ シス テ ム の コス

トパ フ ォー マ ンス の点 では 汎用 大 型 機 と比べ て オ フ ィス ・コ ン ピュ

ー タ も見劣 りしな くな る と思わ れ る が今 後 重要 に な るの は コス トパ

フ ォー マ ンス では な く,ピ ー プルパ フ ォー マ ンス(効 率,応 答 性,

使 い易 さ,保 守 の容 易 さ等)で あ る と考 え る。

回 本 社部 門,事 務 部 門 に お いて は オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ に適 す る

一48一



業務 は あ ま りな い。

い わ ゆ る基本 事務 と称 され る業務一販 売 物 流,勤 労 人 事,経 理 購

買 等 の業 務 は 分散 処 理 よ りも集 中処理 の方 が 明 らか に適 して い る。

オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ に適 す る 業 務 で あ る た め に は,情 報 が ロー

カ ライズ され てお りそ の 部 署 で閉 じてい るこ とが 必要 で あ るが,之

を充 たす 業 務 は極 め て 乏 しい と思 われ る。

(・→ オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュー タ 等 に よ る イ ン テ リジ ェ ン ス の 分 散 は ソ フ
'

ト開発 ・保 守 の 面 で の デ メ リッ トが大 であ る。

分散 シス テ ムの ソフ トの開発 ・保 守 をDP経 験 を持 た な いエ ン ド

ユー ザ が容 易 に行 え る よ うな画 期 的 な ソ フ トウ ェア ツー ル の 出現 は

当分 望 め そ うにな い。 とす る とDP部 門 ス タ ッフが 之 に 当 ら ざるを

得 な い がOS,言 語 が機 種 毎 に異 な る現 状 では 困難 が 多 い。 また 分

散 コ ン ピ ュー タ と 中央 コ ン ピ ュー タ との間 に情報 のつ な が りが あ る

こ とが多 い が そ の イ ンタ フ ェー ス の変 更 に多大 の労 力 ・時 間 を 必要

とす る こ と も問題 で あ る。

(2)デ ー タ・ フ ァイル は む しろ集 中化す るの が今 後 の方 向 で あ る。

ω 分 散 デー タ ベー ス を完 全 にサ ポー トす る シス テ ム の実 現 は 各 メー

カ と も1980年 代 後 半 にな るであ ろ うと言 っ てい る.

回 一方今後 の方向 として リアルタイム処理の適用範 囲が益 々拡大す

るこ と,シ ス テ ム間 の 有機 的 連絡,情 報 の相 互 利 用 が益 々進 む こ と

が 予 想 され る。

内 バ ッチ 環 境 では フ ァイ ル を分 散配 置 して相 互 に連係 を と る こ と も

困難 では な い が,リ アル タ イ ム環 境 では分 散 デー タ ベー ス のサ ポー

トが なが い限 り困難 で あ る。

(二)従 っ て 完 全 に 地 区 ロー カ ル な フ ァイ ル は 別 と し て 一 般 の デ ー タ,

フ ァイルは 中央 コ ン ピ ュー タ で集 中一 元管 理 す るの が ベ ター で あ る

と思 われ る。 この こ とは 分 散 デー タベー スが 実 用化 され た段 階 で も
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言 え る と思 う。 可能 であ る と言 うこ ととそ の方 が便 利 であ る と言 う

こ と とは 別 で あ る。

(3)汎 用 大 型 コ ン ピ ュー タ神 話 の 崩壊?

コ ン ピ ュー タ(CPU)の コス トパ フ ォー マ ンス に関 しては ス ケー

ル メ リ ッ トは な くな る と見 て 良い と思 うが,こ の こ とが 分 散 コン ピ ュ

ー タ統 合 の メ リ ッ トを 否定 す る こ とには な らな い と考 え る。CPUコ

ス トが 問題 な の では な ぐて トー タル コス トが 問題 な の であ り トー タ ル

コス トの面 では 統 合化 の メ リッ トは 今 後 と も続 くもの と思 われ る。

そ の理 由は 以 下 の通 り。

(イ)ソ フ トウ ェア ・コス トの 削減

メー カ ソフ トの有 償化 が 進 み そ の コス トウ ェイ トが 今後 増 大 す る

こ とを考 え る必 要 が あ る。

回 コ ン ピ ュー タ運用 人 員 の効率 化。

内 設 備装 備 率 強 化 に よ る運 用 自動 化 推 進

マ ス ス トレー ジ,超 高 速 プ リンタ等 は 統 合化 しな い と導 入 し に く

㌧ 、n

(二)フ ァイ ル一 元 管 理 強化,フ ァイ ル利 用 の容易 化 。

困 シス テ ム二 重 開発 防止 。

内 リアル タ イ ム化 の 進展,端 末 普 及 に よる大 量 バ ッチ レポー トの 削

減 が今 後 可能 とな り集 中化 に よ る通 信 コス ト ・回 線 コス トの増 大 は

懸念 の要 な し。

意 見5

分散処理は従来 の本社 ・事業部 ・工場な ど機能別 に分散 した独立型処理
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の 連動,す な わ ち,機 能 間横 断 シス テ ム と して の水 平 型分 散 処理 が先 づ 実'

現 さ れ,1985年 頃 に は 一般 化 され るのは確 実 であ る.し か し,真 の分 散

処 理 と もい うべ きオ フ ィス オー トメー シ ョンとデー タプ ロセ シ ングの結 合

であ る階層 型 乃 至 放射 型 の実 現 には,解 決 され ね ば な らな い点 が 多 い。

1.オ フ ィスオL-…トメー シ ョンの実現 は ど うな るか。

オ フ ィスオー トメー シ ョン とは,デ ー タ発 生 部 門 または 利 用 部 門 の デ

ー タ プ ロセ シン グだ け で な く,一 般 の ビジネ ス 文 書作成 業 務 や文 書管 理

業務 を も含 め た オー トメー シ ョン化 され た もの で あ り,仕 掛 中で個 人 段

階 の もの とオー ソ ライズ され た もの が区 分 され る こ とが重 要 であ る.

オ フ ィス オー トメー シ ョン機 器 と しては,複 写 機,フ ァク シ ミ リ,日 本

語 ワー ドプ ロセ ッサ,漢 字 プ リンタ,グ ラフ ィ ックター ミナル,手 書 き

OCR,テ レ ビ電 話,音 声 入 出力 装 置等 々 の個 別 機 能製 品 が 一般 化 され

た もの,乃 至 製品化 され た もの の改 良の余 地 が 大 きい もの と数 多 く挙 げ

る こ とが 出来 るが,オ フ ィス に おけ る業務 形 態 ま で変 え て し ま う程 の も

のは まだ まだ であ り,1985年 頃 を想 定 した場 合,日 本 語 ワー ドプ ロ

セ ッサ を核 とし て,日 本 語入 出力 装 置,辞 書,電 子 フ ァイ ル,テ レビ電

話,フ ァク シ ミ リな どが一 体 化 され た総 合 的 な ビジネ ス ・ス テー シ ョン

として の 事務 机 に近 い もの の 製品 化 が 期待 出来 る。 しか し,欧 米諸 国 と

ちが い,日 本 語 とい う文 字 種 の 非常 に多 い言 語 を使 い,か つ タ イ プ ライ

ター を使 う習慣 の な い我 々 に とって 一 番 の問 題 は 日本語 入 力 を 如何 に解

決 す るか に係 って い る。 実現 を期 待 した い もの と して音 声 入 力 と手 書 き

OCRが あ るが,い ずれ もパターン認 識 とい うむ ず か しい分野 の製 品 で あ り,

部 分 的限 定 され た分 野 での 実用 化 は可 能 であ るが,基 本的 には人 間 の個 性

を均一化す る方向で しか実 現 は 無理 と考え られる。従 って我 々 も欧 米諸 国 同

にタイプライターを使 う方向で解 決 を見出す しかな く,文 字種 の多 い 日本 語入

力タイプライター として 国産 メーカーが研究 し亘実用化間近いカナ文字 タイ プ

に よる日本語変換 入力が最 も有望であ る。 これらが一般化するためには,ビ ジ ネ
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ス ●ス テー ショ ンの プ ロ トコルや コー ドの統 一(ISO,JIS化)が

不 可欠 であ る。

2・ デー タの 分 散化 が どこ ま で実現 され るか。

分散 処 理 の決め手はデータの分散化が どこまで実現 出来 るかであ る。1985

年頃 という時期 ではデータを分散 し,ユ ーザの満 足す るレスポ ンスを確 保 す る

こ とは困難 である。そ こには通 信 回線 とソフ トウェアの2つ の難 関が横たわっ ,

ている。通信 回線は伝送速度 とコス トにおいて,ソ フ トウェアは 分 散 データベ

ースにお いて問題がある
。 従 って,デ ー タの集 中化 が 解 消 され ず,大 型 の

ホ ス トコン ピュー タ に依 存 した分 散 処 理 とな ろ う。

3・ エ ン ドユー ザ 向 け言 語 が 実現 す るか。

特 定 分 野 に限 定 され た もの として,自 然 言 語 に よる非 手続 き言 語 が 出

現 す るが,一 般化 す る には解 決 す べ き問題 が 残 るで あ ろ う。

4・ オ フ ィス に設 置 出来 る ミニ コン ピュー タ,タ ー ミナル の 出現

オ フ ィス で机 に並 べ て 設 置 出来 るデ ザ イ ン,稼 動 条 件(温 度 ・湿 度)

騒 音 の 出 な い,発 熱 量 の 少 な い もの が 出現 す る。

5.意 識変 革 が どこ まで進 む か。

オ フ ィス オー トメー シ ョン,分 散 処理 が 一般 化 す る には 意 識変 革 が 必

要 であ る。

O秘 書 の採 用(欧 米諸 国並 み)

O紙 情 報 か らの 卒業

商 法,税 法等 の外 部 監査 にお い て もコ ン ピュー タ 情報 を認 知

O情 報 洪 水 の 中止

自動 的 な ア ウ トプ ッ トの 中止,情 報 の必 要 とす る人 が必 要 な 情報 の

み を取 出 す。

O機 密保 護,内 部 け ん制

機 械 で 出来 る こ とは や って よ い とい う考 え を 排 除 し,マ シシチ ェ ッ

ク と規 則 類 の組 合 せ に よる監 査 体 制 の重 要 性 を認 識。

一52一



6.情 報 処 理部 門 の対 応

処 理 基準 や ア ウ トプ ッ トに 重点 を置 いた プ ログ ラム技 術 者集 団 か ら企

業 にお け る デー タ,情 報 を 中心 に シス テ ムを考 え る情報 管 理 者 とエ ン ド

ユー ザが そ の デー タ・ 情報 を 使 い こな す ため の援 助 ソフ トを開発 す る技

術 者 の2つ の グルー プ に分化 し,メ ー カや ソフ トウ エアハ ウス の 市販 ゾ

フ トの充 実 に よ り後 者 の比 重 は段 々 と減 少す る こ と にな り,情 報 処理 部

門 の要 員 を どの よ うに再教 育 し配 転 して い くか を 情報 処 理 の大 きな変 化

に合 せ て考え て いか ね ば な らな い。

7.政 府並 び に業 界 の統 計 デー タ の市販 デー タベ ー ス と して の公 開 と コン

ピュー タ を使 づた犯 罪 防 止 のた め の法律 整備 が 望 まれ る
。

意 見6

1980年 代 中期 に於 る企業 の情報 化 の程度 は ,こ こに 示 され た こ とに

特 に異 見は な い。

逆 に いえ ば,大 よそ,そ うな るで あ ろ うと期 待 して もよ い と思 う
。 そ こ

で小 論 は テー マを 「オフ ィ ス の情 報 処理 は ど うな るか ,そ れ を成 立 させ る

為 の 条件 」 に焦 っ て み た い。

技 術 的 な 面 では,分 散 処理 を 可能 にす るイ ンテ リジ ェ ン トタ ー ミナル の

進 歩・ 一般 オ フィ ス用 機 器 の よ り複 合 的 な結 合 が あ る程度 な り,現 場 が使

え る進 歩 した言 語 も用 意 され る こ と にな ろ う。

しか し,コ ン ピ ュー タが 中心 とな っ た情報 処 理 の城 か ら 出 て
,現 場(オ

フ ィス)に 降 りてい くには条 件 が あ る。 い み じ くも見解 で指 摘 され てい る

とお り将来 は 「技術 革 新 と意 識 改革 」 が必 要 で,
、特 に後 者 が大 事 で あ る と

い うこ とであ る。
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オ フ ィス の風景 を み れ ば一 番 わ か りや す い が,オ フ ィス機 器 の装 備 率 は,

アメ リカ にせ ま りつ つ あ り特 に劣 るわ け では な い。 しか し,従 来 か ら の神

話 時代 には,た しか に コ ン ピュー タ ル ー ムは 快適 な 環 境 に 整備 され て きた

が,オ フ ィスは ・ 情 報 処 理 の場 として み る と劣 悪 な環 境 で あ る。 オ フ ィ ス

環 境 が 快適 でな い のは,意 識下 に事 務,難 しい言 語 でい え ば,情 報 処理 は

ど うで もよい もの とい う考 え が,依 然 存在 す る とい うこ と に他 な らぬ。

5年 先 を考 え て も,こ れ らの考 え方 が払 拭 され る こ とは 想像 しに くい。

例 え ば,情 報 処 理 が これ ほ ど高 ま って普 及 して も,情 報 の使用 価 値 は 認 め

て も,交 換 価 値 を認 め な い風 潮,情 報 の保 管 に対 す る意識 も低 い し,女 子

社 員の うまい使 い 方 も確 立 され てい な い。 この あ た りは,一 寸 強調 の しす

ぎ とい う感 を与 え る か も知 れ な いが,技 術 的 に か たづ け られ な いだ け に,

軽 く考 え るわ け には いか ない だ ろ う。 しか し少 な くと も70年 代後 半,各

社着 々 と成 果 を あ げ て,な るほ ど と思 わ せ る効 用 を示 しつ つ あ るの で多 少

は 障害 は へ りつ つ あ る。

さて,過 去 の歴史 を ふ りかえ って み る と,情 報 処理 の核 とな った のは,

コン ピュ・一夕 で あ り,技 術 的 にはDASDと,CRTで あ った と私 は考 え

る。 この二 つ の要 因 が,適 用 業 務 の拡 大 を もた ら し,末 端 利 用 者 に可能 性

を与 え た。 次 は 何 か とい え ば,日 本 語 の ワー ドプ ロセ ッサ では な い だ ろ う

か。 これ が鍵 とな って,分 散処 理 もオ フ ィス オ ー トメ ー シ ョン も可能 性 が

生 じる こ とにな る。 も う一 つ の鍵 は 標 準化 であ る。(標 準化 の遅 れ にい か

に泣 か され て きた こ とか/)

次 の進 歩 の 鍵 と考 え る この二 つ がは た し て1985年 に どの程 度 す す む

か とい えば,端 初 につ く程 度 であ る まい か。

と ころ で,情 報 処 理 部 門(以 下DP部 門 と略 す)は どの よ うな 影 響 を受

け るだ ろ うか。

DP部 門 が,今 後 業 務 の.=ユ ー フ ロンテ ィア を探 す とす れば ・ ワー ドプ

ロセ ス を含 む現 場 の一 般 事 務 であ ろ う。 そ の た め に は 前述 の大 きな 障 害 を

一一54一



乗 り越 え ね ば な らな い。

荒 っぽ くい えば,従 来 の情報 処理 は,オ ンライ ン化 の有 無 を問 わ ず,デ

一 夕ギ ャザ リング に焦点 を あ てて い た
。 そ の結果,現 場 に真 の効 用 一 つ

ま りデ ー タ の うまい 使用 一 を もた ら して い ない。 現 場 の人 々の た め とい

うよ りも,管 理 の,あ るいは管 理 者 の た め の情報 処 理 にな っ てい た。 した

が っ て,こ れ か ら新 しい 機器 とノ ゥハ ゥ を使 って 業務 を拡 大 す るた め に,

この批 判 に立 ち 向 か わね ば な らな い。

「ア ウ トプ ッ トか ら イ ンプ ッ トを規 定 す る」 立場 か ら,「 現場 の 事 象 の

適確 な収集」 に視点 を移す ことが必要 で,言 い方 を換えれば情報 処理機能

か ら情 報 管 理機 能 へ の転 換 をせ まられ る。 これ に よっては じめ て,デ ー タ

ベ ー スの 活用 が生 き て くる と思 われ る。

市 場 か ら様 々 な デ ー タベ ー スが 出現 す る と思わ れ るが,そ して各 企 業 に

普 及 す る と思 われ るが,だ か ら とい って,「 トップ と第一 線 を直 結 させ る

結 果,中 間 管 理 層 や本 社 ス タ ッフの役 割 が 低下 す る」 と考 え るの は皮 相 的

な 見方 で あ る。 む しろ,そ の分 野 に時 間 を さか な くとも済 む 形 で,運 営 が

出来 る とみ るべ きだ。

一 方 ,DP部 門 は,業 務 の拡 大,そ れ も現 場 へ の新 しい 効 用 の 付 与 とい

う仕 事 か ら,一 段 と能 率 の よい展 開 をせ ま られ る。

初 期 の コ ン ピュー タ時代 と比較 す れ ば,プ ログ ラムの有効 稼動 率 は極 端

に 低下 し,プ ログ ラムの半 数 は例外 的処 理 用,単 発 利用 に しか 使 わ れ な い

状 況 を 呈 し,ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェ ア に し て も,オ ー バ ー へ ー ド比 率

が高 ま って い る。 これ らの条 件 下 で,悩 み な が ら,確 た る保 証 もな い ま ま

(?),効 率 化 の ため に,汎 用 大 型 コ ン ピュー タ の神話 時代を転 換 して い き,

よ り進 歩 し た言 語 の利 用 が高 ま るで あ ろ う。 ただ,業 務別 専 用 ソ フ トの普

及は,小 規 模 利 用 企業 向 け に しか あ らわ れ な いだ ろ うと思 われ る。 以 上 簡

単 な が ら将 来 の 予 想 を し てみ た が,今 や 転 換 期 にあ るこ とには 間違 い な く

そ の ため にDP部 門は 新 しい着 眼点 と理念 を持 たね ばな らな い し,政 府 は
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法 的 に よ り自由 を与 え ねば い け ない と思 う。

意 見7

企 業 の情報 処 理利 用 の 将来 につ い て筆 者 の所 属 す る航 空 会 社 の シス テ ム

化 を例 に と り提示 された 見解 に対 す る感 想 を述 べ る。

航 空会 社 にお け る コン ピュー タ利 用 の 中心 は,座 席 予 約 シス テ ムで あ り

更 に フラ イ ト ・イ ンフ ォー メ ー シ ョン,フ ライ ト ・プ ラ ン,資 材管 理 シス

テ ム等 があ る。 これ らの シス テ ムは 典 型 的 な集 中処理 シス テ ム であ る。

分散 処理 方 式 と しては,空 港 で の旅 客 チ ェ ック'イ ン ・シス テ ムを開発

中 で あ る。 これは,ロ ー カル 処 理 が 可能 で,且 つ徹 底 的 にオ ペ レー シ ョナ

ル な業 務 であ る為,分 散処 理 方 式 を 採用 した ケー ス で あ る。

航 空 会 社 にお い ては,一 般 的 に ロー カル の業 務 であ って も,中 央 のデ ー

タ ・ベ ー ス と連携 す るケ ー スが 多 ぐ,80年 代 に入 っ て も大 型 コ ン ピ ュー

タ を メイ ン とす る情報 シス テ ム と,一 部 分 の 分 散処 理 シス テ ム が,併 存 す

る形態 で 推移 す る もの と思 わ れ る。

80年 代 に入 る と,中 央 の デ ー タ ・ベ ース にア クセ ス す る ス タ ッフ関係

の イ ンタ ラク テ ィブ ・モ ー ドの シス テ ムが増 大 し,こ の為 に エ ン ド ・ユ ー

ザ ー向 け非 手 続 き言 語が 重 要 とな る。

一方 ,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンは,エ ン ド ・ユ ー ザ ー のみ な らず,

EDP部 門 で も利 用 可能 な程 に,大 幅 な機 能 ア ップが,期 待 され る。

EDP部 門 の業務 遂 行 プ ロセ ス で利 用 で き る道 具 ・機 器 は極 め て少ない。

これ が'ソフ トウ ェアの生 産 を,手 作 業 一 一個 人 の技 能 レベ ル に頼 ら ざる を

得 な い状 態 に して い る原 因 で あ る。

コ ン ピ ュータ ・ユ ーザ ー と して,メ ーカ ー に期 待 す る ものは,
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(1)ソ フ トウ ェ ア に対 す る 計 測 機 器,評 価 の ツ ー ル:ソ フ トウ ェ ア の 動

き を 目 に 見 え る よ う にす る こ と。

(2)ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 機 械 化

で あ る。

(2)の 件 に つ い て は,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン も絡 め て,漢 字 情 報 処

理,日 本 語 用 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ー に 期 待 し て い る。

コ ン ピ ュ ー タ'ネ ッ ト ・ワ ー ク と電 話,FAX等 を 統 合 化 し た 総 合 情 報

ネ ッ ト ・ワ ー ク は,既 に稼 動 し て お り,こ の ネ ッ ト ・ワーク に,音 響 結 合 器

を 利 用 し て,あ ら ゆ る 事 務 部 門 に,コ ン ピ ュー タ ・パ ワー を 浸 透 さ せ る こ

とが,次 の 課 題 とな っ て い る。

意 見8

〈 分 散 処理 〉

近 年 特 に(1)比 較 的 低廉 な オ フコ ンや ミニ コンの 出現並 び に急 速 な 普 及

傾 向(2)ユ ーザ 部 門 に於 け る早 期 シス テ ム開 発 の ニーズ,は オ ンラ イ ン'

オ フ ライ ンを 問 わず 毎年 着 実 に分 散処 理 の方 向 を歩 も う。 尚 オ ンラ イ ンの

総 合 情報 ネ ッ トワー ク につ い ては大 企業 を 中心 に進展 され よ う。

こ うした 分 散処 理 の傾 向 を更 に強 力 に促 進 す る要 件 の一 つに 通 信 の 問題

が あ げ られ る。

DDXも 近 々営 業 開始 の運 び とな り営 業 品 目も多 くな る が,利 用 者 か ら

制 度 面や 料 金 の問題 が社 会 問題 とし て顕在 化 し,第2次 回線 開放 並 び に料

金 改 訂は 避 け て通 れ な い。 此 の実現 は1982年 頃 と考 え られ ・ 利 用 形 態

の多様 化 を推 進 し,他 との相 乗効 果 を よび 強力 に分 散処理 を促 進 し よ う。

他 の促 進 要 件 とし ては エ ン ドユ ーザ 向 け の簡易 言 語 の 開発 や シス テ ム 開発
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効 率 化 手 段 の 開発 が あげ られ る。 従 来 の ユ ーザ 向 け の簡 易 言 語 よ り知 識 や

教 育 が少 な く使 い易 い シス テ ム の開 発 が行 われ よ う。 例 え ば フ ァイル ・フ

ォー マ ッ ト等 を図 形 表 示 させ,片 や 処 理 内容 は 記 号 でイ ンプ ッ トし,処 理

が 可能 とな り同 時 に ドキ ュメ ン トが 出来 上 る と云 った た ぐい であ る。 と う

した努 力 に も拘 らず1985年 段 階 で の ソフ トウ ェアの生 産 性 の 向上 は 現

状 と比 較 して せ いぜ い3～4割 増 し程 度 とな ろ う。 こ うした背景 か ら 自社

開発 に も限 界 が み られ,ソ フ トウ ェア の外注 化 が進 み,徐 々 に では あ るが

ソ フ ト有 償 の 考え が進 展 す る。

分 散化 と集 中化 は それ ぞれ適 合 した分 野 を機 能 分担 し よ うが,1985

年 段階 では トップ と第 一 線 を直 結 させ る程 の変 革 は 見 られ な い と思 う。 ス

タ ッグ レー シ ョン よ りの脱 出,国 際 収 支 の ア ンバ ラ ンス,エ ネル ギ ー危 機

と コス トナ ップ要 因,環 境 維 持 と公 害対 策,ユ ーザ の高 品 質 ・低価 格 要 求

競 争 の 激化 と企業 の内 外 を と りま く環 境 は 一段 と厳 し ぐ,コ ス ト低減 ・効

率 化 活動 や新 製 品 ・新 市 場 開発 活動 ニ ーズ は一 層高 ま り,中 間管 理 層 や本

社 スタ ッフに よ り役 割 りの変 化 が み られ た り,得 た情報 を い か に早 くア ク

シ ョン に結 び つ け るか と云 った 質 的変 革 が 進展 し よ う。

情報 処理 機 能 面 の役 割 りの 低下 は今 後 と も続 き,情 報管 理 面 で の ニー ズ

は 益 々増 大 す るが情 報 処 理 部 門 の 力量 差 が こ こ に現 われ,こ うした ニー ズ

に応 え られ る部 門 とそ うでな い 部 門 とは 企 業 内 の評 価 ・位 置 づ けが 可 成 り

異 な って こよ う。

〈 オ フ ィ ス'オ ー トメ ー シ ョン〉

複 写 機,フ ァ ク シ ミ リ,マ イ ク ロ フ ィル ム,TV電 話,パ ー ソ ナ ル'コ

ン ピ ュー タ 等 の 個 々 の 技 術 は 進 歩 し た し今 後 も発 展 を 遂 げ よ うが,「 オ ー

トメ ー シ ョン 」 の イ メ ー ジ と実 態 は 余 りに も離 れ て お り,ど う も ユ ー ザ ニ

ー ズ を 適 格 に 把 握 し て い な い ど考 え る
。

仮 り に現 状 レ ベ ル の 認 識 に 立 脚 し て 総 合 型 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ
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ンを考 え た 場合 に・ オ フ コ ンベ ー ス での ワー ド ・プ ロセ ッサ ー の考 え方 は

素 晴 し ぐ・ 今 後 の展 開 が期 待 され る。 しか しな が ら 日本 語 入 出 力装 置や パ

ター ン認 識)(手 書 きOCR,音 声,図 形処 理)に 於 いて特 に問題 が残 ろ う
。

日本 語 入 力装 置 につ い て キ ー の多 い ワ ンタ ッチ 方 式 は能 率 ・要 員確 保 の

面 か ら限界 があ る。 パ タ ー ン認 識vaつ い て一 部 活 字 漢字 入 力 のOCRが ,

1985年 迄 に可能 とな ろ うが,手 書 きvaな らな い と本 当 の 意味 での効 率

化 に は な らな い とこ ろ κ問題 が あ る。 む しろ音声 入 力 の方 が先 に実 現 可 能

とな ろ う。 現 在 単 音 節認 識 技 術 等 が 試作 され ,不 特 定話 者 に よ る特 定 単 語

も認 識 され だ した。 此 の 技 術 とカ ナ漢 字変 換 技 術 の 接合 に よ り漢 字処 理 の

実現 化 に光 を 与 え よ う。 これ とて1985年 では不 特 定話 者vaよ る連 音 単

語や 文 章 の認 識 は 無理 で あ り,本 格 的 な合理 化 に寄 与す る と云 うよ りは 試

作 開発 の ス テ ップの段 階 とな ろ う。

<ソ フ ト'ウ ェア>

OSの 大 部分 が フ ァー ム ウ ェア化 され よ う。 デ ー タ ・ベ ー スは(1)シ ス

テ ム開発 の効 率化(2)シ ス テ ムの 整合 性(3)デ ー タの安 全 性 等 か らオ フ

コ ンや ミニ コ ンに も可成 り普 及 す る こ とが予 想 され る
。 企 業 で は 業務 別 の

デ ー タ'ベ ー ス を多 く利 用 し・ 計 算 セ ンタ ー では技 術 情報 や経 済 情報 の世

界 的 な大 規 模 デー タ ベ ー スが 利 用 され る よ うにな る。 そ の際 現 在 の よ うな・

特 定通 信回 線 に よる指 定 端末 で は な ぐ.汎 用 端末 よ り各 種 セ ンタ ーの デ ー

タ'ベ ー スを公 衆 通 信 回 線 に よ りア クセ ス で き る よ うにな る
。

ソ フ トの 開発 に関 し簡易 言 語・例 え ば フ ァイル ・フ ォー マ ッ トは漢 字 入

りで図 形表 示 され,片 や 処 理 内容 は他 のCRTで ガ イ ドされ な が ら ラ イ ト

'ペ ンで入 力 す れば 処 理手 順が 式
,図 式 や 簡単 な 文 章 で表現 され,実 行 さ

れ る と と もに・ 必 要 に応 じて ドキ ュメ ン トが作 成 さ れ る シス テ ム とか専 用

的 業 務 ア プ リケ ー シ ョンパ ッケ ー ジが 可成 り普及 し始 め よ う
。
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意 見9

1,分 散 処理

。現 在"分 散処 理"の 意味 の定 説 がな い の で難 しいが,種 々の形 態 で急

速 に進展 す る傾 向 にあ る と思 う。

。先 ず 独 立 型 シス テ ム に よる分 散 は オ フ ィス コ ン ピュータ の発 展 と共 に

大 巾 に進 む。

O大 規 模 シス テ ム では機 能 分 散 と業 務 処理 分散 の 両方 で 進 め られ てゆ こ

うが,そ れ には 通 信 回線 使用 の大 巾な 開放 と料 金 改 訂が大 前提 とな り

そ れ に よ って進 展 速度 と拡大 規 模 が 大 きな影 響 を受 け る と思 われ る。

O機 能 分 散 は そ の必 然 性 か ら容易 に進 む だ ろ う。 特 に通 信 回 線網 コ ン ト

ロール機 能(各 種 フ ロン ト ・エ ン ド ・コン ピュー タ)及 び ク リー ンデ

ー タ作 成 の た め の機 能 分 散は 早 い。

。業 務 処 理 分 散 に つ い ては地 域 毎 に社 会 制度 の異 る欧 米 とは 事 情 を異 に

して進 展 す る。 即 ち,集 中処 理方 式 は今 後 と も主流 をな し,加 え て 分

散処 理 が進 展 して ゆ く。 汎用 大 型 コ ン ピュー タの効 用 は 失 われ ない。

O所 謂,集 中か 分 散 か では な く.技 術革 新 が新 な 分 散処 理適 用 業 務 分 野

を創 造 して ゆ くもの と考 え られ る。

o特 に企 業 に於 け る末 端 の オペ レー シ ョナル業 務 は 分 散処 理技 術 の発 展

と共 に 様変 りす る であ ろ う。

。そ して 処理 の分 散 とデ ー タベ ー ス の集 中化 の方 向 に進 む と思 わ れ る。

それ には 当 然 デ ー タベ ー ス,プ ロ グ ラ ミン グの技 術 向 上,コ ミュ ニケ

ー シ ョン アー キ テ クチ ャの 開発 が 不 可欠 の要 素 とな る。

o分 散 化 傾 向 に伴 い シス テム の集 中管 理 が 重要 とな る。 総合 シス テ ムの

中の分 散 シス テ ムの位 置づ け,各 個別 シス テ ムの 縦 と横 の有 機 的結 合

の推進 が最 も重要で難 し く情報処理部門の中心的役割 となろ う。
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oし か しな が ら分 散化 の進 展 には 多数 の ソフ トウ ェア技 術 者 の養 成 の 制

度化 が社 会的 急 務 にな る。

2オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン

oオ フ ィス オ ー トメ ー シ ョンは 今 迄 よ りは デ ー タブ・セシ ングシステム と

の関 連 を 意識 しな が ら進む よ うに思 わ れ る
。

oし か しな が ら大 筋 は 技術 革 新 の進 展 に伴 い 個別 の事務 合 理化 対 策 と し

て進 め られ て ゆ くで あ ろ う。

O特 に デ ー タ プ ロセ シ ング との 関連 の有 無 には拘 らず ,省 力化,省 資 源

対 策 を 中心 に種 々 の形態 で進 む であ ろ う。

O現 在 の文 字 情報 に加 え て画 像 及 び音 声 情 報 が 各 々結 合 し,情 報 の入 力

伝送,蓄 積 等 の技 術 開発 と相侯 っ て複 合 型=オ フ ィス オ ー トメー シ ョン

は 可 成 り進 展 す る。

。殆 ん どの情報 処理 は デ ータ プ ロセ シン グ との結 合 を意 識 し,デ ジ タル

化 され 総 合化 へ 急 速 に進 ん で い こ う。

。 しか し,そ の背 景 と して各 種標 準 化 の推 進 及 び 社会 制度 の改 革 が伴 う

必 要 が あ り・ それ に よ り進 展 の度 合 が 大 き く変 る。

3.ソ フ トウ ェア

oソ フ トウ エアの価 値 認 識 が 高 ま り,ソ フ トウ ェア産業 が成 長 す る。

oOSは 部 分 的 に フ ァー ム ウ ェア化 が 可成 り進 む
。 又,大 型OSは 機 能

別vaモ ジ ュール 化 し機 能 撰 択 可能 なOSと す べ きであ る。

o会 話 型 シス テ ム利 用拡 大 と共 に高 級 言 語 が 著 し く発達 してEDP部 門

以外 の人 が 簡 単 に プ ログ ラ ムを作 成 で き コ ン ピュータ を使用 で きる よ

うにな るだ ろ う。

Or方 運 用 コス ト重視 か ら専 門家用 ソ フ ト ・ウ ェアは発 展 す るだ ろ う
。

oし か し・ 標 準 化 を強力 に進 め メ ー カ ー間 の互 換 性 を完 全 に持 たせ る に

は 可成 りの時 間 を要 す る の では な いか。

oデ ー タ'ベ ース は急 速 に発 展 す るが ,管 理 運 用 技 術面 か らみ て 目的 別

一61一



小規 模 デ ー タベ ー スが 先 に普 及 して ゆ くだ ろ う。

。各 種 業務 パ ッケ ー ジ,汎 用 ユ ーテ ィ リテ ィは 開発 が進 み有 効 な もの が

出て くるだ ろ う。

意 見10

1980年 代 中期 企業 の 情報 化vaつ い て

'
1.分 散 処理 につ い て

(1)分 散化 傾 向は 進 む が,現 在 以 上 の集 中処 理体 制 を前提 とす る もので あ

り,集 中体 制,分 散体 制 の機 能 分 担 が 顕著 にな るだ け と思 わ れ る。

現在,業 務 処理 の分 散化 傾 向は 顕 著 であ り,そ れ をバ ック ア ップす

るオ フ ィス コ ン ピュータ の レベ ル ア ップが進 んで い る。 しか し この分

散処 理 体 制は,汎 用 大 型 コ ン ピ ュー タ に よる集 中処理 体 制 が 前提 であ

り,決 して集 中処 理体 制 を 崩壊 させ る もの ではな い。 集 中処理 に よ り

画 一 的 かつ大 量 の業務 処理 が 可能 にな って初 め て個 別的 か つ 多様 性 の

あ る業務 処 理 が ク ローズ ア ップ され,こ の ニーズ が,分 散処 理 傾 向 を

お し進 め て い くの で あ る。 した が っ て,コ ン ピ ュー タ ー ネ ッ トワー ク

と電 話,FAXな どを結 合 した 情報 ネ ッ トワー クが 企 業 の神 経 系 には

な りえ て も,オ ペ レー シ ョナル 業 務 の徹 底 した分 散化 には な ら な い し

汎用 大 型 コン ピ ュータ の 重要 度 が 低下 す る こ と もな い と思 わ れ る。

情報 処 理 機能 面 の役 割 は 低 下 し,情 報管 理 機 能 面 の役 割 が増 大 す る傾

向 は顕 著 であ り,両 機 能 の 分 化 が進 む こ と も当然 と思 うが,分 散処理

化 の為 で はな く,上 記 の電 算 処 理 の 深化 の帰 結 と思 う。

(2)集中化,分 散化 の 別 な く電 算 処 理 の浸透 は,効 率 経 営 を進 め,中 間管

理層 の数 を減 少 させ る。 た だ,よ り密 度 の 高 い管 理 や プ レイ ングマ ネ
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一 ジ ャー 的要 素 が導 入 され
,中 間管 理 層 全 体 と しては 組 織 上 ます ます

重要 な位 置 づ け にな る と思 う。

(3)本社 ス タ ッフ の機 能 の大 小は,経 営 者が判 断 すべ き情 報 の量 の大 小 に

よ るの で;集 中化,分 散化 の別 には 関係 な い。 しい てい え ば,分 散化

に よ り個 別 的 か つ 多様 性 のあ る問題 が経 営 の 問題 として,対 処 を迫 ら

れ る よ うにな るの で,本 社 ス タ ッフ機 能 はむ し ろ拡大 の方 向 とな ろ う。

2.ソ フ トウ エア につ い て

(1)OSに つ い て

OSの フ ァー ム ウ ェア化 は 思想 的 には 当然 の こ とであ り,今 後 は コ

ス ト ・技 術 等 の物 理 的 問題 が あ る のみ であ る。1985年 を また ず に

実現 可能 と思 う。

(2)プ ログ ラム言 語 につ い て

専 門家 向 け 言 語 と一 般 人 向 け言 語 の二極 分 化 は現在 以 上 には進 む と

思 う。 しか し事務 計 算 部 門 に お い ては,プ ログ ラマは,特 殊人 材 で あ

り,一 般 人 向 け言 語 とい え ど も一般 ス タ ソフが利用 で き る ま で には い

か な い で あ ろ う。 プ ログ ラマか らエ ン ドユ ー ザ ーへ の ロー テ ー シ ョン

は あ るが,プ ログ ラマ ー がエ ン ドユ ーザ ー(本 部 ス タ ッフ)に な る事

は な い と思わ れ る。

(3)デ ー タ ・ベ ー ス につ い て

デ ー タベ ース の リレー シ ョナ ル モ デル化 も思想 的 に 当然 の方 向 であ

る。 デー タベ ー ス の 多次 元 的使 用 目的 か らみ れ ば,リ レー シ ョナ ル モ

デル 化 を い か に効 率 的 に で き るか否 か の技 術 的 問題 が残 され て い る に

す ぎな い。1985年 を待 たず に実 現 可能 と思 う。

(4)ア プ リケ ー シ ョンウ ェア につ い て

業務 別 専 用 ソ フ トウ ェ アは,汎 用 化 の方 向 で進 む で あ ろ う。 プ ログ

ラマ の大 半 の労 力 が,業 務 別 専 用 ソ フ トウ ェ アの メ ンテ ナ ンス に費 や

され て い る。 これ を効 率 化 す るの は ソフ トウ エアの 汎用化 であ る。
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1980年 以降,流 通 で き る レベ ル で の汎用 化 が 行 われ る こ とに よ り

ア プ リケ ー シ ョン ウ ェアの レベル が 向上 す る もの と思 う。1985年

には,パ ソケー ジの商 品化,流 通化 が かな り進 む と思 う。

(5)自然 言 語 の開発 に つい て

自然 言 語 の開発 に も注 力 され てい くで あ ろ うが,'や は りプ ライ オ リ

テ ィは 低い であ ろ う。 理 由 は 上記2.(2)で 述 べ た如 くプ ログラ マは,エ

ン ドユ ニザ ー には な りえず ・ 自然言 語 とい って も・ 中途半 端 な もの に

な らざ るをえ な い か らで あ る。 少 くとも1985年 まで には,使 用 に

耐 え る 自然言 語 は 開発 不 可能 と思 う。

意 見11

1.分 散 処理

企業 が 分 散処 理 に期待 す るこ とは

(1)分散す る こ とuaよ りロー カル 事業 所 の関 心 を企 業 全体 の繁 栄 に集 中 さ

せ る。

(2)経営 ・管理 の手 法 を 勘 か ら科 学 的 手法 に ア プ ローチ させ る。

(3)管理 者 各 階層 の職 務 分掌 ・責任権 限 を 明確化 し,監 査 す る。

(4)企業 内外 部 の情報 を 迅 速正 確 に 伝達 す る こ とに よ り,視 野 の拡 大 を図

る。

以 上 の よ うな ニーズ が次 第 に重要 視 され,ロ ー カル 情 報 は速 に 中央 へ

中央 の情 報 は 同 じ くロー カル へ交 錯 す る こ とが要 求 され る。

幸 いな こ とにハ ー ドウ ェアの機 能 の進 歩価 格 低減等,或 は 回線 ネ ッ ト

ワー ク性能 向上 に依 り,ソ フ トウ ェ アを開発 す れ ば相 当 な レベ ル の こと

が 可能 とな り,費 用 が 少 々増 大 して もそ の価 値 を必要 とす る よ うにな っ

一64一



た。

この よ うな背 景 か ら,種 々な 型 の分 散処理 が生 れ て くる。 必 ず し も大

型 コン ピ ュー タが 必 要 で あ る とは限 らない。 情 報 の内容 は 多 彩化 し,フ

ァク シ ミ リ,COM,等 テキ ス トや イ メ ー ジの伝 送 蓄積 出力,電 話 との

回線 共用,専 門 デ ー タ ベー ス へ の アクセ ス等 々の 業務 とな って 開眼 して

ゆ くであ ろ う。

外 部情 報 に よ る長 中期計 画,短 期計 画,ル ーテ ィン化 した計 画 等 の プ

ラ ンニ ングの ス タ ッフ部 門,決 定 部 門は本 社,支 店,工 場 の どこ に設 置

して も,人 材集 中 の問題 丈 で コン ピュー タの 設 置 場 所 に 関 係 が な い。

又計 画 の基礎 とな るデ ー タは 夫 々 の ロー カル で蒐 集 され る。 この よ うに

機 能 的 に分 散或 は 集 中す るか は 費用 と効 果 を睨 み合 わせ て各 種 の 型が 生

れ る。 管 理 階 層 も亦 大 変 革 を生 じ,ゼ ネ ラル ス タ ッフの重 要 性 が増 し て

こ う。

情報 処 理 部 門は コン ピュー タ運 営 ス ペ シャ リス トとプ ラ ン ナー とに分

科 す るだ ろ う。

マ ネ ー ジメ ン トコン ピュー タは 制御 用 と同 様,メ ンテナ ンス と開発 の

グル ー プが 運営 ス ペ シャ リス トと して機 能 を発 揮 し,オ ペ レー タは教 育

以外 には 間 もな く不要 とな っ て しま うであ ろ う。

2.オ フ ィス ●オー トメ ー シ ョン

この言 葉 が 生 れ た米 国 に於 い て も,実 際 には そ の一部 し か実 現 して い

な い し,日 本 に於 い て も同 じ であ るが,米 国 は少 くと もそ の将 来 の姿 に

つ いて そ の方 向 につ い てお お よそ のイ メ ー ジが あ る。 日本 では その点 で
.

方 向 付 けが 混 屯 と してい る点 を反 省 す る必要 が あ る。 企 業 の内 部 で オ フ

ィス ・オー トメ ー シ ョン とい うのは どの よ うに して アプ ローチ して ゆ く

か を考 え よ う。

オ フ ィス に於 け る仕 事 の最 大 の特 徴は,デ ー タ ブ ・セ シ ソグ以 外 に,

外 部 か ら と内部 か らの各 種 の情報 が集 ま り,之 等 の収 集(入 力),蓄 積
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変 形,取 出(出 力),伝 送,等 の 処理 を経 て如 何 に各 末 端 に とっ て生 き

た情報 として ゆ くか とい う所 に オ フ ィス オ ー トメー シ ョンの狙 いが あ る。

従 来 の メモ,書 類,キ ャ ビネ ッ トフ ァイル,図 面,等 の形 態 を迅 速確 実

に人手 をか け ず に処 理 す るた め に各 種 の 事務 機械 が生 れ使 わ れ て来 た が

夫 等 を統 合 した 哲 学が な い。 之 等 を オー トメ ー シ ョン とい うこ とで シス

テ ム化 をす る こ とが狙 い であ る。DDXの 実施 は恐 ら くそ の アプ ロー チ

速度 を急 上 昇 させ るで あ ろ う。 従 って1985年 にか け て従 来 の型 の 事

務 機械 は 急速 に機 能 別 プ ロセ ッサ と共 に伝送 ライ ン に接続 す る形 が増加

す るだ ろ う。 同 時 に音 声 入 力,図 形入 力等 の新 しい入 力 装 置 も実用機 が

誕 生 して くるだ ろ うが 先 ず フ ァク シ ミ リが先 頭 を 切 るだ ろ う。 図形 入 力

機 は一 面 手 書 きOER,フ ァク シ ミ リ等 と ど う融合 して ゆ くか,ビ デ オ

デ ィス クが プ ロセ ッサ と ど う結 合 して ゆ くか,漢 字 プ ロセ ッサ及 び デー

タ処理 プ ロセ ッサ と共 に上 記機 能別 プ ロセ ッサ と回 線 プ ロセ ッサ とに ど

の よ うな 形 で結 び つ くか,デ ー タハ イ ウェ イ で オ プ シ ョナ ル に結 合 で き

るステ ー シ ョンが 生れ て くるだ ろ う。 之 等 の入 出力端 末機 には い ろい ろ

と新 しい機 能 を もつ ものが 生 れ る であ ろ うが,本 質 的 には ス テー シ ョン

を構 成す る一 つ の エ レメ ン トであ る。

大 切 な こ とは,ユ ー ザ ーが 之等 の機 能 に対 して企 業 の ニーズ を把握 し

てそ の仕 様 を 明確 に決 め て進 め る こ と,或 は 製 品 の機 能 に よっ て実 施 の

ス テー ジを 決 め な くては な らな い こ とで あ る。

3.ソ フ トウ ェア

大 型 中型 コ ン ピ ュー タ の ソ フ トウ ェアは 次 第 にそ の 内部 機能 毎 に分 散

し,.夫 々が フ ァー ム ウ ェア化 して ゆ くが,更 に コ ン ピュー タそ の もの の

構 造 が分 散 しつ つ あ るθ 即 ち主 メモ リー,CPU,周 辺 機器 の コ ン トロ

ー ラ,回 線 コ ン トロー ラ等 が チ ャネル或 は 高 速 パ ス に結 合 して機 能す る

よ うに近 づ い てい る。 この よ うにな って来 る とOSは どこ までか とい う

ことが疑 問 にな って くる。 夫 々の分 散 した 機 能 にROM,RAMが 附加
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さ れ て 動 く許 りか,之 をLSI回 路 と し て もつ よ うに変 っ て き て い る。

現在 の ユ ー テ ィ リテ ィと して供 給 され るもの も標準サ ブル ーチ ンの リ

ンク化 に よる こ とで簡 単 な もの か らチ ップ化 して供給 され よ う。 既 に電

卓 では 実現 して い る もの が あ る。

ア プ リケ ー シ ョンと呼 ば れ るユ ー ザ ー独 壇場 の プ ログ ラ ム も構 造 化 時

代 に 入 り}標 準 でくタ ー ンの リ ン ク に よ り,又 パ ラ メ ー タ ー に よ る一 部 の

自社 向修 正 後 の リン ク に よ り簡 単 な シス テ ム化 を完成す る よ うに な ろ う。

1985年 迄 には 相 当な 進歩 を す るの では な いか。

然 しなが らユ ーザ ー は 古 い時代 か ら最 新 型 に至 る迄 の各 世代 の コ ン ビ

ユー タ ー が 存 在 す る か ら,そ の 言 語 は 従 来 の フ ォ ー トラ ン,コ ボ ル,P

LI,ア セ ン ブ ラー言 語 が絶 滅 は しな い。 よ り よい簡易 言 語 が加 わ って

益 々多 種 類 に は な ろ うが,そ れ 等 の ア セ ン ブル,コ ン パ イ ル,デ バ ソグ,

リンク,テ ス ト等 は,計 算 セ ンタ ー の オ ンライ ン受託 とい う形 が 採算 が

とれ る副業 と して利 用 され よ う。 之等 の言 語 に 日本語 が入 るの は 間 もな

い だ ろ うが,利 用 す る方 は 仲 々増 え な い の では な か ろ うか。

業 務 用 アプ リケー シ ョンは最 も早 くこの標 準 パ ター ン リン ク方 式 に移

る の で は な か ろ うか 。

、 この よ うな変 革 が生 れ進 ん で くる と従 来 のSE,PE,OPと い う職

種 分類 に大 き な影 響 を与 え るだ ろ う。SEは シス テム開発,或 は アル ゴ

リズ ム の 開 発 等 が 主 と な り,PEは 一 特 に コ ー ダ ーは 不 要 に な り,メ ン

テ ナ ンスエ ンジ ニ アを兼 ね るか も しれ ない。OPは シス テ ムの 自動化 に

よ り全 く不要 にな る企 業 も1985年 には 生れ て来 よ う。

特 に 製 造 業 で は 制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ を マ ネ ー ジ メ ン ト コ ン ピ ュー タ の

サ テ ライ トとして使 用 す る例 が増 し,技 術,事 務 の分離 が 益 々曖 昧 な職

務 に な っ て ゆ く。
.
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意 見12

1.分 散処 理

Oオ フ ィス コ ン ピュー タの普 及,業 務 処理 の分 散化

筆 者が 属 す る企業 にお い て は,集 中化 の歴 史 は20年 前 のPCS時

代 よ り始 ま り,そ の 間EDP時 代 を迎 え,そ の高 度発 展 の経 過 と関 連

し遂次 分 散化 を 実施 す る と同 時 に計 画 業務 を 中心 とす る本 社集 中化 を

実施 して きて い る。 また,オ ン ライ ンネ ソ トワー クの 普及 は 分 散処 理

の徹 底 に大 きな効 果 を あげ て きて い る。1985年 頃 の オ フ ィス コ ン

ピュー タ の普 及 が現 在 まで に至 ってい る分 散 化並 び に集 中化 に,ど の

よ うな影 響 を与 え るか を考 察 してみ て も過去 の歴 史 を かえ る よ うな変

革 が 出現 す る とは 思 え ない。 す な わ ち,機 能 的 にす で に,分 散す べ き

もの は 分 散 し,集 中す べ き ものは集 中化 を進 め て きて し まっ てい る と

い うこ とで あ る。

ま た別 の観 点 か ら,オ フ ィス コ ンピ ュー タ の 当企業 内 へ の 普及 の可

能 性 を観 察 して み る と,す で に大 規 模管 理 シス テム が存在 し,こ れ を

壊 し改 め てオ フ ィスコンピュータ に まか せ る分 散化 を 指向 す る こ とは容

易 な こ とでは な く,ま た これ を 実施 してみ て もメ リッ トの想 定 が 難 し

い とい え よ う。

オ フ ィス コ ン ピュー タの 普 及 は 中規 模 以下 のEDPの 歴 史 の な い,

又 は 浅 い 企業 にお い て は今 後 普 及 が早 まろ うが,す で にEDPの 体 制

を 整 え て い る企 業 に対 しては 浸 透 の余 地 が 少 い もの と思 わ れ る。

O情 報 ネ ッ トワー ク

これ も前段 で述 べ た通 り,コ ン ピ ュー タ,ネ ッ トワー クの普 及 が相

当段 階 ま で到 達 して お り,ま た電 話,FAX等 もそ れ ぞれ の機 能va基

い て有 効 利 用 され て い る現 状 か ら見 て もそ う大 きな変 革 がな い と思 わ

れ る。 す なわ ち,現 在 にお い て もす で に これ らは 企 業 の神 経 系 として
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有効 に作 用 して い るか らで あ る。 た だ これ らの 一層 の進 歩 は 企業 にお

け る効 率 化 を更 に高 め る こ と にな り,大 い に歓 迎す る処 で あ る こ とは

い うまで もな い。

中小 企業 にお い ては,今 後 これ らの情報 ネ ッ トワー クが1985年

以 降 を 目標 に大 巾な進 展 を み る こ とであ ろ うこ とには 異論 が な い。

O汎 用大 型 コ ン ピ ュー タ の減 少

当社 の場 合,既 に述 べ た 如 く,過 去20年vaわ た り,必 要 な集 中 と

分 散の歴 史 を試 行 し今 日に至 って い るた め,1985年 頃 を 想 定 して

み て も,こ れ に大 きな影 響 が あ る とは思 え な い。 す なわ ち,過 度 の デ

ー タ集 中は行 われ て お らず ,分 散化 してお り,必 要最 小 限 の デ ー タの

み セ ン ター の 汎用 大型 コ ン ピ ュー タ に集 中 され て くるか らであ る。 た

だ,分 散EDPの 能 力増 強 並 び に イ ンテ リソ ェン トタ ー ミナル の普 及

に よっ て さ ら に この面 の合 理 化が 行 わ れ る こ とは容易 に想 像 され る と

ころ で あ る。

しか し,セ ンタ ー の汎用 大 型 コ ン ピュー タの 必要 性 に は変 化 は な い。

む しろ分 散処理EDPの 性 能 向上 及 び,イ ン テ リジ ェ ン トタ ー ミナル

の 普及 に もか か わ らず,デ ー タ集 中処理 の改 善 が進 まな い要 素 の方 が

多 い。 それ は で き上 った シス テ ム を改変 す るには数 年 の 日数 と彪大 な

人力 を必 要 とす るか らであ り,デ ー タ集 中排 除 の ため にそ れ だ け の投

資 を行 うイ ンパ ク トに乏 しい とい え よ う。 それ よ りも通 信 回線 の コス

トダ ウ ン,汎 用大 型 コ ン ピ ュー タ の性 能 ア ップ並 び に コス トダ ウ ン に

対 す る要 望 の方 が大 きい し,ま た 期待 も可能 な方 向 で あ る と思 う。

O専 門 デ ー タ ベ ース

現 在 まで も専 用 デ ー タベ ース を利 用 して きてい るが さ らに効 率 よ く

経 済 的 な デ ー タベ ー ス が多 数 登 場 し活 用 化 が 進む こ とは 想 定 され る。

しか し,直 接 経 営 の 意志 決 定 に重 要 な役 割 を果 す こ とにつ い ては 疑 問

であ り,シ ス テ ム分析,プ ログ ラ ミング ロー ドの削減 に役 立 つ こ とが
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主 体 とな ろ う。

o分 散 処理vaよ る,管 理 スタ ッフの役 割 の変化

前述 の如 く当 社 にお いて は分 散処 理 に関 して20年 の歴 史 を有 し1

985年 を また ず に既 に主題 の傾 向は 顕 著 とな って い る。 これ が19

85年 頃 に更 に強 まる傾 向 か とい うと,現 状 の横 ば い とい え よ う。 理

由 は既vaメ イ ン シス テ ム につ い ては 殆 ど完成 し,今 後5年 間 以 上は サ

ブ シス テ ムの完 成 が 残 る処 で もあ るが,こ れ の完成 は 既 に成 立 してい

る条件 に今以 上 大 きな変 化 を与 え る こ とはな い と考 え られ るか らであ

る。 但 し,「 トップ と第 一線 を直 結 させ る」 は オ ー バ であ り今 後 と も

考 え られ な い と ころで あ る。

O情 報 処 理 機能 面 の役割 の 低下,情 報 管 理機 能 面 の増 大

これ も前題 と同 じ であ り,す で に表 題 の傾 向 は顕 著 であ る。 す な わ

ち,当 社 の場 合,情 報 処 理 機 能 は既 に外 注 化(キ ーパ ンチ,オ ペ レー

シ ョン,プ ログ ラ ミング)が 完 了 して お り情報 管 理機 能 が 情報 処 理 部

門 の大 きな役 割 とな って い る。1985年 に至 っ て も現状 の横 ば い も

し くは徹 底 が 想 定 され る処 であ る。 理 由は メイ ン シス テム は既 に完 成

し大 きな変 更 は 此処 数 年 は 考 え られ な いか らで あ る。 む しろ情報 管 理

機 能 の ユ ーザ へ の 分 散化 が 今 後 の大 き な課題 とな る もの と考 え られ る。

意 見13

分 散 処 理

1980年 代 中期 にお け る分 散処 理 形 態 を予 測 す る段 階 で最 初 に考 え な

け れ ば な ら ない 事 は昨 今 の コ ン ピュー タ関 連機 器 の開発 ス ピー ドでは な か

ろ うか。1974年va5年 後 の現 在 を予 測 した イ メ ー ジ と現 時 点 の コ ン ビ
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'

ユ一 夕関連 機 器 及 び ソ フ トウ ェア とを 比較 した場 合 いか にそ の 進歩 ・発 展

のス ピー ドが 早 か っ たか を充 分認 識 しな い と再 び そ の誤 りを 犯 す危 険 が あ

る 。

1980年 代 中期 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ の価 格 ・性 能 が 飛 躍 的 に 向上

し,ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ,フ ロ ン ト ・ エ ン ド ・ プ ロ セ ッ サ,ミ ニ コ ン と の

1

,・

階層構造 が確 立 し,情 報処理の分散化 と同時に情報 の質 と量 とで集 中化 ・

分 散化 に分 離 され よ う。 分 散化 と同時 に電話 ・FAX,OCR,音 声入 出 `

力,漢 字 処 理 機器 等,現 在 の単 な るイ ンブ ン ト,ア ウ トプ ッ ト機器 と して

の機 能 だ け でな く,よ り複 合 化 され た イ ン プ ッ ト ・ア ウ トプ ッ ト機 器 の普

及 と同 時 に コ ン ピ ュータ 関連 機 器 の ネ ッ トワー ク構 造 の大 巾な 変 革 が 予想

され る。 同時 に企 業 にお け る組 織 ・制度 面 に も情 報 を基本 と して,そ の 関

連 に よ る変 化 が除 々 にで は あ るが表 面 化 す るで あ ろ う。 しか しこ の段 階 で

の大 きな 問題 点 として,わ が国 にお け る通 信 回線 の使 用 制限 ・遠 距 離 回 線

費 用 が ポ イ ン トとな る。 今 後 の 産 業 界 に お け る コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー

クは 単 に 一 企 業 ・一 業 種 に留 ま ら ず メ ー カ ー ・倉 庫 ・物 流 ・商 社 ・卸 売 ・

小 売 ・銀行 等 を横 断 す る広範 囲 な ネ ッ トワー クが 不 可欠 とな り,そ の意味

か らも回線の使用制限撤 廃が望 まれ る。使用制限 と共に現行料金体系 も公

衆回 線 ・専用 回 線 ・回 線 交換 ・パ ケ ッ ト交 換 及 び 電話 料 金 を も含 め て総 合

的 に見直 す段 階 にあ る と考 え る。

分 散処 理 デ ー タベ ー ス につ い てわ が国 の現 状 を 見 る と,政 府統 計 ・株価

な どの専 門 分野 にお け る集 中型 デ ー タベ ー ス に限 定 され てい る よ うに 思わ

れ る。 欧米人 と日本人 の情報 に対す る価直感 の相違,政 府を始め とす る公

共データの開放度合,通 信回線の使用 制限等 々の理由に より市場 性のある

デ ー タベ ース の欧 米 と の差 は 明確 であ る。 しか し情報 に対 す る価 値 感 は幸

か不 幸 か 昨今 の コ ン ピ ュー タメ ー カー の ア ンバ ン ド リング政 策 もあ り除 々

に変 化 は表 わ れ て来 てい る と思 われ る。 この ため価 値感 以 外 の原 因 を解 決

す る必 要 が あ る。 近 年 コ ン ピュー タ1/O機 器 の発 展 に よ りデー タ ベ ー ス
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へ の ア クセ ス も比 較 的 容易 にな っ て来 たた め上 記 疎外 要 因 を除 け ば80年

代 中期 には 市場 性 の あ るデ ー タベ ース が構築 され,企 業 だ け で無 く一般 の

家 庭 に も普 及 す る事 は充 分考 え られ る。

一 方 コ ン ピ ュー タ の技 術 面 か らの 問題点 をみ る と
,分 散処 理,特 に通 信

制御 及 び マ シン ・イ ンタ ー フ ェー ス に関 す る各 メー カ ー の ソ フ ト ・ハ ー ド

につ い て の プ ロ トコル の細 部 に関 しての 相違 が 分 散処 理 システ ム推 進 に経

費 面 で以 外 に大 きな障 害 とな ろ う。 しか しこの 障 害 につ い て は マ イ コ ン,

オ フ コ ンで のイ ンタ フ ェース機 能 の強化,電 々公 社"新 デー タ網 等 に よ
,,

りあ る程 度 の障 害 緩 和 が 期待 で き る。

以上1980年 代 中期 を展 望 す る と分 散処理 に よる多 面 的 な情 報 の ネ ッ

トワー クは 回線 の使 用 制 限 ・回 線 費 用 の 問題 を解 決 す れ ば一 般 企 業 に於 て

実現 され る可能 性 は 高 い。 特 に昨 今 の マ イ コ ン,オ フ コンを代 表 す る コン

ピュー タ機 器 の進 歩 を み る と予 想 以 上 に早 い 時 期 に到 達 され る事 と思 われ

るが,市 場性 のあ るデ ー タ ベ ース は あ る特 定 の業 態 ・分 野 に限 定 され るの

で は無 か ろ うか。

分 散 処理 の推 進 に伴 い オ ペ レー シ ョナル 業務 の分 散 化 と情 報 を 媒体 とし

た計 画業 務 の集 中化 を もた ら し,中 間管理 層 と本 社 ス タ ッフの役 割 が高度

化 ・専 門化 し,よ り前向 きな 業 務κ 質 的 な変 化 が表 面化 す る。 これ に伴 い

企 業 にお け る組 織 ・制度 面 もあ る分野 で大 巾な 変 更 が 予想 され る。

尚以 上 つ た な い予 測は あ くまで も情報 処 理 担 当者 と しての 意 見 で あ り,

80年 代 に於 け る資 源 エ ネル ギ ー の動 向,企 業 の 高命 化 に対 す る労 務 政策

等 の外 的 要 因 を考 え る と単 純 な予 測 は避 け るべ きか も知 れ な い。
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意 見14

1980年 代 中期 企 業 の 情報 処 理

'「前 提」

現 在 各 シス テ ム系列 別 に夫 々大 型 コ ン ピュータ が あ るが,81年 を 目標

にLCMP(柔 軟結 合 多 重 プ ロセ ッサ)とFEP(フ ロン ・トエ ン ドプ ロセ

ッサ)を 導入 し,全 シス テ ムを 統 合 した総 合 シス テ ムが計 画 され てぺ・る。

多数 の大 型 シス テ ムを 単一 マ シンイ メー ジに集約 化 す るこ と に よ る合 理 化

と省 力 化 を狙 った もの で あ る。

85年 は それ らの シス テ ム ライ フ内 に あ り,強 くそ の制約 に縛 られ ざ る

を得 な い 時期 にあ た り,筆 者 の 属す る航 空 会社 の情 報処理 業 務 を例 に と り

また 新 技術 活 用 面 に お い て他 社 と若干 異 な る事 もあ る と思 われ る の で,同

業他 社 の 情況 を 推察 加 味 して み た。

「分 散処 理 とオ フ ィスオ ー トメ ー シ ョン」

航 空会 社 の ライ ン のオ ペ レー シ ョン にか かわ る主 要情報 は,旅 客,貨 物

運 航,航 空機 材 に関 す る もの で,地 域 的,時 間 的 に連繋 を もっ て管 理 され

利用 され る為,一 般 に一 つ又 は 少 数 の セ ンタ ー に集 中 され て い る。 空 港 毎

に行 われ る旅 客 の チ ェ ック イ ン,貨 物 の 搭載管 理,乗 員管 理,飛 行 計画,

客 室内 サ ー ビス準 備 な どは基本 的 には何 処 も同 じで,手 又 は機 械 で処 理 さ

れ て い るが,必 要 情報 の殆 ん ど全 て が 中央 か ら供 給 された もの であ る。

こ の情報 伝達 手段 と して,70年 代 後 半 には幾 つか の地 域 にお い て,同

一 高 速 専用 回 線 上 に コ ン ピ ュータ ・デ ー タの み な らず電話 や テ レタ イ プ な

どの 情報 の多 重 伝送 が実 施 され,企 業 の情報 ネ ッ トワー ク と して の有 効 性

とコス トの節減 が認 め られ た。 マ イ コン普 及,イ ンテ リジ ェ ン ト端 末 の改

善,通 信 回 線技 術 の改 善 な ど に よっ て,利 用 し易 い信頼性 の 高い 情 報 ネ ッ

トワご クが85年 には 期待 出来 る であ ろ う。

分 散処 理 の一 例 として チ ェ ック イ ン シス テ ムが あ げ られ るが,多 くは セ
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ンタ ーρ 座席 予約 シス テ ム と階 層 構造 を もって,今 は一 空 港独 自の単 位 で

処理 が行 わ れ て い る。70年 代 末 には乗 継 ぎ,往 復 チ ェ ック イ ンな ど他 空

港業 務 ま で同 時 に行 うシステ ム を考 え る航 空 会社 も現 わ れ,独 立 した 分 散

処 理 では す まな くな っ て来 た。 この よ うにA航 空港 での処 理 は,行 き先 の

Bと かC空 港 での処理 に影響す る為,セ ンタでの総合調 整の機能 が要求 さ

れ るで あ ろ う。 又 チ ケ ッ トレス ・シス テ ムを検 討 し てい る会 社 もあ る。 こ

れ は旅 客 の 持 つ トラベル ・カー ドに よ り,旅 客 自身 が 予約 を行 い,又 チ ェ

ックイ ン,座 席 指定,搭 乗確 認 が トラベ ル カ ー ドを空 港 諸地 点 にお か れ た

機 械 に挿 入 す る こ とに よ り,セ ンター又 は空 港 のサ ブ シス テ ム と照合 され

処 理 され る。 オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョンの1つ の 型 と考 え る事 が 出来 る。

支店 又 は 本 社 にお い ては大 シス テ ム では コス ト的 に又 は 時 間的 に向 か な

い 諸業 務 が あ り,将 来 は オ フ ィス コ ン ピュー タの利 用 が 進 む もの と思 わ れ

る。 しか しなが ら85年 にお い ては そ の普 及 は 一部 に限 定 され る と思 わ れ

る。 セ ンタ ー側 及 び階 層構 造型 の分 散処理 シス テ ムで のSAと か プ ロ グ ラ

マ の ニーズ が大 き く,と て も数 多 くの職 場 で の オ フ ィス コ ン ピュー タ導 入

の援 助迄 は手 が廻 らな い と考 え られ る。 又 パ ラパ ラの規 格 の オ フ ィス コン

ピ ュータ と総 合 シス テ ムの関 連 づ け な どが 間 に合 わ な い。 ユ ーザ 自身 のS

A能 力 を 持 つ まで多少 の 時 間が 必要 と考 え られ るか らで あ る。

分 散化 の 普 及は 相 当 進 み,各 ライ ンで の機 能 追 加要 は益 々増 加 す る。 全

て の デー タ が 中央 で リンクす る関係 上,セ ンタ ー シス テ ム担 当情報 処 理 技

術 者 のス キ ル は益 々高 い ものが 要 求 され る。 これ に加 え,ホ テル,他 交 通

機 関,旅 行 代 理 店 シス テ ムの結 合 が今 以 上 に行 われ る と思 われ る。

分 散処理 に よ るオ ペ レー シ ョナル 業務 の徹 底 した分 散化 と,計 画 業 務 の

本 社集 中化 の 度合 は 今 とあ ま り変 らな い で あろ う。 サ ー ビス業 の 特 性 と し

て,世 界各 地 に散在 す る支 店 で夫 々の地 域 性 に見合 った 営 業計 画,経 営 活

動 を行 う必 要 が あ るか ら であ る。

「ソフ トウ ェア」
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TSSと か オフ ィス コンピュータの 普 及 に よ り,ユ ーザ の使 い易 いAPL,

PASCAL,BASICな どの ニ ーズ は増 す が,一 方 にお い て益 々 シス テ

ム化 が要 望 され る情報 ネ ッ トワー クな ど,大 シス テ ム用 の ソ フ トウ ェアの

改 善 が 望 まれ る。 現行 の よ うva1ス テ ー トメ ン ト単位va手 作 業 で プ ロ グ ラ

ムす る非能 率 性は,今 後 の新 シス テ ム 開発 ニーズ にマ ッチ しな い。 自動 設

計 とか 自動 プ ロ ミン グな どの研 究 開発 を要 望 致 した い。

この急 速 的 な解 決は まず 無 理 と考 え られ るの で,一 つ の 対 策 と して業 務

単位 の パ ッケ ー ジの流 通 が 考 え られ る。70年 代 にお いて も航 空会 社 間 で

は 相 当大 規 模 な パ ッケー ジの 売 買 が行 わ れ て い たが,こ の 傾 向 は更 に強 く

な る と思 う。 この為 には ハ ー ド・ ソ フ ト,プ ロセ デ ュア,ド キ ュメ ン トな

どの標 準化 が 進 め られ ね ば な らな い と思 う。

意 見15

全般 的 現 状

10年 前,1970年 の 時代 には い まだ オフ ィス コン ピュータは 未登 場

で あ り,EDPの 導 入 は 年 商100億 円以 上 の 会 社 のみva許 され た もの

で あ った。10年 を経 た 今 日年 商10億 円 の企 業 にお い て さえ も オフ ィ

ス コン ピュータや ワークステ イシ ョンを もった イ ンテ リジ ェン トター ミナル

が普 通 に導 入 され,在 庫 管 理,納 品 伝票,経 理,経 費処 理,給 与 計 算,

顧 客管 理 等 に活 用 され る よ うにな って い る。 一方 事 務機 器 の分 野 で も,

フ ァク シミ リ,マ イク ロフ ィル ム等 が よ うや く 一般 化 の傾 向 を示 し,手 書

きOCR,ワ ー ドプロセ ッサ ー が 話題vaの ぼ ってい る もの の他 方,文 書 時

代 と もいわ れ る文 書 類 の増加 は 少 し もそ の数 を減 らす事 な く,事 務 の 生

産性 と人 件 費 の増 加 が 経 営 体 質 の将 来 に大 きな 問題 をな げ か け て い る。
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2.今 後5年 間 の展 望

今 後5年 間,1985年 頃 ま での 分 散処 理 と オフ ィスオー トメー ション

につ い て展 望 して み よ う。

2.一(1)分 散処 理 の展 望

国 際 間 の相 対 的距 離 は益 々短 縮化 され,情 報依 存 関係 は よ り増加 の

傾 向 を続 け る もの と思 われ る。 また地 域 との関係 もよ り緊密 に な る。

つ ま り経 営 体 質 そ の もの が よ り一 層 の 分権 化 とそ のた め の 高 い レベ ル

での本 社 コ ン トロール の2極 分 化 の方 向 が加 速 され よ う。 この こ とは

コー ポ レイ トレベル の意 志 決 定,し た が って その た め の経営 情報 の本

社集 中 と,分 権 化,オ ペ レー ショナル ・レベル の処理 と分 散意 志決 定 の

た め の分 散処理,分 散情報 とが 同 時 に 達 成 す る こ とを要 求 され る。"

現 実 に米 国 にお け る尖 鋭 的 な 小売 業 にお い ては,既 に本 社 事 務 セ ンタ

ーは 姿 を 消 し ,各 店舗,配 送 セ ンタ ー にお い てCRTに よるデ ー タ イ

ン プ ッ トが あ た り前 とな り,そ の結 果,本 部 の経 理 部 門 にお いては す

べ てCRTに よ るデ ー タベ ー スの 検 索 に よ っ て 管 理 そ の もの にそ の

殆 ん どの 業務 を変 更 して い る企業 も出 て来 て い るの であ る。 しか しな

が ら,こ の よ うな 企業 にお い て も中間 管 理職 や本 社 ス タ ッフ の役割 の

低下 は 全 く見 られ な い のは 注 目 に値 す る。 その理 由は,分 散処 理,意

志 決 定 とい っ た分 散体 制 の進 歩 に よ り,今 ま でオ ペ レー シ ョナ ルな 業

務 にわ ず らわ さ れ てい た 中 間管 理職 や 本 社 ス タ ッフ に新 た な役 割 が課

せ られ る よ うにな った た め で あ る。 別 の云 い方 をす れば経 営 の領 域 が

拡 大 で きた た め で あ る。 そ の ため,よ りレベ ル の高 い,戦 略 的 な活 動,

よ り高 い コ ン トロール の 分野 へ と業 務 が拡 大 した の で あ る。 経 営体 の

競 合 は 新 しい技 術 に よって エ ス カ レー トす るのは 当 然 で あ る。 つ ま り

質 の変 化 を もた らす のが 分 散処 理 の結 果 であ ろ う。

2.一(2)オ フ ィス ・オー トメー ションの 展望

LSI,光 通 信,新 デ ジタ ル通 信,レ ー ザ ー の応 用 とい った 新 技 術
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に よ り情報 処 理,伝 送 をめ ぐるハ ー ドウ ェア の技 術進 歩 は い ち ぢ る し

い。 これ ら技 術 の進 歩 に よ りオ フ ィス に関 係 す る さ まざ まな機 器 の い

ち ぢ る しい発 展 が 見 られ よ うと して い る。 とれ 等 の結果 ,個 別 の新 事

務 機 器 の 登 場 が 今後5年 以 内va達 成 され る こ とは間違 い な い。 電 子 メ

ー トル ・数 秒 フ ァ ックス,1秒 で数 十頁 もの 書類 を送 る技 術,CRT

よ りプ ラズ マ'デ ィス プ レ イへ,ワ ー ドプ ロセ ッサ に よ る文 書作 成 の

短 縮 化,2-WAYTVに よる 社 会 経 済 情報 の検 索,一 部 の音 声 入 力

装 置等 が そ れ ら個 々 の機器 の具 体例 とな ろ う。

しか しな が らオ フ ィス にお け る これ ら機器 の 活用 の分 野 は 意外 に狭

い もの と思 われ る。 一般 に管 理 者 は そ の半 分 の時 間を 人 間 との コ ミ ュ

ニケ ー シ ョン に費 して い る。 討論 会 議 に よ っ て結論 を 出 して い る。

つ ま りこれ ら新 しい技 術 の 事務 機 器 は ,検 索,照 合,問 い合 せ,前 に

あ った もの を参 考 に し て何 か を生 み 出 す,他 所 に結果 や 案 を 伝送 す る,

フ ァイル す る とい った便 利 な道 具 と しての 活 用 を果 す もの であ り,い

わ ゆ る 自動 化 工場 の よ うな オ ー トメ ー シ ョンを オ フ.イス に もた らす も

の では な い。 仮 に現 在 のオ フ ィス業 務 が オ ー トメー シ ョン化 され た と

考 え て も,そ の時 には オ フ ィス の機 能 が よ り質 の変 っ た活 動 にな って

い く筈 で あ る。 そ れ が 生物 体 と して の経 営 活 動 であ る
。 結 論 と して,

オ フ ィス オ ー トメ ィ シ ョンの 道具 と して登 場 す るであ ろ う各 種 の機 器

は,今 日 ま でオ フ ィス の生 産性 が 高 々数%し か 伸 びず ,他 方 人 件 費 は

年 々5-10%伸 び経 営 の問 題 とな って い た もの をお さえ る役 目を す

る もの と思わ れ る。 仮 に これ らの機 器 に よ り生 産 性 が数 十%伸 び た と

す れ ば(こ れ は 充 分 考 え られ る),オ フ ィス の人 数 を半 減 させ るか,

別 の役 目を もたせ るか の効 果 を与 え る もの と思 わ れ る。 さ らに これ ら

個 別機 器 が充 分 に機 能 す るた め には デ ー タ通 信 が現 在 とは は る か に安

易va使 え る よ うvaな る こ とが 必 要 であ り,今 後5年 間 に通 信 行 政 が少

くと も米 国 な み に安 く,自 由 にな る こ とを期待 しな けれ ば な らな い。
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意 見16

1980年 代 中期 企業 の情報 化

〈 分 散処理 につ い て〉

た しか に現 在 の と ころ,オ フィス ・コンピュータ の コス ト'パ フォーマ ンス

・ア ップが 先行 し て,汎 用 コ ン ピュー タ に比べ て割 安 とな っ て きて い る。

これ が分 散処 理 の経 済 性 を保 証 す るわ け であ る。 また 分 散処 理 は,ハ ー ド

ウ ェア価 格 に比 べ て ソフ トウ ェア価 格 の比 重 を増 し てい こ うとす る コン ピ

ュー タ ・メ ー カ ーの販 売 戦 略 に も合 致 した もの で あ る。 また 従 来 どお りに

企 業 の 中の或 る限 られ た 部 門 す な わ ち情 報処 理 部 門 だ け に コ ン ピ ュー タ を

販 売 して いた の では メ ー カー そ の もの の成長 が頭 打 ち にな って し ま う。一

これ か ら脱 却 す るた め に も,分 散処理 は メ ー カー に とって今 後 の発 展 を支

え る大 きな柱 とな ろ う。 そ うい うわけ で分 散処理 は メ ー カー 主 導 型 の匂 い

が 非常 に強 い。

これ か ら5年 間 ぐらい で,そ の経 済 性 と多少 の 情 緒 的 流行 傾 向 か ら,分

散処理 マ シ ンが 企業 に相 当 の程 度,導 入 され るだ ろ う。 そ の 意味 で・ 見か

け 上,デ ー タ の過 度 の集 中は 是 正 され,汎 用大 型 コ ン ピ ュータ 万能 では な

くな る。 しか し本 来 分 散 処理 の必 須 要 件 で あ るぺ き中 央 集 中管 理 の実現 は

ここ5～6年 ではむず か しか ろ う。分散 処理 の 個 々 のサ イ トでの個 別 開 発,個

別 デ ー タ管 理 とい うこ とに先 ず な りが ち であ ろ う。 な ぜ な ら,現 状 にお い

て各 企業 の情 報処 理 部 門 では 中央 での シス テ ム開発 ・維 持 に精 一 杯 で・ そ

れ に加 え て分 散処理 側 にマ ンパ ワー を配 分す る余 裕 は な い か ら であ る。 そ

れ ゆえ と りあ えず,価 格 的 には安 い 分 散処理 マ シ ンを各 サ イ トに導 入 す る

こ とは 黙 認 あ るいは 推 奨 す るが,そ こで の シス テ ム 開発 ・管 理 は現 場 の素

人 まかせ にな る こ とが 多 か ろ う。 当 然 の こ とな が ら全体 シス テ ムの 中央 集
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中管 理は 行 な え な い。 種 々 の デ ータや シス テムの 不斉 合 が 起 き て くる。 そ

れ ばか りか各 サ イ トに設 置 され た分 散処 理 マ シンは す ぐ能 力 の限 界 に達 す

る。 た ち まち,ス ケ ール ア ップす るのか,中 央 と処 理 範 囲 の再 配 分 をす る

の か,統 合 して し ま うのか,等 々,の 問題 にぶ つ か って し ま う。 或 る場 合

には再 び 統 合集 中へ と逆 もど りす るこ と もあ ろ う。 けだ し 「集 中 と分 散は

繰 り返 され る」 の句 は 依 然 と して真 理 で あ ろ う。

以 上 の論 点 は,理 想 的 な 分 散処 理 シス テ ムが 一挙 には メ ー カー か ら世 の

中に提 供 され な い とい う前 提 に立 ってい る。 それ は今 ま での オ ペ レ イテ ィ

ン グ シス テ ムや ネ ッ トワー ク ア ーキ テ クチ ャの概 念 の発 表 以 後 の歴 史 を 見

て も明 らか であ ろ う。 実 際 に それ らが 定 着 す るまで どれ ぐらい の年 月 が か

か ったか,ま た は今 後 どれ ぐらい か か る か とい うこ とを思 い 起 せ ば,分 散

処理 だ けが 例外 的 に早 急 に実 現 定着 す る とは 考え られ な い。

上述 にか か わ らず,企 業 内 で情報 処 理 にか かわ る人 の比 率 は 徐 々 に増 大

す るで あ ろ う。 す な わ ち今 の よ うな 情報 処 理 部門 とい う専 門 集 団 だ け に限

られ ず,各 々の 業務 部 門 が 自分 達 の固 有 の業 務 のた め に情 報 処 理 に直 接 タ

ッチ す る。 それ は 必 ず し も分 散処 理 とい うもの では な く,端 末 か ら 中央 の

コン ピュー タを ア クセ スす る形 が よ り一 般 的 であ ろ う。 単 純 な デ ー タ ・エ

ン トリー に限 らず,簡 易 な エ ン ド ・ユ ー ザ ー ・ラ ンゲー ジに よる種 々 の イ

ンク ワイ ア リー,簡 単 な シス テ ム開 発,RJE等 が 行 な われ る。 自分 の業

務 遂行 の 一環 と して 自分 で情 報 処 理 を行 な うとい う一種 の理 想 的 状 態 に近

い こ と にな る。 もち ろ ん これ が実現 す るた め には,情 報 処 理 部 門 に よる デ

ー タベ ー ス の整 備 ,シ ス テ ム管 理 の強 化 は 是 非必 要 であ る。 こ うい う環 境

で 中間管 理 層 や 本 社 ス タ ッフは 日常 業務 を よ り効 率 的 に遂 行 で き,考 え る

時 間 が多 く持 て る よ うにな る。 彼 等 の役 割 は 低下 す る ど ころか,彼 等 が よ

り活 躍 で きる状 況 とな るだ ろ う。5～6年 後 には こ うい う状 況 の初 期 的 段

階 が 部 分的 に実 現 され て い るだ ろ う。

結 論 的 に言 え ば,分 散処 理 の理 想状 態 とは オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ・ン
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の総 合的 定着 とい うこ と に等 しい と考 え られ る
。

「集 中か 分 散か」 で迷 ってい る間は,ま だ まだ過 渡 的段 階 に居 る わけ で

あ る。

〈 オフ ィス ・オー トメー シ・ンにつ い て〉

オフ ィス'オ ー トメー シ ョン と言 って も,現 行 の複 写機 ,フ ァク シ ミ リ,

等 の個別 機 器 の延 長 だ け では真 の メ リッ トは 出 て こな い。オフィス ・=オー ト

メー ション の本 質 は オフィス か ら紙 をな くす こ と にあ る
。 さしあ た り,中

間記憶 媒 体 と して の文 書 フ ァイ ル はす べ て デ ィス クそ の他 の シス テ ム ・メ

モ リー に貯 え られ る。 これ に よ り,オ フ ィス か ら フ ァイル キ ャビネ ッ トが

追 放 され,ス ペ ース の 削減 が な され る。 さ らに文 書 フ ァイル の保 管 ・検 索

とい う事務 の作 業量 の 内 の相 当 部分 が省 か れ る。 もち ろん総 合型 オ フ ィス

'オ ー トメ ー ン ヨンの方 を本 命 と見て い るわ け で あ るが
,こ れ が完 全 に定

着 して くるvaは5年 で は不 十分 で,10年 か か る と考 え られ る。た しか に言

わ れ る通 り,5年 後 ぐら い では そ の方 向性 が 明確 にな る とい う段 階 で あろ う。

〈 ソ フ トウ ェアにつ い て〉

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 内 でハ ー ドウ ェア部 分 とソ フ トウ ェア部 分 あ

る いは フ ァー ム ウ ェア部 分 の比 率 が ど うな ろ うと,そ れ は メ ー カー側 の問

題 であ っ て,わ れ わ れ ユ ー ザ ーは そ れ には あ ま り関 心 が な い。 全体 として

信頼 性 が 高 く,コ ス トパ フ ォーマ ンス の よい シス テ ムを提 供 して くれ る こ

とを望 む だけ であ る。

たx"5年 後vaは 「ソフ トウ ェ ア」 とい う言 葉 が正 当 に世 間 で理 解 され る

だ ろ う。 とい うのは 現在 で も まだ一般 紙 あた りでは 「利 用技 術」 とい うた

ちの悪 い誤 訳 を採 用 し てお り,こ れ の 責任 は今 か ら20年 前 の専 門家 の罪

に さか のぼ る こ とが で き るが・ これ が どれ ぐらい ソ フ トウ ェアの本 質 を 誤

解 させ て きたか 分 らな い。 技 術 では な くものな のだ か ら。

一 般人 向 け で ,使 い易 い,非 手 続 き型 の エ ン ドユ ーザ ー ラ ン ゲー ジの 開

発'商 品化 は大 歓 迎 で あ り・ これが 今 後 の鍵 と も言 え る
。
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2.2社 会 シ ス テ ム

総 合 研究 開発機 構(NIRA)vaよ る 「シンク タ ンク ・ブ ・ジ ・ク ト抄 釦

の51年 度 版 と53年 度 版 を 比較 す る と,わ ず か2年 間vaプ ロジ ェク ト件 数 が

大 幅va伸 び た分 野 が あ る。 た とえ ぽ,医 療 関 係 が14件 か ら45件 へ,資 源 エ

ネル ギ ーが21件 か ら49件 へ,環 境 問題 を取 り上 げた ものが78件 か ら10

7件 へ急 増 して い る。 ち なみva,総 件 数 は712件 か ら1087件va増 加 した。

件 数 が大 幅 に増 えた 上 記3分 野 は,ま さ に今 後 の 社会 シス テ ムの 大 きな課 題

とされ てい る もの で あ る。 シンク タ ン クが取 り上 げ て い る プ ロソ ェク トは社 会

的 ニー ズ に立脚 した もの で あ るか ら,こ れは 当 然 の一 致 といえ よ う。 同 様 に'

各 プ ロジ ェク ト開発 の進 行 状 況 を知 れ ば,そ の 分野 にお け る社 会 シス テ ムの 将

来 動 向 の予 測 が あ る程 度 可能 とな るの では な いだ ろ うか。 しか も,大 規 模 プ ロ

ジ ェク トが完 成す るた め に は,技 術 的な 可能 性 だ け では な く,継 続 的 な 資金 援

助,政 策 的支 援,学 術 研 究 の成 果,住 民 の コ ンセ ンザ スな ど諸 々 の要 因 を考 慮

しな けれ ば な らな い。 この 意味 で シン クタ ンク ・ブ ゴジ ェク トは社 会 システ ム

の将 来動 向 を探 るた め の縮 図 と考 え られ る。

今 回 の調査 は上 記 「シンク タ ンク ・プ ロジ ェク ト抄録(53年 度 版)」 か ら,

「社 会 環境 の変 化 を予 測 す るた め の もの」 と 「社 会 情報 シス テ ム の動 向 を予 測

す るた めの もの」 を42件 抽 出 し,各 プ ロジ ェク ト担 当者va対 し,プ ロ ソ ェク

トの遂 行 にあた り80年 代 中期 の その 分野 の展 望 と問題 点vaつ い て意 見を求 め

回 答 を得 た17件 の プ ロジ ェク トを 中心 と して報 告 を 行 うもの であ る。 した が

って,現 在 稼動 中あ るいは 開 発 中の シス テムを網 羅 した もの では な く(当 協 発

行 の文 献(2)は 比較 的 多 くの社 会 情報 シス テムを 掲 載 しているの で参照 されたい)

む しろ,シ ンクタ ンク の 中枢 に あ って,各 ブ ・ジ ェク トとそ の分 野 に精通 した

担 当者 の 生 の意 見 を原 点 と して80年 代 中期 にお け る社会 シス テ ムの 動 向 を探

ろ うとす る もの であ る。
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22.1.社 会 環 境

情 報化 を受 け 入 れ る社 会環 境 は どの よ うな変 化 を示 す だ ろ うか。21世

紀 にか け て,種 々 の 社会 シス テ ム ・モ デルが 構築 され て い るが,こ こ では

「国民生活 賑 賑 批 射 る基醐 副 、題 す るブ 。ジ.ク,を 題 材 、

し て,80年 代 中期 の社 会環 境 を覗 き,期 待 され る社 会 情報 シス テ ムの概

要 を探 りたk、。

この プ ロジ ェク トは 予 測期 間 を1980年 か ら1990年 と してお り,

本 調査 の 目途 とす る時 期 に一 致す る。 また,モ デル 化 の た め に各 分野 の有

識 者200名 の意 見を パ ラメ ータ化 す るな ど,こ の種 の調 査 では新 しい
3,4,5,6)

「ベ イ ジ アン'イ ンフ ァレ ンス」 の手 法 を用 い て い る点 で も興味 が あ る。

以 下 に,実 際 の プ ロソ ェク ト担 当者 に よる シ ミュ レー シ ・ン結 果 と,こ

れ に基 づ い た80年 代 中期 の社 会環 境 の方 向 江 つ い ての 意 見が示 され る。

な お執 筆 者 の敬 称 は 略 させ て頂 いた。

資料1

「国 民 生 活 の長 期 展望 に関す る基礎 調 査 」

社 会変 化 の 中長 期 的(1980年 代 ～1990年 代)様 相 を.国 民・生

活 を 中心 と して シ ミ ュレー シ ョン分析 を行 った。 この研 究は ベ イ ジ ア

ン ・メ ソ ッ ドに よ って 社会 シス テ ム ・モ デル を構 築 す るパ イ ロ ッ ト・

ス タ デ ィで あ るが,こ れ に よって不 断 に生 じ る新 しい社 会 問題 に対 し

て デ ータ の 蓄積 や理 論 体系 の整 備が 不 十分 な ま まに政 策 的対 応 を 迫 ら

れ る よ うな場 合 に も専 門家 の衆 知 を結 集 し て可 及的 合 理 的 に政 策 的模

擬 実験 を行 うた め の 社 会 シス テム ・モ デル を構築 す る ひ とつ の有 力 な

手 段 が 開発 され た とい うこ とが で き よ う。

現 在,社 会 計 画 を科 学的 に遂行 す るた め に社 会 シス テ ム ・モデ ル へ

の期 待 が ます ます強 ま ってお り,そ の方 法 論 的 試 み と して様 々な ア ブ
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ローチ が 求 め られ てい る。 この研 究 で用 いた ベ イ ジ ア ン ・メ ソ ッ ドは

ひ とつ の有 力 な手 段 であ る と考 え られ るが,今 後改 良工夫 を 重ね て機

能 を拡 大 し,あ るい は その方 法 論 的 特 性 を生 かす こ とが で きる よ うな

さ ら に新 しい 問題 に適 用 す る とい った 試 みが 必要 で あ ろ う。 そ の よ う

な観 点 か らみ る と,ベ イ ジ アン ・メ ソ ソ ドにつ いて 当面以 下 の よ うな

課題 が考 え られ る。

① モ デル 構造 化 の手法 開発

② 変数 の関係 構 造 の多 次 元化

③ 合意 形 成 シス テ ムへ の適 用

④ 社会 的損 害 関 数 の作 成

モ デ ル には各 分 野200名 にわ た る有 識者 の意 見が パ ラメ ー タ化 され

組 み込 まれ て い る。 一 部 は次 表 の よ うな 内容 でその結 果 に よれ ば,エ

ネル ギ ーが三 全総 で設定 され て い る消 費水 準 に見合 っ て供 給 され る場

合,経 済 成長 は 年 率5.1～6.3%で 推移 し1985年 の1人 当 りGNP

は200～250万 円(1975年 価 格)と い う高水準vaifし て い る。 そ

こでは 大 学進 学 率 や女 性 の 社会 進 出が現 在 の ア メ リカ の水準 を 上 回 り

社 会 保 障 や社 会 資本 も ヨー ロ ッパ 並 み に整 備 され て くる。 国 民 生 活 の

物 質 的側 面は極 め て豊 か な段 階 に達 してい るの であ る。

一方 社会 意識 の面 では 生 きが い欲 求 が強 ま り帰属 意 識 が 多様 化 して

伝統 的 な終 身雇 用 制度 や 年 功序 列 制度 が修正 され,ノ 、的 資源 の社 会 的

移 動'能 力 主義 ・労働 者 経 営 参加 の促 進 が避 け られ な い情 勢 にな る。

さ らに,権 利 意 識 ・コ ミ ェンテ ィ意 識 ・シビル ミニマ ム意 識 がか な り

強 ま り,伝 統 的 日本 人 とは やや 異 質 の新 しい 市 民像 が イ メ ー ジ され る

こ とにな る。 消 費者 保 護 ・公 害 防 止 ・住民 参加 型の行 政 が 総 合 的 社 会

政 策 の 中で さ ら に重要性 を増 し,社 会 的合 意形 成の促 進 が 重 要 な 課題

とな る。
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1

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果(抜 粋)

変 数
1990年

口 変 数 名 変 数 内 容(単 位) 1975年
記 号 、

安定成長型 低 成 長 型

A-01 高教育化の水準 大学進学率(%) 33% 70～80% 40～50%

04 都市化の水準' 人 口10万 人以上都市人口/総 人口(%) 46% 70%以 上 60～65%

05 性道徳の水準 (カ テ ゴ リ ー)
一 5 2

06 仕事における生きがい欲求の水準 (〃)
一

5 3

08 帰属意識の多様化の水準 (〃)
　 5 4

10 シ ビル ミニ マ ム,意 識 の水準 (〃)
一 5 4

11 自殺の水準 自殺 者数/人 口(10万 人 当 り) 18人 17～19 15～17人

12 犯罪の水準 刑法犯罪発生件数/人 口(10万 人当り) 1100人 1000未 満 1000～1500件

13 消費者運動の水準 生活協同組合加入率(%) 54% 70～75% 65～70%

15 住民運動の水準 (カ テ ゴ リ ー) 75万 件 10～11万 件 9～10万 件

16 行 政 プ レ ッシ ャーの 水準 (〃) 一 5 4

18 住民参加型行政の水準 (〃) 一 4 3.4

19 公 共 施設 ・公 共 サ ー ビス の水 準 下水道普及率(%) 24% 40～50% 30～40%

B-01 女性の社会進出の水準 女性専門的 ・技術的 ・管理職業従事者/

・

29% 34～36% 34-36%

専門的 ・技術的 ・管理職業従事者(%)

02 核家族化の水準 核家族世帯数/全 世帯数(%) 58% 65～70% 60～65%

06 文明病の水準 糖 尿病 ・悪性 新生 物 ・心 疾患 ・高血 圧 ・性 1600人 2200～2500人 2000人

疾患 ・循環器系疾患受療者数/人 口(10万
人 当 り)

07 青少年非行の水準 少年刑法犯検挙者数/18歳 未満/人 口 17% 25～30% 20～25人

(1000人 当 り)

08 離婚の水準 離 婚 件数/入 口(1000人 当 り) 1件 7ヤ8件 2～O件

09 社会保障の水準 社会保障費/国 民所得(%) 10% 17～20% 14～17%

C-01 GNPの 水準 1人 当 りGNP(万 円) 132万 人 250～300万 200～250万

06 税 ・保険料負担の水準 租税 ・保険料/国 民所得(%) 25% 30～40% 31～34%

09 労働運動の水準 労働争議損失日数/就 業者数(%) 0.4 0.3～0,4 0.1～0.2

12 消費者保護行政のzk準 国 ・都道府県消費者保護行政予算額(億 円) 130億 円 350億 円 以上 275～300億 円



しか しな が ら,価 値 ・規 範 の 変化 を象 徴す る よう な 社会 意 識 の変 化

や新 しい 社会病 理 の発 生 は様 々な社 会 的諸 問題 を 出現 させ る。

例 えば 経 済 水準 の高度 化 を 背 景 に した女 性 の社 会 進 出,教 育水 準 の

高度化va伴 う性 の解 放化 や 離 婚 の激増,10代 の 出生率 の増 大,青 少

年 非行 の増加 等 々 であ る。 豊 かな 社 会が 必 然的 に抱 え る高令 化 の問題

も避 け 難 い し,高 令 化 ・公 害 ・食 生活 高度 化 に よ る疾病 ・文 明病 の増

加 も問題 であ る。 モ デル に織 込 まれ てい な いが,食 品公 害 ・運 動 不足

・精 神 的 緊張 ・事故 ・突 然変位 的遺 伝 な どの新 しい要 因 が加 重 され て

ゆ く懸 念 もあ る。

さ ら に,こ うした豊 か な国 民生 活 を実現 す るた め の前提 条 件 であ る

エ ネル ギ ー消費 量 に して も,1985年 時 点 で1人 当 り5 ,000万Kca1

の 水 準 は 現 在 のL5倍 に も昇 る 膨 大 な 消 費 量 で あ り,代 替 エ ネル

ギ ーの利 用可能 性 ・国 際 政 治 の安 定性 等 の問 題 を 除い て も,こ うした

大 量 の 資源 を消 費す る生活 自体 が 許容 され るか ど うか の 問題 が 残 る。

これ らの問題 は,と くva人 間 と 自然 との関係 の あ り方 に係 る,20

世 紀末 的な文 明論 的課 題 で もあ ろ う。

(檜 垣 正信(財)日 本 システム開発研究所)

この よ うな社 会 を,い わ ゆ る高度 情 報 化社 会 と呼 ん でお り,こ れ に対 処

す べ き社 会 政 策 の重 要 課 題 と して つ ぎの よ うな点 を指摘 して い る。

① 地 域 社 会 を 中心 と した住 民参 加 型 の行 政 と,各 々の地 域 社 会 を相 互

に結 びつ け る総 合 的 な政 策 体 系 。(地 方 の時 代)

② 人間 と 自然 との関 係 の あ り方 に係 る20世 紀 的 な文 明論 課 題 。

③ 多様 化 す る 「生 きが い欲 求」 の把 握 と これ に対 す る対応 策 。

一85一



そ して,80年 代 に おけ る この よ うな社会 環 境 が 必 要 とす る情 報 シス テ

ムの課 題 は合 意 形成 型 シ ス テ ムの 開発 ・普 及 にあ る と し,具 体的 には ,映

像 を伴 う双方 向 シス テ ム と大規 模 ネ ッ トワー クを通 じて,情 報 の発 報欲 求

を充 足 で きる シス テ ム を期待 して い る。

資料ll

「期 待 され る社 会 情報 シス テ ム」

社 会変 化 の 中期 的様 子 につ い て上記 の よ うな姿 を想 定す る と き,ひ

ろ く社 会 的意 思 決定 に係 る情報 シス テ ム の整 備 ・高 度化 が問題 とな り

と りわ け,社 会 的合 意 形 成 の ため の 情報 システ ムの装 備 が 重要 な課 題

と して ク ローズ ・ア ップ され て い る こ とにな ろ う。 価 値観 や ライ フス

タイ ル の多様 化 を背景 に して"地 方 の 時代"等 と して進 展 す る,個 性

化,活 性化 した"積 極 的公 衆"の 参加 要求 を充足 し利 害 調 整 をは か っ

てゆ くた め には,従 来欠 如 して いた 合 意形 成 型 の 高度 な 情報 等 が必 要

とな ろ う。 最近 の光 通 信 技術 の進 歩 に よれば,光 フ ァイバ ー ・ケ ー ブ

ル に よ る超 多,重情報 ⑨通 信 チ ャネル の列 島規 模 のネ ソ トワー ク形 成 も

実 現 可 能 と考 え られ,映 像 を伴 う双 方 向通 信 端末 の公 共 的 観 点(参 加

社 会 的 フ ィー ド ・バ ック)か らの全 戸装 備 も検 討 の視 野 に入 って くる。

こ うした 情報 ・通 信 シス テ ムに よれ ば 従 来 の 空 中 波 に よ るチ ャネ ル

の制 約 か ら解 放 され,情 報 の発 報 欲 求 を原理 的 には 無 限 に充 足 す るこ

と も可 能 とな る。 こ うした シス テ ムを 前提 とす る ときは じめ て,積 極

的公 衆 の活 性 を 合意 形 成 の 運 び の 中で 整合 的 に社 会化 して ゆ くこ とが

定 常 的 ・組 織 的 に 可能 とな って くる。

(檜 垣 正 信(財)日 本 システム開発研究所)
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22.2社 会 情報 シ ステ ム

こ こでは,先 に述 べ た よ うに,現 在 稼 動 あ るいは 開発 中の 社会 情報 シス

テム を単 に列 挙 す る のでは な く,前 節 で示 した よ う,な社 会環 境 を想定 した

時・ これ が期待 す る社会 情報 シス テ ムの概 要 に基 づ い て若干 の例 を あ げ,

各 プ ロジ ェク ト担 当者 の意 見 を 中心 に80年 代 中期 の シス テ ム動 向 を探 し

てみ た い。

は じめ に,全 体 的 な展 望 を得 るた め の例 と して,オ ンライ ン シス テ ムの

動 向 を あ げ,そ の後va,85ペ ー ジであ げ た3つ の重要 課題uafaじ た 分類,

①地 域 社 会 に関 す る もの,② 自然 と開発 に関 す る もの,③ 生 きが い欲 求 に

関す る もの・ に応 じて各 プ ロ ジ ェク トを割 り振 りして報 告 を すす めた い。

(1)オ ンライ ン シ ステ ムの動 向

合 意 形成 型 シス テム に不 可欠 な 映像 を伴 う双方 向通 信端末 とネ ッ トワ

ー ク シス テ ム を内容 に持 つ プ ロジ ェク トか ら,総 括 的 な 見解 をみ た い。

資料皿

「わ が国 にお け るオ ンライ ン情報 処理 の動 向」

わ が国 の コ ン ピ ュタ リゼ ー シ ョンは 今 後 さ らに進展 し,1980年

代 中期 にかけ て企 業 間,異 業種 間 を結 ぶ本 格 的 な コ ン ピュー タ ・ネ ッ

トワー ク時代 が 到 来す る と思 われ る。 それ と同 時 に,情 報 処 理 ・情報

提 供 と電 気通 信 とが 一 体化 す る コ ン ピ ュータ ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンが
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実現 す る こ と とな るで あろ う。

そ の動 向 を分 野 別 に とらえ れ ぱ以 下 の とお りで あ る。

第1va,家 庭 向 け の オ ンラ イ ン情報 提供 シス テ ム と しては,197

9年 暮 に実験 が ス タ ー トした キ ャプテ ン ・シス テ ムが順 調 に発展 し,

各 種 の生 活 情報 を提 供 す る体 制 が確 立 す る こと とな る もの と期待 され

る。 この シス テ ム と並 ん で,家 庭 か らプ ッシュホ ンを通 じて アクセ

ス で き るオ ンラ イ ン情報 処 理 シス テ ム として は,新 幹 線 の座 席 予 約 を

は じめ,各 種 の予 約 シス テ ムが サ ー ビスを提 供 す る よ うにな っ てい る

であ ろ う。 画 像応 答 シス テ ム(VRS)は ,1980年 代 後 期 にお い

て実 用段 階 を 迎 え る もの と思わ れ る。

第2に,流 通 分野 に お'けるオ ン ライ ン情報 処 理 シス テ ム として のP

OSシ ス テム も,1980年 代 中期 には発 展 期 を迎 え る こ とにな りそ

うで あ る。 流 通 業 にお け る合理 化 ニーズ の高 ま りと,技 術 革 新 に よる

コス ト ・ダ ウ ンが 結 び つ い て ,中 小規 模 の商店 に お い て もPOSの 導

入 が 可能 とな る であ ろ う。

第3に,金 融 業界 にお け る水 平 的結 合 は1980年 代 前半 にか な り

の 進展 を見 る であ ろ う。 従 って,1枚 の キャッシ ュ ・カー ドで どこの銀

行 か らで も預 金 がお ろせ る体 制 が実 現 され るこ と にな る。

また・ デ ー タ ・テ レホ ンを端 末 とす るキ ャ ッ シ ュレス ・サ ー ビス も

1980年 代 前 半 には か な りの発 展 を とげ る こ とvaな ろ う。

第4に,企 業 にお け る=オフ ィス ・オ ー トメー シ ョンは,漢 字 ま じ り

の 日本 語が ワ ー ド ・プ ロセ ッサ に よって 処 理 可 能 に な る こ と に よ っ

て,飛 躍 的va発 展 を とげ る であ ろ う。 但 し,1980年 代 前半 にお い

ては,ま だ過 渡 期 の段 階 であ る と考 え られ る。 大 企 業 を 中心 と して,

次 第 に新 しい オ ン ライ ン ・シス テ ムが形 成 され,ビ ジネ ス ・コ ミュニ

ケ ー シ ョンの合 理 化 が 進展 す る こ と とな ろ う。

以 上 の よ うな各方 面 の オ ン ライ ン ・シス テ ムの 進展 に よっ て ,わ が
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国 にお け るネ ッートワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィが徐 々 に形 づ くられ て い く

こ とに な る であ ろ う。(小 松崎 清介(財)電 気通信総 合研究所)

(2)地 域 社会 に 関 す る もの

① 生活 情報 シス テ ム

地域 全 体 の 生活 情報 化 を 目指 した 実験 シス テ ム として は,多 摩 ニ

ュー タ ウ ン にお け るCCIS(コ ー ク シァル ・ケ ー ブル ・イ ン フ ォ

メ ー シ ョン シス テ ム)と 東 生 駒 のHi-OVIS(東 生 駒 一 オ プテ

ィカル'ビ ジ アル'イ ン フ ォメ ー シ ョン シス テ ム)が 代 表 的 である。

これ らは,同 軸 ケ ー ブル あ るいは 光 フ ァイ バ ー ・ケ ー ブル を利 用 し

て,自 主 放 送,放 送 応 答 サ ー ビス,静 止画 サ ー ビス等 を 実施 してい

る。 したが っ て,技 術 的 には,前 節 で述 べた 合 意形 成 型 の情 報 系 の

中核 とな る。 映像,双 方 向 通 信,高 度 な多 重 情報 通 信 等 を 内容 とし

て持 ってい る こ と にな る。

今 後 は,こ の よ うな生 話 情報 シス テ ムを持 つ地 域 が 全 国 的 に数 を

ます こと,よ り高度 な 利 用 が段 階 的 に進 展 す る こ とが 期待 され るが

この点 に関 連 した プ ロジ ェク トと将 来動 向 を つ ぎ に見 た い。

資料IV

「コ ミ ュニ テ ィ形 成 に おけ る電 気通 信 の役 割」

この研 究 にお い て は,'コ ミュニ テ ィを 「地 域 と住 民 の密 着 関 係 」 と

と らえ て い る。 そ して,地 域 に対 す る住 民 の態 度 を6つ の分 野 か ら定

量 的 に測 定 し,さ らに コ ミ ュニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク,ユ ニ

テ ィ ・マ イ ン ドを加 え て コ ミ ュテ ィ意識 を構 成 す る もの と考 え た。 そ

して,そ の そ れ ぞれ につ い て 知 悉度 ・関 心度 ・満足 度 を と り上 げ,そ
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れ らに よっ て コ ミュニ テ ィ度 が合 成 され る もの と した。

そ して,多 摩 ニ ュー ・タ ウ ン及 び 筑 波研 究 学 園 都 市 の それ ぞ れ につ

い て,コ ミュニ テ ィ度 を測 定 す る と と もに,多 摩 につ い ては 電話 及 び

CCISに よる新 サ ー ビスが コ ミュニ テ ィ度va及 ぼ す影 響 を,ま た筑

波 につ い ては 今 後 必要 とされ るべ き情 報 サ ー ビス につ い て調査 ・分析

が 行 な わ れた。

以 上 の如 き研 究 に基 づ い て,1980年 代 中期 にお け る多 摩CCI

S及 び筑 波 研 究 学 園 都 市 の2つ の コ ミ ュニ テ ィで の電 気通 信 の役 割 を

展望 して みた い。

まず 多摩CCISの 今 後 の あ り方 で あ るが,実 験 その ものは198

0年 度 に完 了す るこ と にな っ てい るの で,そ の あ とを ど うす るか であ

る。 す で に実験 結 果 の 分析 を通 じて 明 らか にな って い る よ うva,CC

ISは 住 民 の コ ミ ュニ テ ィ度 に対 し プ ラス の影 響 を及 ぼ した。 そ の反

面,各 種 サ ー ビスが 有 料化 され る と,利 用 度 は 大 幅 に減 退 す るで あ ろ

うこ と も確 か で あ る。 と りわ け,現 在 の よ うに500世 帯 程度 の規 模

で のサ ー ビス提 供 は 高 くつ く。

従 っ て,実 験 以後 の 可能 性 と しては,住 宅公 団 や地 元 の協 力 を得 て

CCISの 規 模 を拡 大 し,か つ運 営 費 の一部 を も地元 等 の援 助 に よ っ

て,新 しい商 用 化段 階 へ と移 行 せ ざる を得 な い こ とにな る。

も しそれ が 可 能 で あれ ば,現 在 よ りも よ り地 域 に密着 した 情報 シス

テ ム と して活 躍 す る こ とが 期待 され る で あ ろ う。

一 方 ,筑 波 研 究 学 園 都市 にお い ては,す で に難 視 問題 が 生 じて い る

こ とか ら,有 線 テ レ ビが建 設 され る可能 性 が大 きい。1980年 代 中

期 には そ の シス テ ムが 実現 す る もの と思 われ る。 さ ら に,同 都 市 にお

い て科 学博 が 開 催 され る こ と も内 定 して い る。

この2つ の要 素 か ら,多 摩CCISを 遙 か に しの ぐ新 しい情 報 ・通

信 シス テ ムが,同 都 市 の イ ン フ ラス トラク チ ュア と して建 設 さ れ る見
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過 しは ます ます強 ま りつ つ あ る。

恐 ら くこの シス テ ムは,単 に生 活 情報 の提 供 のみ な らず,都 市管 理

情報 及 び研 究 情 報 につ い て も配 慮 した 高度 な もの とな る であ ろ う。 し

か しな が ら,情 報 処 理 系 のサ ー ビス が コ ミ ュニ テ ィ度 の 向 上 に役 立 つ

とい うこ とは あ ま り期待 されな い。 それ は主 と して生 活 情報 の局 面 に

お け る問題 で あ る と考 え られ る。(小松 崎 清介(財)電 気通信総合研究所)

② 地 方 行 政 と情報 シス テ ム

つ ぎ に,地 方 行 政 の課題 と して,住 民参 加 形 の行 政 が あげ られ て い

るが,こ の分 野 に貢 献 し うる情 報 シス テ ム の 開発は 推 進 され て い るだ

ろ うか。 関 連 す る プ ロ ジ ェク ト報告 と して,「 行 政 情報 シス テ ム の需

要 動 向 お よび 今 後 の シス テ ム開 発 の あ り方 に関 す る調査 研 究 」(三 井

情報 開発)と 「地 方 行 財 政 デ ー タ利 用 に関 す る研 究 開発 」(地 方 自治

情報 セ ンター」 の2つ か ら回 答 が寄 せ られ て い る。

これ に よ る と,地 方 行 政 の複 雑化 傾 向 の増 大 に伴 い,電 算機 利用 の

範 囲 も従 来 の大 量 定 型 反 復 処理 か ら,予 測,計 画 の 分 野へ の高 度利 用

が 思考 され る よ うにな り,住 民 と密 接 した分 野 及 び長 期 的視 点 に立 っ

た地 域 社 会 の ビジ ョン作 りの た め に利 用 され るべ きで あ る と して い る。

しか し,前 節 で述 べ た意 味 での 住 民参 加 型 行 政(具 体 的 に『は 住 民 の

意 見'思 惑 を吸 収 す る形 態)の た めva直 接 寄 与 す る情報 シス テAの 開

発 は 未 だ 困難 であ り,こ れ は 先 にあ げた 生 活 情報 シス テ ム等 との結 合

に よ って 可能 とな るの では な か ろ うか。

また,自 治体 に お け る80年 代 の電 算機 利 用 の課題 と して,デ ータ

ベ ー ス と分 散処 理 の2点 を あ げ て お り,前 者 では 行 政 区域 な どの面 的

情報 の蓄積 や 検 索 技 術 な どの 開発 が 重要 で あ る として い る。 後 者 では

窓 口業 務 な どで の ス タ ン ドア ロ ン型 の オ フ ィス コン ピ ュー タの 利用 を
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予 想 して い る。

資料V

「行 政 情報 システ ムの 需要 動 向 お よび 今後 の

シス テ ム開発 の あ り方 に関す る調 査 研究 」

昭和40年 か ら今 日 までの 自治体 の電 算処 理 適 用 業 務数 の 推移 をみ

る とほ ぼ直 線 的 な伸 び を示 して お り,都 道 府 県 全体 では年 間約280

業 務(県 平 均5～6業 務),市 町村 全体 では 約580業 務 が新 規 に開

発 運用 され て い る。 また,自 治体 間 に電算 利 用 の程度 にば らつ きがみ

られ,遅 れ てい る 自治 体 での利 用 の余 地 が大 き く,今 後 と も電 算機 利

用 の拡 大 が 予 想 され る。

適 用 業務 数 の将来 動 向 調査 に よれば,県 では1団 体平 均50の 業 務

が電 算 化 され て お り,こ れ に電 算化 予 定 の業 務 お よび将 来 電 算化 が 可

能 と され る業務 を合 わ せ る と1県 平 均約150業 務 が電 算 化 可能vaな

る と考 え られ て い る。 部 門別 にみ る と,土 木 部 門,統 計 部 門 で の利 用

拡 大 の 可能 性 が大 きい。 市 レベル では,1市 平 均30業 務 が 電算 処 理

され てお り,将 来 は約80業 務 が 電算 化 可能 とな る と考 え られ てお り

部 門別 には,民 生 ・保健 衛 生 部 門 での利 用拡 大 が予 想 され る∩

自治 体 の電算 利 用 の方 向 を シス テ ムの高 度 化 とい う視 点 でみ る と・

給 与 計算 や 税 務 事務 な どの大 量 反復 的 な 事務 処 理 業 務 の電 算 化 が 一応

終 了 し,今 後 は,原 課 個 別 業務 へ の適 用 拡大 と並 行 して シス テ ム的 に

高度 な管 理業 務 や 予 測計 画 業 務へ の適 用 拡 大 の方 向 に あ る とい え る。

また,シ ス テ ム開発 運用 の形態 につ い ては,か っては 電 算 主管 部 門

が シス テ ム の開発 か ら運用 まです べ てを 一 括 して行 って い たが,近 年

では,電 算 主 管 部 門 は,全 庁 共通 の基本 的 な シス テ ムや 技 術 的 に高 度

な シス テ ムの み を担 当 し,原 課 個別 業務 シス テ ムは電 算 主管 課 の 協力
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の も とθ(,原 課 自身 で開発,運 用 を担 当す る とい う傾 向が み られ る。

これ は 業務 内容 に精通 した 原課 職 員 が システ ム開発 運 用 を担 当す る と

の利 点 を 生か そ うとす る もの で あ り,庁 内 の オー ブ ンプ ログ ラマ の教

育研 修 に よる コン ピュータ 人 口の増 大 が この方 式を 可能 に して い る。

この よ うな オ ープ ンプ ログ ラマ方 式 は 今後 と もます ます 拡大 してい く

こ とと思 われ る。

シス テ ム開発 の動 向 を システ ムの 共有 化 とい う視 点 でみ る と,従 来

は'各 部 門の 個別 の ニーズ に対応 して シス テ ムが個別 に開発 され て き

て いた が,近 年 は,シ ステ ムの見直 し に よ る統 合化 や 全庁 的 な シス テ

ムの共 有化 を図 り運 用の効 率 化 を め ざ して い る団体が 多 い。 具 体 的 に

は,庁 内各 部 門 で の デー タ の入 出 フ ロー の分 析や 電算 出力帳 票 の 使用

実 態分 析 に もとつ く重複 デ ータ の整理 や デ ータ の共有 化,あ るい は,

各種 資 金管 理 事務 の よ うな 部 門間 で類 似 す る システ ムの統 合 ・共通 化

とい う動 向 が み られ る。

自治 体 にお け る1980年 代 の電 算 利用 の課題 としては,① デ ー タ

・ベ ース と,② 分 散処理 の2点 が挙 げ られ よ う。

デ』 タ'ベ ース につ い ては,す で にい くつ か の県 や 大 規模 の 市 で開

発 が手 が け られ てい る。 そ の多 くは 情報 管 理 とい う視 点 か らの ア プ ロ

ー チ で ,電 算 利 用 に伴 う庁 内 保有 デ ー タを 全庁 的 な利用 に供 す る こ と

を 目的 と した もの で あ り,行 政 の 企画 や 計画 策 定 をデ ー タ面 で支 援 す

る こ とを め ざ した シス テ ムであ る。 これ は今 日の 自治体 を取 りま く環

境変 化 に よ り発 生 す る多様 な行 政 需 要 に対 す る行 政側 の企画 調 整機 能

の充 実 や 総合 行 政 の 推進 を 情報 面 か らサ ポ ー トしてい こ うとい う考 え

方 に よ る もの であ る。 デ■一一一・タベ ース で 問題 とな るのは,第1に デ ー タ

自身 の 整 備 であ り,こ れvaは 行 政機 関 のM/Tvaよ るデ ー タ流 通 ・交

換 の促 進 が重 要 な課題 とな る。 第2に 技 術 面 では大 量 な行 政 情報 管 理

のた め の デ ータ'ベ ー ス管 理 シス テ ム(DBMS)の 問題 であ る
。
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行 政 情報 の特 徴は行 政 区域 な ど地 理 的(面 的)情 報 の重 要 性が 高 い こ

とであ り,そ れ ら情報 の 蓄積 や検 索 の技 術 な らび に図 形(地 図)処 理

技 術 の 開発普 及 が 重要 な課 題 とな る。 第3に デ ータ利 用 上 の 問題 とし

て,社 会 指標 や行 政 の活 動 や成 果 を表 わす(行 政指標)の 体系 化 な ら

び に計量 分析 手 法 の開発 な どが企 画 業務 支 援 に際 し必要 とな る。 この

点 に関 しては,行 政機 関 相 互 の,経 験 の交換 や 共同研 究 あ るい は専 門

機 関 の活 用 等 を通 じた ノ ウハ ウの蓄 積 が課題 とな る。

分 散処 理 につ い ては,近 年 の オ フ ィス コン ピュータ の技 術 進 歩 に よ

り注 目 され は じめた もの で あ る。 自治体 にお い て も従 来 は大 型機 で の

集 約 処理 に よ る効 率化 とい う考 え方 が 強 か った が,現 在 で は大 型機 と

オ フ ィス コ ン ピュー タ との機 能 分化 に よ り双 方 の機 能 の 特長 を生 か し

た よ り効 率 の高 い処 理方 法 が 検 討 され て きて お り,実 現 して い る とこ

ろ もあ る。 特 に窓 口業務 で の オ フ ィス コン ピュータ の利 用拡 大 が予 想

され る。

1980年 代 には この よ うな電 算 機利 用 の浸 透 が 自治 体 内 の 事務 処

理 や情 報管 理 の形態 を変 え て ゆ くこ と と思 わ れ る。 こ とに シス テ ムの

共有 化 が促 進 され る こと に よ り,従 来 いわ れ て い る縦割 行 政 の弊 害 を

な くす る1つ の要 因 とな る可 能性 もあ る。(石 塚 隆 三井情報 開発㈱)

な お,全 庁 的 な行 政情 報 の共 同利 用 を 目的 として 「行 政 情 報処 理 セ ン

タ ー構 想 」 が行 政管理 庁 に よ り進 め られ て お り,当 初 の計 画 で は,昭 和

57年 に オ ン ライ ン化 され て本格 稼 動 が予 定 され て い る。 これvaよ れ ば

一管 庁 で処 理 で きない行 政 分 野 もカバ ー で きる こ とに な り,各 省 庁へ の

コ ン ピュー タ重複 投 資 もさけ られ よ う。 将来 地 方 自治体 か ら の ア クセ ス

が 可能 になれ ば,こ の分野 で の全 国 的 な デー タベ ース と して強 力 な もの

とな ろ う。
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(3)自 然 と 開 発 に関 す る もの

自然 環 境 の保 全 と地域 開発 のバ ラ ンス制御 のた め の情報 処理 シス テ ム

も期待 され る ものの 一 つ と言 え よ う。 例 と して,「 伊 勢 湾周 辺 都 市 にお

け る環 境 資源 の制 御 シス テ ム」 と題 す るプ ロ ジ ュク トが 地域 計画 連 合 に

よ り報 告 され てい る。

これ は,伊 勢湾 に流 入 す る水系 の排 水 の コ ン トロール と,伊 勢湾 地域

か ら排 水 され る廃 棄 物 の コ ン トロール の2つ の側 面 か ら アプ ローチ した

もの で あ り,「 最 も少 な い廃 棄物 で最 も多 くの サ ー ビス(純 生 産所得)

を享受 す る こ との で き る地 域像 」 の 実現 を狙 った もの であ る。 そ して,

と くに指 摘 すべ き点 は,解 析結 果 の利 用 の仕方 につ いて で あ る。 す な わ

ち,地 域環 境 容 量 の 狭 小性 の みを 指摘 され,将 来 の開発 余 地 が な い とい

うの では困 る とい うの が周辺 各 県 の意 識 であ り,そ の ため に,廃 棄物 の

排 出効 率 とい う新 しい評価 概 念 を導 入 した わ け であ る。

今 後 の地 域 環 境 管 理 計画 に とって,こ うした新 しい社 会 規 範 を導 入 した

制 御 情報 シス テ ムが不 可欠 な もの とな ろ う。

① 環 境 保 全

公 害 ・環 境 汚 染 の監視 シス テ ムは,大 気 ・水質 ・廃 棄物 な ど各 種 の

プ ロジク トが実 施 され,個 々のサ ブ シス テム と して既 に稼 動 して い る。

と くに,大 気 汚染 関係 の シス テ ムは ニ ーズ が高 く,大 都 市 にお い ては

何 らかの 形 で導 入 され てい る。 また,工 業 コ ン ビナ ー トを対 象 に した

大 気 汚 染 予 測 制御 シス テ ム(APMS)が 通 産 省 に よ りパ ッケ ー ジ化

され てい る。 これ は,単 な る汚染 監 視 に止 らず,数 時 間 先 の汚 染 濃度

を予 測 し,地 域 全体 の汚 染発 生源 の排 ガ ス量 を規制 し,環 境 汚 染 が一

定 レベ ル以 下 の状態 を保 つ よ うに した予 測 制 御 シス テ ム であ る。

これ らの シス テ ムは 電 子通 信 技 術 の進 歩 は も とよ り,あ らゆ る学 問
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分野 での研 究 成果 と相侯 って今 後 ます ます 高度 化 す る こ とにな ろ うが

同 時 に,エ ネル ギ ー,交 通,気 象.土 地利 用 な どの 社 会環 境,自 然環

境 の変化 と複 雑 に係 わ ってお り,こ れ らの要因 は 社 会構 造 が 高度 化 す

る に従 って増 大 す る傾 向が あ る。 この た め に も,個 々の サ ブ システ ム

を包 含 した総 合 シス テ ムの実 現 が期待 され てい る。 こ の点 に関 し,っ

ぎの シナ リオ を例 と した い。

資料VI

　　 　 　　 　　 　 「都 市 型大 気 汚染 防 止対 策 調 査」

　低汚 染 型 都 市を 含 め て,1980年 代 の都 市型 大気 汚 染 問 題 は・ エ

ネル ギ ー問題 と交 通 問題 を抜 き にしては考え られない。 地方 中核 都 市 を

代 表格 とす る低汚 染 型 都 市 におけ る将 来の大 気 汚 染 シナ リオ を描 くと

次 の よ うにな る。

1.エ ネル ギ ー問題 に 関係 して

　 ① 　 省エ ネルギー シフ トが 進行 す る中 にあ って も,　 ドラスチ ックな エ

　　 ネル ギ ー危 機 が無 い限 り,民 生用 エ ネル ギ ー 需要 は 着 実 に増 大 し

　　 よ う。 この結 果,都 心 部 にお いて は ビル 型 の 低煙 源 汚 染 が 問題 と

　　 な ろ ㌔ また,住 宅 に関 して もエ ネル ギ ー需 要 の質 的,量 的 変 化

　　 vaよ り,NO　 x排 出 問題 が 無視 しえ な くな り,こ とに 高密 度住 居 地

　　 区 では 近 傍 汚染 問題 が顕在 化 す るか も しれ な い。

　 ② 都 市域 にお け る大 量 のエ ネ ル ギ ー消費 は,汚 染物 質 の排 出 のみ

　　 な らず,大 量 の熱 排 出 を促 して い る。 ヒー トア イ ラ ン ドに よ って

　　 新 た に形 成 され た 都 市風 に よ る汚染 物質 輸 送 の問題 が 指摘 され 始

　　 めて お り,今 後 は 都 市 の大 気 質 と熱 環 境 との総 合的 な 分析 が必 要

　　 とな ろ う。

　 ③ 石 油代 替 エ ネ ル ギ ー とし て石炭 の登場 が確 実視 され てい る。 石
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　 炭 に関 しては 火 力発 電 所等 大規 模 施 設 にお け る石 油代 替 が 中心 と

　 　な ろ うが,エ ネ ル ギ ー需 給 が逼 迫 した場 合 には,民 生用 エ ネル ギ

　 　ー の一部 に,直 接,石 炭 を利 用す る可能 性 もあ る。 この際 には,

　 石 炭 貯 蔵 ス ペー ス,汚 染 防 止対 策 等 の 問題 か ら,個 別 の ビル で の

　 石炭 利 用 は 考 え られ ず,地 域冷 暖 房 等 の熱 源集 中化 シス テムが 見

　 直 され よ う。

　 　 　この よ うな石 炭 利 用 方策 の選 択 を 誤 まれ ぱ,低 汚 染 型 都 市 の大

　 気 質 は著 し く悪 化 す る こ とにな ろ う。

④ 　 地方 中核 都 市等 では,大 量 の電 力 消費 に よって,電 源 立地 地 域

　 へ の 間接 的 な汚 染 物 質排 出を行 な ってい る点 も見 落 とす こ とは で

　 　きな い。 地 方 中核 都 市 では,今 後 い っそ う中枢 管理 機 能 の集 積 が

　 　進行 す る と と もに,都 市人 口の増 加 や 家庭 内電 力需要 の増 大 に よ

　 　 り,電 気 エ ネル ギ ーへ の依存 率 は 益 々高 まろ う。 一 方 で,電 源 立

　 地 の 困難 さは 日増 し に強 まって い る。

　 　 　従 って,地 方 中核 都 市 にお い て も今 後は あ る程 度 の 都 市 内発 電

　 　を 前 向 き に検 討 す る こ とが要求 され るか もしれ な い。 この場 合 に

　 　は,省 エ ネ ル ギ ー型 の熱 併給 発 電 シス テ ムや,ソ フ トエ ネル ギ ー

　 　を 中心 とす る ロー カル エ ネル ギ ー シス テ ムが検 討 の対 象 となろ う。

2.交 通 問題 に関 係 して

　①　 自動車 よ りの汚染 物 質排 出は,排 ガ ス規 制 の浸透 に よって序 々

　 　に減 少 の方 向 に向 かお う。 これ まで の大 方 の予 想 では,中 ・長 期

　 　的 には,交 通量 の増 加 に相 殺 され て,再 び 汚染 が進 行 す る もの と

　 　され て いた が,エ ネル ギ ー制 約 の側 面か ら,交 通 量 の増 加 には 自

　 ず と限 界 が あ る もの と考 え られ る。

② 　 NOx環 境 基準 の緩 和 に よ り,低 汚 染 型都 市の 多 くは,環 境 基 準

　 　を ク リアす る よ うにな った。 しか しな が ら これ は 発 生 源 か ら 一

　 定 以 上 離 れ た 測 定 点 で の濃 度 に関 してで あ り,幹 線 道路 沿 道 等
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　 では環 境 基 準 をは るか に上 回 る濃度 を示 す のが 一般 であ る。 排 ガ

　 ス規 制 の 浸 透す る1980代 に おい て も,こ の よ うな道 路近傍 の

　 汚染 問題 は容 易 に解 決す る とは 考 え られ ず,低 汚 染 型 都 市 にお け

　 る大 気環 境 管 理 の 上 で,近 傍 汚 染 問題 は 最大 の課題 とな ろ う。

③ 排 ガ ス規 制 に続 く自動 車交 通 対策 は,交 通 量 抑 制策 であ る と思

　 わ れ るが,都 市活 動 を 低下 させ るこ とな く交 通量 を抑 制 す る方 策

　 には 自ず と限 界 が あ り,ま た,マ ス トラ(大 量 輸送 交 通機 関)へ

　 の代替 も,経 済 的側 面 か らの 阻害 要 因 に よって,多 くを期待 で き

　 まい。

　 　従 って,今 後 は,道 路 近傍 汚 染 を防 止 す るた めの 土 地利 用 計 画

　 や 都心 部 へ の交通 トリップ集 中化 を回 避 させ るため の 都 市構 造改

　 吾等 ・ 都 市 計画 的 側 面か らの検 討 を行 な うこ とが 不 可欠 とな ろ う。

　 　 以 上 の シナ リオを 前提 として,今 後 必要 な,あ る いは い っそ う

　 の充 実が 望 まれ る情 報 処理 システ ムを列 挙 してみ る。

　 　 O地 域 エ ネ ル ギ ー デー タ バ ンク

　 　 　　 需 要 ・供 給 ・ネ ッ トワーク

　 　 　　 未 利 用 エ ネル ギー ・ローカル エ ネル ギ ー等

　 　 Oエ ネ ル ギ ー 消費 モ ニタ リング シス テム

　 　 　　 大 規 模 消費 ケ所

　 　 　　 面 的 消 費者 → ポイ ン トサ ン プ リン グ

　 　 o都 市 エ ネ ル ギ ーの トー タル コ ン トロール シス テ ム

　 　 。 ヒー トアイ ラン ド及 び都 市 内微 気 象 に関 す るモ ニタ リング シ

　 　 　 ス アム

　 　 。近傍 汚 染 解 析 モ デ ル 及び モ ニ タ リン グ シス テ ム

　 　 O都 市 内交 通 流 コ ン トロール シス テ ム

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 (根 津 浩一邸　　 日本環境技研㈱)
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② エ ネル ギ ー

　　上 記 の例 に も見 られ る通 り,エ ネル ギ ー に関す る情報 が 環 境汚 染 や

　開発 行為 の基礎 デ ー タ と して重 要 な位 置 を占 め る よ うにな りつつ あ る。

　 しか る に,こ れ ま で,わ が 国 のエ ネル ギ ーデ ー タは総 合 的 な統 計 デ ー

　タが主 で・ しか も,生 産 供 給 サ イ ドの ものが 中心 をな して お り,消 費

　サ イ ドか らの体系 的 な具 体 的 デ ータは把 握 され てい な か っ た。 この 遅

　れ を と り戻 し,消 費 構 造 や 消費 単位 お よび環 境 影 響 な どの情報 を含 む

　 「技 術 ・経 済 的 デ ー タ」 の早 急 な整 備が 望 まれ てい る。

　　 JEDBI日 本 型 エ ネ・レギー'デ ータベ ー ス)は この 様 な観 点 か ら

構 築 が 提唱 され た もの であ り,80年 代 中期va向 け て 開 発 が期待 され

　る社 会情報 シス テ ムの 一 つ と云 え よ う。

資料理

　　 　 　 　 「エ ネル ギ ーデ ー タベ ー スの開 発 ・整備 」

　 EDBの 必 要性 と問題 点

　 エネルギーデータベース(EDB)とes　 ,エ ネルギーを主 題 に広 い応 用 範

囲 を想定 して編成 されたデータベースである。その内容 としては,エ ネ

ル ギ ー資源 の輸入 や 輸 送 ・貯蔵 ・変換 お よび消 費 な ど に関 す る量 的

な 「経 済的 統 計 デ ー タ」,エ ネル ギ ーの 供給 ・変 換 にお け る効 率 や

消費原 単 位,環 境 影 響,流 通 関 係 な どの質 的 な もの を含 む 「技 術 ・

経 済的 デ ータ」,お よび新 エネ ル ギ ー開発,設 計技 術,加 工 技 術 な

どの知 識 ・情報 を盛 り込 ん だ 「技 術 デ ー タ」 な どが 考 え られ る。

　 わ が国 の エ ネル ギ ーデ ー タは,従 来 よ り総 合 エネ ル ギ ー統 計 や エ

ネル ギ ー'マ ト リックス の よ うな ものが 整 備 され て来 た が,こ れ ら

は主 と して経 済的 統 計 デー タ で,し か も生産 ・供給 側 の ものが 中心

をな してお り,消 費 の側 か らの体系 的 な具 体 的 デ ー タは 把握 され て
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　い なか った。 この種 の デ ー タの整 備 の遅 れが,わ が国 におけ る各 種

　エ ネル ギ ー政 策 の経 済 性 や効 果 の評 価 を困 難 に し,有 効 な資源 配 分

　を図 る上 で の十 分 な判 断 材料 を欠 く状 態 を もた らして い る。 特 に,

　消費 構造 や 消 費 原 単位 お よび環 境 影 響 な どの情報 を含 む 「技 術 ・経

済 的 デ ー タ」 の早 急 な 整備 が望 まれ て い る。

　 欧 米 では'70年 代 初 頭 か ら,エ ネル ギ ー問題 にお け る3E,す

　なわ ち 　Economy,　 Engineering,　 Environment　 を

意 識 して これ らに橋 渡 しをす るた め の分 析 システ ム とそ のた め のE

　DBの 開発 が進 め られ,米 国 では ブル ックヘ ブ ン国 立 研究 所 のEM

　DB(EnergyModel　 Data　 Base　 ),欧 州 共 同体(EC)

　の国 際 的EDBの 整 備 が行 な われ,そ れ ぞれ 年 間数 億 円の予算 が投

　ぜ られ て い る。

2.EDB開 発 ・整備 の条 件

　 　 1979年,総 合研 究 開発機 構 は 『EDB－ の開発 ・利用 推 進 に関

す る研 究 』を と りま とめ そ の報 告 書 を公 開 した。 それ に よ ると 「技

術'経 済 デ ー タ」 を 中心 と した 日本 型 エ ネ ル ギ ー デーー一　"ベ ース(J

　 EDB)の 構築 が提 唱 され てい る。 そ の構築 手 順 として は,日 本 全

　体 のエ ネル ギ ー体 系 を 線 図 で表 わ した,い わ ゆ るRES(レ フ ァ レ

　ンスエ ネル ギ ー シス テ ム)の 作成 か ら,プ ロセ ス の選 定,デ ー タ要

素 の選 定,デ ー タ の収 集/開 発,運 用 システ ム の 開発 に至 る一連 の

作 業 が 示 され て い る。 そ れ と同 時 に,こ れ らの デ ー タを 駆使 す るた

　め の分 析 シス テ ムや モデ ル の 開発 も必 要 であ る。 これ らの活 動 を 円

滑va推 進 す るた め に 「JEDBセ ンタ ー」 を 設 置 し,自 ら調査,収

集,測 定,実 験 な どのデ ー タ収集/開 発 活 動 を行 な うか た わ ら,政

　府公 共 体,企 業 団体,研 究機 関,研 究 者 な どか らの全 面 的 な協 力 を

得 る こ とと して い る。J'EDBの 利用 者 は 分 析方 法 の開 拓 者 であ る。

そ こか ら再 び 新 た に デ ー タへ の要 求 が 生 まれ る。 そ の傾 向は,情 報
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処理 シス テ ムの進 歩 と共 に強 ま る であ ろ う。 そ こに 常 に分析 シス テ

　ム ・デ ー タの 間 にギ ャ ップが 生 じ る。 そ こ でJEDBの 利用 促 進 と

　 JEDB自 身 の成 長発 展 とい う,相 互 拡 大 の 好 ま しい 循 環 が80

年 代 に実現 す る こ とが期 待 され る。

3.　 政 策 に対 す る要 望

　 　 JEDBの 開発 と運 用 には 数億 な い し数 十億 円の資 金 を必 要 と し,

　民間 の 商業 ベ ース では まか な い られ る もの では な い。 欧 米 のEDB

がす べ て 政府 ベ ー ス で作 られ て い る の と同 様,JEDBも 政 府 が乗

　 り出す こ とに よ り,資 金 面並 び に デ ータ 収集 面 で開 発 を促 進 させ る

べ きで あ る。 また,政 府 な らび に公 共 体 は,現 在 収 集 ・整 備 しつ つ

あ るエ ネル ギ ー/環 境 関 連 デ ー タ を,広 くエ ネルギ ー関係 研 究 分 野

に公 開 もし くは利 用 可能 な状 態 にす べ きで あ る。 さ ら にデ ー タ の採

取,表 示,公 開 の方 法 等 につ い て必 要 とあれ ば 立法 等 の措 置 を含 む

制度 面 の整 備 を進 め る こ とに よ り,適 正 なエ ネル ギ ー デ ー タ の 整備

を促 進 して ほ しい。　 　 (竹 野萬雪 セ ンチ ュ リー リサ ーチセ ンタ)

(4)生 きがい欲求に関するもの

　 多 様 化 す る 「生 きが い欲 求 」 に係 わ る諸 問題 を適確 だ処 理 す る情報 シ

ス テ ムが 出現 す れ ば,ま さ に画 期 的 で あ る'と同 時 に新 たな 社 会 問題 を提

起 す る こ とにな ろ う。 けれ ど も,コ ン ピ ュー タ を利用 した 相 性 判 断,占

い,進 学 相談 な ど数 え切 れ な い 「相 談 プ ログ ラム」 が古 くか ら存在 し,

これ らの 中には 高度 の情報 検 索 や統 計 数 学 を 駆使 して い る もの もあ る。

この よ うな 個 々 の 「相談 プ ログ ラム」 は,先 に述 べた 生活 情報 シス テ ム

に包 含 され る傾 向が あ り,80年 代 中期 には 内容 も豊 富uaな りよ り総 合

され た形 で,一 般 に手 軽 に利 用 され る こ とにな ろ う。

　 ここ では,こ れ ら とは別 に と くに今 後 ニーズ が 高 ま る と考 え られ てい
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る 「余 暇 の 利用 に関 す る もの 」 と 「医療 情報 に関 す る もの」 の 二 つ を焦

点 として 動 向 をみ た い。

① 　 余 暇 の利用

　 　 高 令化,核 家 族 化 の進行,休 日の増 加 な どの環 境 変化 に加 え て,国

　 民 の価 値 観,意 識 の変化 が余 暇va対 す る関 心 を高 め,80年 代 は 余 暇

　 時代 で あ る とさえ言 われ て い る。 この 問題 に関 す る種 々の プ ロ ジ ュク

　 トを 持 つ 日本 余 暇文 化 振 興 会 の瀬 沼 氏 は,余 暇 の需 給 ギ ャ ップ に よる

　 混乱 を 防 ぐため の適 確 な情報 シス テ ムの 必要 性 を つ ぎ の よ うに述 べ て

　 い る。

資料冊

　 　 　 　 　 　 　 「 我 国 の 余 暇 問 題 研 究 」

(1)　 80年 代 中期 の余 暇 問題 の展 望 と問題 点

　 　 80年 代 中期 の 社 会 にお い て は,国 民 生活va占 め る余 暇 の位 置 は,

　 現 在 よ りも,格 段 と高 くな る こ とが予 測 され る。 一つ は,完 全 週 休

　 二 日制 と長 期休 暇 の 普 及,及 び 新 し く教 育休 暇,文 化 休 暇 が 中教 審

　 の答 申(54年6月)vaみ られ る よ うに浸 透 す るであ ろ う。 生活 の

　 3分 の1が 余 暇 に な る とい う時 代 の 出現 であ る。二 つ は,GNPの

　 伸 び以 上 に余 暇 消 費が 増大 し,家 計 支 出 の3分 の1が ・ 余 暇 消 費va

　 あて られ る よ うにな る。

　 　 三 つ は,こ うした 時 間 と金 を背 景 として,自 己 実現 欲 求 が 高 ま っ

　 て くる と思 わ れ る。 い わ ゆ る余暇 時代 の出現 と考 え る こ とが で き る。

　 需要 の こ うした高 ま りと顕 在 化 に対 して,我 国は,供 給 サ イ ドの官

　 民 と も大 巾な遅 れ を とって お り,先 行 投 資 は な され てい な い か ら,

　 需給 ギ ャ ップ に よる混乱 が,こ の先 予 測 され る。 この問 題 へ の 望 ま

　 しい 情報 シス テ ムの導 入 が 期待 され る。
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(2)余 暇 問題 と情報 処 理 シス テ ム

余 暇 の供 給 サ イ ドで あ る民 間 企業 では,省 力 化,事 務 の合 理 化 を

目的 と して,宿 泊施 設,交 通機 関 の予約,レ ジ ャー施 設 の顧 客管 理

な ど に み ら れ る よ うに,コ ン ピ ュ ー タ を 導 入 し て い る ケ ー ス が 多 い 。

単 純 な集 計 機 能 が ら脱 皮 して,ス ポ ー ツ施 設 にみ られ る よ うに,メ

デ ィカルチ ェ ックに利 用 され た りス ポー ツ種 目の選 択 に活 用 され る

事例 も,近 年 で きて い る。

し か し,ま だ 現 状 で は,コ ン ピ ュ ー タ ー の 使 用 は,レ ソ ヤ ー 産 業

にお い て,集 計機 能 が圧倒 的 に多 く,高 度 な機 能 を荷 っ てい る こ と

は 少 い。 国 レベ ル では,運 輸 省 の観 光 情報 シス テ ム,通 産 省 の余 暇

情 報 シス テ ムが数 年 来 の研 究 を沿 てい るが,一 部 実験 的 な始 動 に と

ど ま って い る。 地 方 自治 体 レベル では,こ うした動 きは 皆 無 であ る。

また、,民 間 企 業サ イ ドで も,余 暇 情報 サ ー ビスを専 門 とす る企業 の

登 場 は,ま った く存 在 しな い。

住 民 が気 軽 に利 用 で き る よ うな余 暇 選択 の ア ドバ イ ス,プ ログ ラ

ムの 指導,余 暇指 導 員 の派 遣 な どにわ た る情報 サ ー ビスへ の期待 は

近年 ます ます高 くな ってきている。 余暇活動の 円滑な実践 に果す 情

報 の 重要 性 は,こ れ か ら高 くな る一方 で あ る。 人 々 の こ の面 へ の 期

待 は,き わ め て高 い と言 え る。

(3)政 策 提 言

80年 代 中期 にお い ては,(1)で み た よ うに,需 給 バ ラ ン スが くず

れ,供 給 の 不足 に よ る混乱 が発 生 す る こ とが 予 測 され る の で,少 く

と も余 暇 情報 の コ ン トロール に よ って,生 活 者 が いた ず ら に混乱 し

な い よ うにす る政 策 が課 題 とな る。

第1に 行 政 の力 で,中 央,地 方 を ネ ッ トに我 国 を網 羅 す る余 暇 情

報 システ ム を確 立 す る こ とが重 要 であ り,第2に,余 暇 の各 ソ ヤ ン

ル で民 間 企業 が 採算 ベ ー ス にの せ る ものは,行 政の バ ンク ア ップ に
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よ って企 業 で業務 を 開始す る こ とが で き る よ う援助 す る必要 があ る。

　 第3va個 人 サ イ ドva対 して は,地 方 自治 体 が住 民va密 着 した役 割

を荷 うの に最 も適 して い るか ら,余 暇 の選 択,プ ログ ラ ム開発,指

導 者養 成 な どに コン ピ ュータ を利 用 す る よ う国 は援 助 す る体 制 が望

まれ る。 地 方 自治 体 の この側 面 に おけ る施 策 は,民 間 企業 と比較 し

て,大 変 遅 れ てい るか ら,国 または,し か るべ き機 関 が仲 介 して,

啓 発 活動 を行 わ ない と,円 滑 な 始動 は,き わ め て難 しい。 そ れ故,

方 法 論 と して は,地 方 自治 体,民 間 企業,住 民 も参加 した 第3セ ク

タ ー で県 庁 レベ ル の余 暇情 報 セ ンタ ー を設 立 す るこ と も検 討 され よ

う。　　 　　 　　 　 　　 　　 (瀬 沼克 彰 　　(財)日本余暇文化振興会)

　 　け れ ど も,こ れ らの シス テ ムの 実 現 に当 っ ては,政 策 的 な 緊急 度,

　資 金 的裏 づ け等 の 面 で種 々の 制約 を受 け て い る のが現 状 の よ うで あ る。

　 た とえ ば,運 輸 省 に よ り計 画,実 施 され て い る 「観 光 情 報 シス テ ム」

　 の最 終 目標 は

　 　 a.情 報 収集 シス テム

　 　 b.蓄 積 ・検 索 システ ム

　 　 c.情 報 提供 シス テ ム

　 　 d.公 的 宿 泊 施 設 の予約 シス テ ム

　 の4つ か らな る総合 システ ム であ るが,現 時 点 では コス ト面 の制 約 等

　 に よ り,　 「全 国観 光 情 報 フ ァイル」 の作 成 と観 光 情報 セ ン ター の 開設

　 の2つ を完 了 した だ け であ る といわ れ る。

③ 医療 情報 シス テ ム

　 　 生活 水準 の 向上 と高齢 化 社 会 の到 来 に よ って健 康保 持 の意 識 が 高 ま

　 り,不 均衡 な文 明の 発達 は公 害病 や 職 業 病 を 生 み,心 因性 の病 気 や交

　 通 傷 害 も年 々増 加 して い る。 この よ うな状 況 で,人 々の 医療 に対 す る
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欲 求 は増 す ば か りであ り,結 果 と して,医 師 や看 護 婦 の大 幅 な 不足 を

招 きつ つ あ る。 患 者 は気 の遠 くな る よ うな診療待 ち の時 間 を強 い られ

サ ー ビス の 低下 を 嘆 く。 このた め,医 療 業 務 の 自動 化 に よ り医療 関 係

者 を 雑用 や ル ーチ ン ワー クか ら解 放 す るこ とを 目的 と した医療 情報 シ

ス テ ムが 開発 され て い る。

　 た とえば,初 診 者は 申込 書 を も とに コ ン ピュー タ診 断 され,そ の結

果 に応 じて専 門 の担 当医 に診 断 さ れ る。 作 成 され た カル テは そ の患 者

の 生 涯 カル テ として マ イ ク ロフ ィル ムva保 存 され るIDカ ー ド ・シス

テ ム と呼 ば れ る もの が 開発 され て い る。(ホ ス ピタル ・オ ー トメ ー シ

ョン ……東 海 大 学)

　 また,TOMIS(東 海 メ デ ィカル イ ンフ ォメ ー シ ョン ンス テ ム)

で は,外 来 患 者 の登 録,心 電 図 の解 杭 血 液検査 お よび 化 学 分析 等 の

自動 化 をは じめ,従 来 の人 間 ド ック で2～3日 か か る検 査 を3時 間 で

行 な う自動 検 診 シス テ ム と,患 者 の カル テの 自動 検 索,自 動 搬送 な ど

を コ ン ピ ュー タ処 理 す る病 歴 管 理 シス テ ムが稼 動 してい る。

　 コ ン ピ ュー タ とデ ィス プ レイ装 置 を使 用 し,医 学文 献,薬 品 情報 な

どの 医療 に必 要 な情 報 を即 時 に引 き 出せ る よ う用 語 の索 引 を 整 備 し,

デ ー タ検 索 を行 うシス テ ム も着 々 と 開発 が 進 め られ て い る(た とえ ば

医療 情 報 シス テム 開発 セ ンタ ー に よる 医学 シソー ラス実 験 情報 検 索 シ

ス テ ム)。 こ の よ うな システ ムが共 用 され る よ うになれ ば,医 療 やM

E(医 用 電 子)の 分 野 であ い まい だ った用 語 の統一 がは か られ,効 果

的 な情 報 収 集 が な され る。

　 な お,(2)で 述 べた 地 域 社 会 と密 着 した医療 情報 シス テ ム も構築 され

て い る。 神 奈 川県 で実験 され てい る救 急 医療 情報 シス テ ム では,県 内

の 市町 村 を6ブ ロ ック に分類 し,各 ブ ロ ック ごとva「 救 急 情報 セ ンタ

ー」 を設 け て ,ブ ロ ック内 の診 療 所 や 病 院,警 察 ・消 防 本 部 な ど に設

置 した 端 末 機 か ら電 話 で医歴 情 報 を セ ンター に集 中,急 患 の検 診,治
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療 に備 え る一 方,将 来 は横 浜 ブ ロ ックに設 け る 「コン ピ ュー タセ ン タ

ー」 π
,情 報 セ ンタ ーを直 結 した 医療 情 報 ネ ッ トワー クづ く りを 目指

す もの であ る。 この よ うな救 急 活 動 に必 要 な シス テ ムは 都 市部 ば か り

で な く,過 疎 地,離 島,無 医村 に とって も必要 な もの であ り,医 学用

CAIを 用 い ての 救急 指導 や 緊 急 時 の手 術 指導 等 が 考 え られ てい る。

資料DX

　　 　　 　　 　　 　「救 急 医 療 情 報 シ ス テ ム 」

　 昭和30年 代 に入 って交 通 事 故 に よ る死 傷 者 の増加 や いわ ゆ る患 者

の た らい まわ しが 社 会 問題 とな り,昭 和38年rcは 消 防 法 の一部 改 正

に よ り救 急患 者 の搬 送体 制 が強 化 され,ま た 翌39年 には厚 生省 令va

よ り救急 患 者 を受 入 れ る医療 機 関 の体 制 の整 備 が打 出 され 救急 指 定 病

院 が生 まれ た。

　 しか し,救 急 医療 の原 点va立 っ てみ れば,24時 間 患 者 を受 入れ,

かつ 最 高 水準 の医療 が行 なえ る施 設 が あれ ば,問 題 の大 部 分 が解 決 さ

れ る と思 わ れ るが,そ の よ うな医 療機 関 の整 備 は,早 急 には 実現 困難

で あ る と と もに,ま た 救急 医療 に従 事 す る専 門医 師 の不 足 も考 え られ

るo

　 この よ うな 背景 の もと に,昭 和49年 よ り,(財)医 療 情報 シス テ ム

開発 セ ンタ ー の手 で,救 急 医療 情 報 シス テ ム が研 究 開発 され る こ と と

な っ た の であ る。

　即 ち,夜 間,休 日 にお い て も医療 機 関 の応 需 状 況 を コ ン ピ ュータ に

よ って,よ り適 確 に把握 し,患 者 搬 送 を受 持つ 救急 隊 並 び地 域 住 民 に

そ の情 報 を 提供 す る シス テ ムで あ る。

　現 在 十 数 県 におい て 実 施 され て お り,社 会 システ ム と して注 目を集

め て い る。 現 在 の普 及 状 況 か ら鑑 み る と,80年 代 中期 に は,ほ ぼ 全

/
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県 に救急 医療 情報 シス テム が設 置 され る見込 み であ る。

現在 の救 急 医 療 情報 シス テ ム の問題 として主 な ものは,各 県 に 設 置 /

され て い る コ ン ピュー タ を備 え た 情報 セ ンタ ー の活 動 時 間 が,夜 間 し

か も特 定 曜 日 に集 中 して い る傾 向 が あ り,そ の他 の 時 間帯 では,コ ン !

ピュ一 夕 に余 力 が あ るこ と であ る。 資 源 の有 効 利 用 を考 え るな らば,

この余 力 を有 効 に使 うこ とが 考 え られ る。

即 ち特殊な治療 のできる医療機関(熱 傷,高 圧室療法,特 定疾患)

や 人 材 の応 需 情報 を提 供す る シス テ ム,ま た医 学 情報 サ ー ビス(医 薬

品 情報 サ ー ビス,文 献 情報 サ ー ビス,中 毒 情報 サ ー ビス,耐 性 菌 情報

サ ー ビス,心 電 図 解 析 サ ー ビ ス,… …)な どを 情 報 セ ン タ ー で 行 な わ せ

る こ とが考 え られ る。

この よ うな 仕 組 の 導入 に よっ て救急 医療 情報 シス テ ムは,医 療 側 か

らの 情報 のみ であ った の が,医 療 側(医 師,病 院運 営 者)へ の 情報 提

供 も行 な うこ と とな り,双 方 向 へ 進む 理 想 的 な形 態 にな る。

更 に,将 来 の 発展 と してみ るな らば,住 民 の健 康管 理 や へ ぎ地 の診

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 駅　　　　　　,,

療 サ ポ ー トな どい ろ い ろな システ ムが,救 急 医療 情報 シス テ ム を 要

と して有機 的 に結 びつ くな らば,各 県 の地域 医 療 の完 成 に大 き く貢献

で き る。

一 方 ,県 境 に お け る状 況 を 考 え るな らば,県 内 レベ ル に と ど まらず

他 県 との 情報 交 換 も必 要 とな るで あ ろ うか ら,全 国 的 に整 合 性 の あ る

シス テ ムづ く りが必 要 とな る と思 われ る。

医療 情報 サ ー ビス につ い ては,中 央 で の デー タ ベ ー スづ くりと,各

県 の情報 セ ンタ ー にお け る処 理 との機 能 分 散を 考 え る こ とが 必 要 とな

る 。

技 術 上 の 問 題 と し て は,コ'シ ピ ュー タ 間 ネ ッ トワ ー ク の 構 築 や 安 価

な 漢字 入 出力 装 置,図 形 入 出装 置 の 開発 が 望 まれ る。

この よ うな 発展 を 実現 す るた め π は,救 急 医療 情報 シス テ ムを,救
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急 医療 に限 定 せず,地 域 医療,広 域 医療 の 中 で と らえ,よ りよい 社 会

を実現 して い くた め の,社 会 シス テ ム とし て位 置付 け し,こ れ を支 援

す る政策 の 推進 が 望 まれ る。

　　 　 　 　 　　 　 　 (今 井 健雄　　(財)医 療情報 システム開発 センター)

●ま と め

　 今 回は 多 項 目に わた る選択 式 の ア ンケ ー トは行 わず,比 較 的 自由 に記述 す る

方 式 を とっ て,80年 代 中期 の 社会 シス テ ム の動 向 を論 じて もら った。 調 査対

象者 もコ ン ピ ュー タ関 係 の 職 種 にあ る者 で は な く,シ ンク タ ン ク と呼ば れ る組

織 か ら プ ロジ ェク トチ ー ムの代 表 者 を選 ん だ。 自由 記 述 と云 っ て も,内 容 は 担

当 した プ ロ ジ ェク トを通 じて の意 見 に おの ず か ら限 定 され るの だ が,お おむ ね

各 分野 にお け る開 発 の経 過 と,そ の延 長 上 にあ る80年 代 中期 の シス テ ム動 向

の予 測が な された。 同 時 に,各 分 野 での シス テ ム開発 と実用 化 の 問題 点 が論 じ

られ た が,こ れは 政 策 的 援 助 と社会 的 ニーズ の高揚 を促 す もの が主 で,技 術 的

な側 面 か ら の難 し さを述 べ た もの は あ ま りな か った。

　 社会 シス テ ムの動 向調 査 では,対 象 が広 範 囲 の分 野 に渡 る の で・ 共通 部 分 を

抜 き出 して統 計 的 処 理 を施 す こ とは 困難 だ し,と くに今 回 の場 合 は 各 々の 回答

が そ の ま ま で,各 分 野 の シス テ ム動 向 を探 る ため の 精度 の高 い 資料 と考 え られ

る の で,い ら ざ る加 工は極 力避 け,可 能 な限 り原 文 を載 せ た。 な お,交 通 ・物

流,防 犯 ・防 災,教 育,流 通 の各 分野 は本 来,社 会 情報 シス テ ム として取 り上

げ られ るべ き もの で あ り,80年 代 中期 にお い て も重 要 な課 題 とな る5き もの

であ るが,回 収 もれ や,整 理 不 充 分 の た め本 文 中か ら割 愛 して し まった こ とを

御 了承 いた だ き,若 干 の 補足 を加 え た い。

　 は じめ に,交 通 ・物 流 の 分 野 では 新 しい方 式 の交通 コ ン トロール と新 しい輸

送 機 関 の 開発 が 今後 に期待 され て い るが,た とえば,建 設 省 が 中心 とな っ て進
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　めて い る 「デュ アル モ ー ド トラ ック シス テ ム」 は 一般 道路 で は普 通 の トラ ック

　 と同 じエ ン ジ ンと運転 手 に よ って走 行 し,専 用軌 道 上 では 無人 電 車 と して コン

　 ピ ュ一 夕'コ ン トロール され る もの であ る。 これ は,80年 代K都 市 内 の一 部

の貨 物 輸送 に実験 的 に導入 され る可能 性 が あ るが
,こ の よ うな 新物 流 システ ム

　の事業化 には輸送経費を低 く抑え ることを 目的 とした効率的運行 を制御す る総

合 的 な情報 シス テ ムが 不 可欠 であ る とい われ る。

　 防犯'防 災 での大 規 模 シス テ ムは,や は り災 害 に関 す る情報 収 集 と処 理,緊

急 連 絡 行 政 措 置等 の対 策 に役 立つ 総 合 シス テ ムを 目指 す もの が主 で これ ら に

つ い て 自治 体単 位 で研 究 開発 が進 ん でい る
。 た とえば,日 本地 域 開発 セ ンタ ー

に よ る 「広 域 的 都 市施 設 の 防災 機 能」 に関 す る調 査報 告 では ,都 市 防災 施 設 の

基本 的 考 え方 とし て,従 来 の よ うに防 災施 設 をハ ー ドに と との え るだ け でな く

各種 の ソフ トな体 制 とのか らみ で,機 能 と施 設 を組 合 せ る必要 が あ り,そ の よ

うな観 点 に立 った総 合 的 な 情報 シス テ ムが 必要 であ る として い る。

　 教 育 の分野 では・CAIシ ス テ ム が大 き な比 重 を 占 めて い るが,放 送 大 学va

も見 られ る よ うπ,生 涯 教 育 の意 識 が 高 ま りつ つ あ る こ とか ら,こ のた め の 情

報 シス テ ムの ニーズ が増 え る と考 え られ る。 このた め には,先 に述 べ た 生活 情

報 シス テ ム(キ ャ ップテ ンや 画像 応 答 シス テ ム も含 む)と 結 合 す る こ とが早 期

実現 の 一つ の方 法 で あ ろ う。

　 流 通 の 分 野 で は ・ ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト,直 販 シス テ ム な ど の 出 現 に よ り,古

くか らの流通 体 系 が 見直 され て きつつ あ る。 と くに,コ ン ピ ュー タ と結 び つ い

たPOS(ポ イ ン ト・オ ブ ・セ ール ス)シ ス テ ムは急 激 にニ ーズ が 高 ま り
,シ

ス テム化 が 進 ん で い る。 普 及 の時 期 も昭和58年 を 目途 として お り
,80年 代

中期 には完 全実 施 され る もの の一 つ であ ろ う。 また,一 部 の 企業 では プ ッ シュ

ホ ン等 の加 入 電 話 回線 を用 いた デ ータ通 信 方 式 に よ りペー パ ー ・レス の受 注 方

式 を 実用 化 して い る ところ もあ り,こ の分 野 にお け る新 しい 情報 シス テ ム の開

発 が今 後大 い に期待 され る と ころ であ る。(147ペ ー ジの ヒア リング記 録 に詳細

が述 べ られ てい る。)
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　 この章 の最 後 に,す べ て の人 々に極 め て関係 の深 い郵 便 の 未来(電 子郵 便)

に関す る シナ リオを 見 よ う。

資料X

　 　　 　 　 　 　　 　 「郵 便 の未 来 展望 に関す る調 査 研 究 」

　郵 便 の 未展 望 に関す る調査 研 究 にお い ては,多 くの 専 門分 野 ご との研 究

ヵ;平行 的 に行 な わ れ た。 それ らを統 合 して紀元2000年 に お け る郵 便 の

姿 を よ り分 り易 い形 で描 き出す た め に,2つ の シナ リオが準 備 され た。 こ

の シナ リオは,各 研 究委 員 の意 見を デル フ ァイ法 的 に フ ィー ドバ ック しつ

つ ま とめ上 げ た もの であ る。

　 この シナ リオを基 礎 に して,1980年 代 中期 にお け る郵 便 の あ り方 を

シナ リオ と して ま とめ れば,以 下 の とお りとな る。

シナ リオ(A)一 楽観 的 未来 一一

　 わが 国 の経 済 は,資 源 ・エ ネル ギ ーの不 足 に直 面 して い るが,経 済 政策

な どが適 切 に行 な わ れ る こ とtllよ り,年 率5%台 の安 定 成長 を続 け,そ れ

に対 応 して郵 便 総通 数 も順 調 に伸 び る。 なか で も・郵 便 とか か わ りの深 い

第3次 産業 は大 き く伸 び て郵 便 活 動 を支 え るこ とにな る。

　 一方,人 口の地 方 分 散は着 実 に進 む が,そ れ に よって 全 国 一率 料 金 で あ

る郵 便 サ ー ビスは さ らに重 要 性 を増 す こ とにな る。

'
エ レク トロニ ック ・メ イ ルは,大 企業 を 中心 と して 次第 に普 及 す るが,

,この 分野 は す で に郵便 以外 の通 信 手 段 に委 ね られ て お り,従 って郵便 に対

す る影 響は 少 な い。

　 また,フ ァ ックス もめ ざ ま し く普 及 す るこ とに な るが,同 様 に郵 便 に対

しては さ して影 響 を 及 ぼ さ ない であ ろ う。

　 企業 郵便 は コ ン ピ ュー タ に よ るメ ッセ ー ジの作 成 や 宛 名 の 印刷 な どに よ
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る工程 の合 理 化 に よ りさ ら に伸 び続 け る。'

　 個人 の差 出す郵 便 は,手 紙 に対 す る価値 観 が高 ま る こ とに よ り,次 第 に

増 加 す る。 これ に 影 響を 及 ぼす と見 られ るホ ー ム フ ァク スは ・1980年

代 中期 には まだ 普 及 がそ の 緒 に つ いた ばか りで あ る。

　 わ が国 の経 済 は,度 重 な る オ イル ・シ ョ ソク に よ り次 第 に活 力 を失 な い

1980年 代 中期 には成 長 率 は2%以 下 とな る。 この よ うな経 済 活動 の沈

滞 に よ り,郵 便 通 数 は次 第 に減 少 し,郵 便 料 の値 上 げは さ らに郵便 パ ナ レ

を招 くとい う悪 循 環 に陥 い る。

　 合 理化 の要 請が きび し くな り,オ フ ィス ・オ ニ トメー シ ョンが進 展 す る

結 果,こ の面 で も郵便 通 数 は マ イ ナス にな る。 ダイ レク ト ・メ ールな どは

他 の代 替 的 メ デ ィア にか な り移 行 す る。

　 もっ と も,個 人 郵 便 は 手軽 な レ ジ ャー活動 の意 味 もあ って,僅 か な が ら

増 加 す る,ホ ー ム フ ァク スの 影 響 も1980年 代 中期 には まだ それ ほ ど現

われ な い であ ろ う。

　郵 便 の未 来 につ い ては,上 記 の(A)(B)の2通 りの シナ リオ の 中間 に

お い て,実 際 の 推移 が 見 られ る もの と思 わ れ る。 そ れ が(A)に 近 づ くか

あ るいは(B)に 近 づ くか は,政 策 のい か ん に よ る もの と考 え られ る。

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 (小 松 崎 　清 介　 　(財)電 気通信総合研究所)
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2.3　 個 人 シ ス テ ム

　 本 節 では,80年 代 にお け る個人 ・家 庭 生活 面 で の情報 化 の動 向 につ いて調

査 した結 果 を,調 査 結果 概 要,意 見 の説 明 に分 け て紹介す る。

231　 調査結果の概要

(1)調 査 の 視 点と方 法

　 80年 代 中期 にお け る個 人.・家 庭 の生活 は,余 暇 社 会,学 習社 会 へ の

指向 を ます ます強 め る こ とか ら,生 活 情報 に対 す るニ ーズ が増 大 し,し

か も次 第 に受 け手 主 導 の情報 が求 め られ る こ とにな るだ ろ うと言 われ て

い る。

　 この よ うな ニー ズ に対 し,'端 末 装 置 として家 庭用 テ レ ビ,キ ー パ ッ ド,

電 話器 を組 み合 わ せ た各 種 情報 の提 供 サ ー ビスが,現 在,英 国 に お け る

PRESTEL,日 本 のHi-OvIS,　 CAPTAINの よ うな画 像 応 答 シス

テ ム と して 実験 サ ー ビス を開 始 しつ つ あ る。

　 こ の よ うな状 況 の もとで,当 プ ロ ジ ェク トでは,昨 年 度(54年 度)
　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 　　囲

ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィとい う新 しい概 念 に もとづ き,今 後 ネ ッ

トヴー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの仕 組 み を利 用 して提供 が 予 想 され る新 しい

サ ー ビス形 態 を い くつ か想 定 し,ア ンケ ー ト調査 を行 った。

　 サ ー ビス形 態 の種 類 は,前 述 した画 像応 答 システ ムを 始 め と し,異 シ

ス テ ム間結 合,電 子郵 便,電 子 新 聞等 の企 業 ・個人 向 け の サ ー ビス で あ

り,'85年 頃 の 時点 にお け るそ れ らの実 現 ・普及 等 あ 度 合 や普 及 に当

っ ての 問題 等 の 設 問 に対 す る回 答 ・・意 見を 得て いる。

　 昨 年 度 の調 査 内容 は,技 術 予 測 に近 い こ とか ら,調 査 の対 象 者 は・ 専

門的 知 識 を有 し比較 的情報 マ イ ン ドが高 い と見 られ る情報 処 理 関係 の専

門技 術 者,管 理 者約500名 で あ る。
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　今 年 度 の調 査 にお い ては,調 査 項 目を個 人 ・家 庭 生 活面 で の情報 化 の

動 向 に しぼ り,シ ス テ ム と しては,前 記 の画 像応 答 に よ る情報 提 供 サ ー

ビス のみ を と りあげ てい る。

1生)　ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィとは

　 ネ ットワーク ・ユーテ ィ リティとは,各 種の端 末 か ら多種 多様 な情報 シ ス

テ ムを 自由 に利 用 で き る よ うな仕 組 み を意 味 し,利 用 者 全体 が情 報 に よ

る効用 を公平 に 受 けることがで きるネットワークを介 したユーティリティであ る。

　 その 理想 像 は,各 家 庭 や事 務 所 に 置 かれ た端 末 装置 が社 会全 体 との 接

続 点 と して機 能 し,そ れ を通 じて必要 な情 報 ・知 識 を随 意 に取 り出す こ

とを可 能 と し,あ わせ て社 会活 動 へ の 能動 的参 画 へ の窓 口 とな る よ うな

姿 で あ る と想 定 され て い る。

　調 査 の方 法 と して は,昨 年 度 の技 術 予測 主 体 の ア ンケ ー ト方 式 とは や

り方 を変 え,個 人 ・家 庭 にお け る情報 化 の ニ ーズ,形 態 生活 に与 え る影

響 等 を,従 来 の情報 処理 以外 の分 野 で広 く活 躍 して お り,人 間 の心 理 ・

行動 ・社 会 と人 間 との か か わ り合 い な どの研 究 ・仕 事 に従 事 して い る各

方 面 の専 門家 か ら,比 較 的冷 静 で洞 察力 に富 ん だ具体 的 な意 見 上 して聴

取 す るこ と と した。 調 査 対 象 者 には,画 像応 答 シス テ ムの概 要 説 明 ど,

昨年 度 の情報 処 理 専 門家 に対 す る ア ンケ ー ト調査 結 果 の概 要 を示 し,以

下 の よ うな 設 問 に対 す る意 見 を求 め た。

　 調査 で用 い た 設問用 シナ リオ と質 問項 目を 資料 として120ペ ー ジに付

し てお く。

　 ①　 個 人 ・家 庭 の生 活 にお け る行 動 ・態 度 等 の 精神 面 に対 す る影 響

　② 要 求 が 予想 され る情報 の種 類 と,情 報 の 受 け手側 にお け る普 及 形

　　 態 お よび道 筋

　 ③ この よ うな情報 サ ー ビス に対 す る政 府 施 策 の あ り方
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意 見 を寄 せ て 頂 い た方 々は以 下 の6名 であ る。

犬

久

田

岬

森

赤

田

保

中

川

本

充

彦

盛

悟

郎

夫

　

し

　

　
　

二

　

よ

一

兄

英

昭

東海大学　 政治経済 学部教授

漫画家

埼玉大学　経 済学部教授

SF作 家

会社員(54年 度情報化週間けん賞論文特選入選者)

日本 放送協会 　解説委 員

(2)昨 年度調査結果 の概 要

　画 像応 答 シス テ ム に よる情 報 提 供 サ ー ビス の 個人 ・家 庭 用,業 務 用 と

しての1985年 頃 にお け る普 及 度 を比 較 して次 の よ うな こ とが 言 え る。

。家庭 用 と して大 部 分 の家 庭 に普 及 す る と答 え たの は6%足 らず,ほ と

　 ん ど普 及 しな い と い うの が 約34%で あ り,一 方,業 務 用 と して は,

　か な り普 及 す る と答 え たの が 約44%,ほ とん ど普 及 しな い,と い う

　 のが3%で あ り,1985年 頃 にお いて は,家 庭用 よ りは,業 務 用 と し

　 ての 普及 が進 む とみ て い る。

。一 部 で普 及 す る と い う答 が,家 庭用 で約60%,業 務 用 で53%と,

　約 半 数 を 占め て い る。 これは,設 問 中で一 部 とい う範 囲 が 明確 でな い ・

　 ため,技 術 開発 が 進 み一 部 の大 都市 ・大 企業 な どで は大 規 模 に普 及 す

　 るだ ろ うとい う肯 定 的 見方 と,コ ス ト的 にみ て まだ まだ実 験 的 利 用 が

　 多 く,ほ ん の一 部 に しか普 及 しな いだろ うと い う否 定 的 見 方 の 両方 が

　可 能 で あ るが,他 の設 問 にお け る普及 を は ば む要 因 に関 す る回答 と照

　合 してみ る と,否 定 的 回答 とみ るの が妥 当 と思 わ れ る。

　 次 に,利 用 に対 す る意 識 の設 問 では,60%以 上 が 利 用 した い とい う

回答 で,利 用 した い と思 わ な い とい うのは 約14%に 過 ぎず,こ の よ う

な サ ー ビス に対 す る関心 の 強 さを示 して い る。 こ こでは,利 用 コス トは
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無視 して い るが,他 の設 問 で は タ ー ミナル価 格 が5千 円/1月 以 下 な ら

購 入 して も良 い と答 え て い る回答 が 約62%あ る。

　 次 に,一 部普 及 す る,あ るいは,ほ とん ど普 及 しな い,と した 回答 者

が,そ の普 及 を はば む 要 因 につ い て ど う考 え て い るか を聞 いた が,回 答

者 が 上位 に きて い る のは,情 報 の使 用 コス ト,端 末 コス ト,通 信 コス ト

とい うよ うに利 用 の コス ト面 で で あ り,こ の3要 素 で全 体 の 約60%を

占め セ い る。 これ らの 結果 か らす る と,普 及 を は ば む要 因 と し ては,一

に コス トで,あ とは 提 供側 に お け る情 報 の整 備 の大 変 さ,お よび,受 け

手 主 体 の双 方 向 に よる情報 の積 極 的 利 用 には な か な か な じ まな い の では　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

な い か と い う利 用 者意 識 の問 題 が あ る と言 え よ う。

　 そ の他 の要 因 として あ げ られ てい た50回 答 の 具体 的 中味 は以 下 の通

りで あ る。

。必要性 が薄 い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13

。操作性,プ ライバシー保護,信 頼性 な どの技術 面で未だ未完成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

。段階的普及 が必要で,時 間 を要 す る　　　　　　　　　 　　 5

。情報 に対 す る対価意 識の欠如　　　　　　　　　　　　　　　4

。情報 の画一化 に対す る反対　　　　　　　　　　　　　　　4

。回線利用 の制限 4

3

件

。情報活用 の知識 に乏 しい

件

件

件

件

件

件

　 また,ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの将 来 像,実 現 性 に対 す る 自由

な意 見 としては,295件 あ り,技 術 的 な問 題 よ りは,コ ス ト面 で の 普

及 の難 し さ,社 会 の仕 組 み と して定着 させ るた め には個 人 ・企 業 にお け

る価 値観 の変 容,雇 用 問 題,産 業 構 造 の変 革 等 の社 会的 課 題 の解 決 と相

ま って進展 させ る必 要 が あ るな どの意 見 が 多 くみ られ た。 これ ら の意 見

の い くつ か を以 下 に紹 介す る。

①　 会 社 へ 出勤 しな いで 自宅 で勤 務 す る形 が生 まれ るで あ ろ う。 た だ し
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　 これ は単 に機 器 が で きれ ば実 現 する とい うものでな く,個 人 の意 識 変 化,

　 生 活 様式 の変 化,新 聞社 とTV会 社 の統 合 の よ うな業 界 の再 編 成,そ

　 れ に伴 な う失 業 と再 雇 用 な どが必 要 な の で短 期 間 には 実 現 しな い。

②　 機 能 と価 格 が均 衡 す れば 実 現 す る と思 われ る。 た だ そ の時 の経済 効

　 果,及 びそ れ が実 現 した際 の 社会 心理 的 影 響 等 に つ い て調 査,研 究 す

　 る必要 が あ る。

③ 　 1)実 現性 は高 い。 まず 企業 に おい て,次 に個 人 へ と。

　 　 2)機 密 保持,要 用 の防止 が大 切。

　 　 3)企 業 収 益 性 か らの 主導 で な く,政 府 又 は国 民 に選 出 され た人 々

　 　　 に よ る機 関 で の プ ラ ン ニ ングを心 掛 け るべ き。

④ 　 多種 多様 な シス テ ム を広 く活 用 で きる趣 旨 そ の もの は大 き く異 論 は

　 な いが,

　 　 1)利 用 者 の ニ ーズ に十分 答 え られ るか

　 　 2)従 来 の もの の考 え 方 か らス ム ーズ に移 行 で きる か

　 　 3)ハ ー ド,ソ フ ト面 の問 題 解決

　 　 4)現 状 を ど うす るか(例 え ば人,社 会 の しくみ 等)

　 　 な ど多 方 面 にわ た っ て解 決 す べ き問題 が あ り段 階 的 移 行 な どじ っ く

　 　 り考 え るべ きで あ る。

⑤　 大 型 耐 久 消 費財 不 在 の今 日,新 しい商 品 が 求 め られ て い る。情 報 ネ

　 ソ トワー クの タ ー ミナル は 有望 商 品 と思 う。

　 　 日本 の エ レク トロニ クス,通 信技 術 は 世 界最 高 と信 じ て い る。 日本

　 の 自動 車 の 次 に走 る主 力 商品 とな るべ きもの と思 う。

⑥　 社 会 が安 定 す る程,落 ち こぼ れ組 の破壊 活動 も過 激 にな る。 一 ケ所 、

　 の破壊 で社 会 全 体 が 大 混 乱 にな る よ うな便 利 さは許 され な い。 ネ ッ,ト

　 ワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィは技 術 的 には 問題 な い と!思 うが,社 会 シ ス テ

　 ム として の安定 性 に つ い て　 1)破 壊 活 動,2)地 震,3)核 爆 発,4)

　 侵 略等 に耐 え られ る もの とす べ きで あ り,こ れ が解 決 す れ ば実 現 は容
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　 　易 で あ ろ う。

　⑦　 国,地 方 自治 体,企 業 独 自 に開発 した ので は期 間,コ ス トと もに か

　 　 か るた め,電 々公 社 の よ うな もの(仮 に情 報 サ ー ビス公 社 とす る)を

　 　設 立 し て,リ ー ドオ フは公 社 が行 い,企 業 が 積 極 的 に機器 を 開発 す る

　 　 よ うに した ら よい。 そ のた め に も国 が も っ と情 報 産業 育成 に 力 を入 れ,

　 　補 助 をす べ きで あ る。

(3)今 年 度 調査 結 果 の概 要

　 　 昨 年 度 調査 で得 ら れた結 論 の一 つ は,こ の よ うな シス テ ムの 実現 ・普

　 及 に 当 っ て重要 な こ とは,技 術 的 問題 とい うよ りむ しろ コス ト面 で の普

　 及 の難 しさが あ り,さ らに,社 会 の仕組 と して定 着 させ るた め には・ 将

　 来 にお け る人 間 の価 値 観 や生活 態 度 の変容 へ の対 応 や,社 会 にお け る個

　 人 の利 益 と企 業 ・社 会 コ ミュニテ ィ との間 での利 害調 整 の よ うな 問題 の

　 解 決 な どの方 が重 要 であ る とい う意 見 を得 た 事 であ る。 この よ うな こ と

　 か ら今年 度 の調 査 では,個 人 ・家庭 生活 に お け る行 動 ・態 度等 精 神 的 な

　 面 に与 え る影 響 や,情 報 の受 け 手側 に対 す る普 及 形態,政 府 施策 の あ り

　 方 に対 す る有識 者 の意 見を求 め てい る訳 で あ る。

　 　 次 第 では,得 られ た意 見の すべ てが 盛 り込 まれ てい るが,こ れ らの 全

　 般 的 な傾 向 と しては 以下 の よ うな ものが あ る。

　 o個 人,家 庭 生活 へ の 影 響 がか な り具 体 的 シナ リオ に よって え がか れ て

　 　 い る。

　 o普 及 の形態 と しては,昨 年 度 結 果 と同1じでや は り業務 用 が まず 先 で・

　 　 徐 々に個 人 ・家 庭 向 にな ってい く。

　 o政 府 は,こ の よ うなサ ー ビス の フ ァ シ リテ ィの提 供 に徹 す べ き であ り'

　 　 提供 情 報 や サ ー ビス に関 して は 民 間 企業 に まか せ るべ きで あ ろ う。

　 O総 合 的 な情 報 通 信 政策 が必 要 とな ろ う。

　 　 80年 代 の個 人 生活 は,現 在 よ りさ らに徹 底 して 情報 の洪 水 に翻 弄 さ

　 れ る こ と にな る。
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　 この よ うな 環境 下 にお い て,国 民 の各 人 は,ひ と し く公 平 に,公 共 的

情報 を利 用 し うる こ とを保 証 されな けれ ば な らな い。 と同 時 に,各 人 の

プラ イバ シ ーは保 護 され な け れば な らな い。

　 さ ら に個 人 は,情 報 を主 体 的 に選 択 し,主 体的 に利用 し うる よ うな,

制度 上,技 術 上 の手 段 が 確立 され る必 要 が あ る。

|
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資料

1980年 代中期の個人生活における

情報化についての解説

　 1980年 代 中期 にお け る個 人 ・家庭 の生 活 は,余 暇 社 会,学 習 社 会 へ の指 向

を ます ます 強 め るこ とから,生 活 情 報 に対 す るニーズ が 増大 し,し か も次 第 に

受 け手 主 導 の 情報 が求 め られ る こ とに な るだ ろ うと言 わ れ てお ります。

　 この よ うな 二 ⇒ ズに対 し,端 末 装 置 として家庭 用 テ レ ビ,キ ーパ ッ ド,電 話

器 を組 み 合 わせ た各種 情 報提 供 サ ー ビス が,現 在,英 国 におけ るPRESTEL ,

日本 のHi-OvIS,CAPTAINSの よ うな画 像応 答 シ ステ ム と して実験 サ ー

ビス を開 始 しつ つ あ ります。 これ ら の シス テ ムは概 ね次 の よ うな もの です
。

生活のあ らゆる分野にわたって さまざまな情報が用意 され ます

このシステムが提供す る情報 は,将 来,広 汎な分野にわたる ことが予想 されますが,

今 回の実験 では,生 活 に必要な情報 に'重点 をおき,10万 画面の情報 を,実 験 をすす

めなが ら用意す ることにしてい ます。

これ らの情報素材 は,各 分野の多 くの企業や公共機関か ら提供を受け ることになっ

ています。

　　　　　　●キャプテン実験システムの情報ジャンル

.　●・
　　　　 ニュース ・天気予報

ニ 二一 ス、 スポ ー ツニ ュー ス 、海 外 トピ ッ クス、

天 気予 報、歳 時 記 な ど。

　 　 ・　一

　　　　　　 く　　　ら　　　し　
,　　》'二

家庭医学、買物、料理、育児、交際 、交通情 報、

不動産案内、各種窓 口手続など。

　　　　　 教 育 ・学 習 ・教 養

.

各 税 の学 校案 内 、しつけ ・教育 、資 格 ・免 許 、文芸 、

書 籍 、学 習 プ ログ ラム な ど。

　　踊
躍7　 娯楽◆趣味'レ ジャー

催物 、スポーツ開 催予 定 ・施設案 内、趣 味 ・けい二審 、

ラジ オ ・テ レ ビ、映 画、 ゲー ム ・ク イ ズ な ど。

ご　　　　旅 行　・　観　光
国 内 ・海 外旅 行 、観光 ・行 楽地 、 名産 ・お みや げ 、

宿 泊施 設案 内 な ど。

ii讐 専 門 情 報
じ=ゴ ニ=

求 ノ、・求職 、株 式 市 況、 商品 価 格情 報 、 為替 相 場 、

各 種統 計 、会社 案 内 な ど。

▲　　　　　英　字　情　報 英 語 ニ ュー ス 、買 物 ・レス トラン ・旅 行 案 内 、

テ レビ ・ラジ オ番 組 案 内 な ど。
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特 別 な知 識,技 術 は い りませ ん。 簡 単 な操作 で だれ もが手軽 に利 用 で き ます 。

　 キ ャプ テ ンシ ステ ムは,ど こ の家 庭 に もあ る電話 と テ レ ビに ア ダ プタ ー な ど

を取 り付 け るだ け で 利用 で き ます 。

　 利 用法 も,電 話 で コ ン ピ ュー タセ ンタ ーを呼 び 出 し,キ ー パ ソ ドの ボ タ ン操

作 で知 りたい 情 報 項 目を指定 す るだ け で,特 別 な知識 や複 雑 な機 械 操 作 が一 切

い らな い簡 単 な もの です。

　 ●キャプテン実験システムの構成

キ ャ プ テ ン シ ス テ ム ・セ ン ター

　　　　　　 「 一ー 一一
　　　　　　 1

　　　　　　 l

　　　　　　 l
電話網　 　 1　 　 電話

一 　　一 　　一

薗像変換

センター

〔

電話局
二
電話局

　 アダフ

畠　,

　 ン

　 　 　 ◎

1

情　　報
センター

I

l　 鐙

1

l

l
　 　 コ ネ ク ター

|

1

1

1

1

1

l

I

l

I

l

lキ ーパッド

L-_____一_

1

情　　報
入力装置

　 　　家庭
一 一 一 一 一 一 ロ ー 一 寸

　　　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　 l

　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　　　　　　　 l

_」

1 '

(CAPTAINパ ン フレ ットに よる)

　 この よ うな画 像応 答 サ ー ビスの1985年 を 目途 とした普 及度 に つ い て昨 年 度,

当鹸 は情報処理 関係 の専門家約 … 名 に対 しアンケー ・調査 を行 った と・ろづ

次 の よ うな結 果 を得 て お ります 。
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個 人,ま たは一 般 家庭 用 とし て,1985

年 頃 には,

あ なた は,こ の よ うな シ ステ ム を利

用 したい と思 い ます か。

わか らない　 α6%

し

個人 ・家庭用画像応 答サー ビスの普及度(1985年) 画 像応答サー ビスの利用意識

画像応答 サー ビスの普 及をはばむ要因
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⑦
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。
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　今 回 の調 査 では,こ の よ うな個 人 ・家 庭 におけ る情 報化 の ニーズ を,従 来 の

情報 処 理 分 野以 外 で広 く活 躍 してお られ,人 間の 心 理,行 動,社 会 と人 間 との

かか わ り合 い な どを専 門 に研 究 してお られ る方 々 か ら,冷 静 で洞 察 力 に富 んだ

御意 見 をお 聞 きす る こ とを 目的 とす る もの です。

　以 上 の よ うな 背 景 を 前提 に,以 下の 設 問 に対 し 自由な御意 見 を頂 きた い と思

い ます。

1980年 代中期個人情報化質問項 目

1.こ の よ うな情 報 サ ー ビス の普 及 に伴 な い,個 人,家 庭 の生 活 にお い て,行

動,態 度等 精神 的 な面 に どの よ うな現 象 が 出 て来 る とお考 え です か。(良 い

面,悪 い面 か ら)

　 この よ うな 情報 サ ー ビス は,情 報 の受 け 手側 にお い ては どの よ うな 形 態 で

普 及 へ の道筋 を た どる とお考 え です か。 また,前 記 の他 に どの よ うな情 報 の

要 求 が 出て来 る とお考 えで す か。

3.　 この よ うな情 報 サ ー ビス に対 す る政 府 の政 策 の あ り方 につ い て ご意 見を お

　聞 かせ 下 さい。
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232　 1980年 代 中 期個 人 生 活 に おけ る情 報 化 に関 す る 意 見

　 　 この項 では,前 述 した1980年 代 中期 個 人 生 活 に おけ る情報 化 につ い

　 て,画 像 情報(応 答)サ ー ビス の例 をあ げ て,得 た 意 見 を載 せ て い る。 意

　 見 の 前 に若干 の説 明 を加 え た が もち ろん意 見 の 内容 を変 え る もの では な い。

　 読 者 には6編 の様 々な 社 会 の立場 に い る対 象 者 か ら寄 せ られ た意 見 を純 粋

　 な 個人 的 見 解 と して読 ん で頂 きた い と考 え る次 第 で あ る。

　 A

　 　 この 意 見 では 家 庭,個 人 の レベ ル まで,企 業 の マ ネ ー ジ メ ン トの思 想 を

　 持 ち こむ こ とがは た して 是 で あ るか 否 で あ るか を 述 べ て い る。 あ ま り,親

　 切 な情 報 を 個人 に提 供 す る こ との 可否 につ い て も疑 問 を呈 してい る。 た だ

　 この画 像応 答 情報 サ ー ビス の普 及す る条件 と して,長 期 的 な ゆ っ く りとし

　 た 社 会へ の浸 透,若 い世 代 へ の ア ピール,そ して な に よ りも必要 な の は き

　 め細 い 個人 々 々に合 せ たサ ー ビス内容,つ ま り情報 の質 を高 め る こ とで あ

　 る として い る。 政 府 へ の 要 望 では,直 接 的 な 援 助 等 につ いて は 問題 があ る

　 と して,情 報 の コ ン トロー ル に よる 「管 理 社 会 」 の領 域 に立 ち入 る こ とに

　 対す る大 衆 の反 発 を懸 念 して い る。

　 意 見A

　項 目① につ い て

　 こ うした情 報 サ ー ビス の普 及 と並行 して個 人 ・家 庭 生活 で起 こ る こ と

は,ホ ー ム ・マ ネ ジ メ ン トとい う概念(一 億 総 サ ラ リー マ ンの今 日 にあ

って は しば しば 企 業 マ ネ ソメ ン トの ア イデ アの転 用)の 一般 的 な普 及 で

あろ う。 また 逆 に,ホ ー ム ・マ ネ ジメ ン トとい うア イ デ アを 受 け入 れ る

程 度 の 高 い個 人 ・家 庭 が,こ の種 の情報 サ ー ビス の初 期 の需 要 者 に な る

とい うこ とで あ る。

　 さて,マ ネ ジメ ン トとい うの は本 質 的 に 「機 能 的 集 団 」(企 業 を 典 型

とす る)に お い て有 効 な概 念 では あ る。 定 常 的 な活 動 が 行 な わ れ る集 団
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　で有効 な の であ る。 だ が ・ 日常 生 活 の よ うに バ ラツキ の 多 い人 間 行 動 で

　は・ マ ネ ジ メ ン ト概 念 は ほ とん ど有効 で ない。 な い し不 必 要 な もの で あ

　る。 生 産 活 動 とい う人 間行動 では マネ ジ メ ン トは有効 だ が,消 費 活 動 と

　い う人 間行 動 では,管 理 しえ な い と ころ に喜 び があ る。

　 　した が っ て・ こ うした情報 サ ー ビスは,社 会 におい て管 理 的 な地 位 に

あ り,自 らの行 動 をセ ル フ ・マ ネ ジメ ン トす る(で き る)階 層 には
,急

速 に受 け入 れ られ ・ 普 及 す る であ ろ うが ,そ れ 以外 の 階層 か らは,そ れ

ほ ど熱 望 され な い と思 われ る.つ ま り,い きな り駄 衆 化 しな い。

　 こ うした情 報 サ ー ビス では'提 供 可 能 な 情報 の種類 と 頃 」 が重 要 に

な る。 決 め手 で あ る こ とに な る。 ここ の と ころ で,伝 達 され る情報 の 質

を 問 わな い今 日の電 話 サ ー ビス と本 質 的 に異 な ってい る
。 送 られ る情 報

の 質 を 問 わ な い の で・今 の形 での 電 話 サ ー ビス は 実質 的 に100%の 普

及 をみ た・ こ こ で問題 とな って い る新 情 報 サ ー ビスは質 が 問題 な の で
,

電 話 の よ うな ・00%の 普 及 に な る こ とは な い と思われ る
。

　 この よ うに普 及 に上限 値 のあ るサ ー ビス なの で,こ の シス テ ムの 受容

者へ の社 会 的'心 理 的 イ ンパ ク トは大 き い もの の ,こ のサ ー ビス の提 供

者 は・ 社 会 イ ンパ ク トのす べ て につ い て ,そ れ に伴 な う社 会 的 責任 につ

い て・ そ れ ほ ど神経 質 に な る必 要 は な い
。 限 られ た階層 の人 た ち だ け に

情 報 を 提 供 す る こ とにな るの で,今 日の テ レビの よ うな 「悪 影 響」 を そ

れ ほ どは じめ か ら心 配 す る こ とは な い
。

　 む しろ,こ うした 情報 サ ー ビス の効 用 を あ ま りに大 き く うた い,普 及

を いそ ぐこ とは・ あ ま りしな い ほ うカ・よい と思 わ れ る
.た しか に普 及 度

の増 大 につ れ て・ シス テ ム全 体 が効 率 的 に な り,費 用 も安 くな る では あ

ろ う。 だが経 済 性 を 重視 す ぎて ,普 及 にむ けて過 大 な圧 力 を加 え る と,

何 か 「管 理 社 会」 をむ りや り推 しす す め て い るか の ごと き 「誤解 」 を生

じ させ る こ とに な りやす い。 そ うした印 象 が生 まれ ない よ うに配 慮 した

ほ うが よい と思 わ れ る。
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　 つ ま り,普 及 の 度 合 と社 会 的 影 響 の量 と質 を慎 重 に に らみ合 わぜ ・調

査 しな が ら,徐 々に普及 をは か って い くとい う,気 なが で慎 重 なや り方

が 必要 であ ろ う。 一 方 的 に強 引 に普 及 をは か る ことは しない ほ うが よい。

　 項 目② につ い て

　 か っ て ル ー ム ・ク ー ラ ー が ビ ジ ネ ス の レベ ル で普 及 が 始 ま り・ し ば ら

くしてか ら家 庭 の レベ ル で の普 及 が始 ま った の と同 じよ うに・ この種 の

サ ー ビス ・シス テ ム も,企 業 の レベ ル か ら始 ま ると考 え られ る。

　 操 作 が簡 単 で素 人 で も取 り扱 え る とい うの は,必 要条 件 では あ ろ うが

こ の種 のサ ー ビス の普 及 の 直 接 的な 動 因 にな る とは 考 えづ らい・ ビジネ

ス の レベ ル で,さ ま ざまな 情報 の取 り扱 ・・,端 末機 器 の取 り扱 い に習 熟

し,そ して 情報 の必 要性 を感 じ出・して か ら,や っ と人 々は 新 しいサ ー ビ

スを 受容 しは じめ るので あ る。

　 ① で もふれ た よ うに,い わ ば 情報 エ リー トか ら・ こ のサ ー ビス'シ ス

テ ム は普 及 しは じめ る と思 われ るの で,は じめ の うちは,ブ ラ ック ボ ッ

クス として扱 え る とい うこ とには,そ れ ほ どの 重要 性は な い で あろ う。

　 情報 エ リー トへ の普 及 が 一段 落 した と ころ で・ は じめ て本 格 的 な マ ス

.マ ー ケ テ ィ ン グ を 始 め れ ば よ い の でe;kな い か。 そ れ で 遅 くな い と思 わ

れ るo

　 この意味 での第 二世代 とな るのは,活 字 離 れ 世代 に属 す る人 々であ ろ

う。 少 な くと も現 在40代 以 上 にな っ てい る人 た ち に とって は,情 報 は

活 字 で表現 され た もの とし て受 け 入 れや す い の であ る。 映像 情報 の ほ う

が,じ つ は 情報 そ の もの な の で あ ろ うが,古 い 世代 の 人 々 には ・ それ が

い った ん活 字 に変 換 され て 表現 され てい な い と,何 とな く本物 で ない よ

うに思 って しま うの で あ る。 そ うした形 の 「社会 化」 を長 い学 習 期 間 に

わ た って うけ て い る。

　 テ レ ビ と共 に 育 っ て きた人 は,そ うでは な い。 映 像 ・画 像 か ら直 接 に

情 報 を読 み とる能 力 を 開発 され て い る(マ ンガ世代 の強 味)。
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ま た,こ の 新 し い 世 代 は,ス テ レオ や 何 か で,複 雑 な ボ タ ン,ス イ ッ

チ の操 作 には,か な り慣 れ てい るの で,端 末 機 の複雑 な操 作 もか な りの

程 度 こな して しま うであ ろ う。 む しろ,操 作 の複 雑性 を回 避 して 提 供 情

報 のキ メ の細 か さを 犠 牲 にす る よ うな マ ー ケテ ィ ング をす る と,こ の新　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

サ ー ビス ・ シス テ ム の 魅 力 を そ ぐ こ と に な っ て し ま うで あ ろ う。

入 手 情報 に対 価 を 払 うこ とには,若 い世 代 は かな り慣 れ て きて い る。

い わ ゆ る情報 誌(ピ ァな ど)に も,い か に安 い とは い え,ど ん ど ん金 を

出す のが 若 い 世代 で あ る。 ラク を した い,そ の た め金 を 出す とい うのが

彼 らの流儀 であ る。 コ ス ト要 因 は,そ れ ほ ど心配 す る こ とは な い。

① に述 べ た こ と と重な るが,気 な がな普 及 過程 をあ らか じめ 計 画 し て

お い て,せ っか ち に な らな い ごとが大 切 だ と思 う。 新 しい こ とは い い こ

とだ とは,大 衆 の レベ ル では,必 ず し もな らな い のが,こ れ か ら の社 会

であ る。 イ ノベ ー シ ョンへ の反 発 も,十 分 に計算 に入 れ て いか な けれ ば

な らず,P.　 A.(パ ブ リック ・アクセ プタ ン ス)の 長 期 計 画 が 必 要 で あ る。
'

項 目③ につ い て

こ うした 情報 サ ー ビス の育成 のた め の条 件 づ く りに,政 府 が応 分 の寄

与 をす る こ とは望 ま しい として も,直 接 的 な援 助,助 成 を行 な うこ とに

は,か な りの 問 題 が あ ろ う。

80年 代 中期 か ら90年 代 に か け て注 意 しな け れぽ な らな い と思 わ れ

る こ との一 つ は,社 会 が全 体 と して 「管 理 社会」 の方 向 に向 か っ て い る

あ るいは 急 速 にそ の方 向へ 動 い て い る とい う 「感 じ」 へ の大 衆 の反 発 で

あ る。　 「省 エ ネ ル ック」 一 つ とっ て も,統 制 され るこ とへ の反 発 は,無

言 の うち に も,行 動 と して あ らわ れ て い る。 今 後,ま す ます この傾 向 は

つ よ ま っ て い く で あ ろ う。 こ の た め に も,民 間 に まか せ る,ま か せ て い

る と い うイ メ ー ジ作 りが 重要 に な っ て くる。

も う一 つ,公 共 か らの ものは タ ダ とい う考 え が,現 実 に もあ る。 公 共

料金 といえ ど も経 済原 則 か ら離 れ な い のだ が,大 衆は そ うは 考 え な い。
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タ ダ同 然 であ るべ きだ と思 っ てい るの で あ る。 そ うでは な い とい う発想

を植 え つ け る こ とは 必 要 だ とし て も困難 で あろ う。

　 この新 サ ー ビス ・シス テ ム の よ うに,提 供 者 と して,ど れだ け金 が か

か る のか,ま た,か け られ る のか が不 分 明な もの につ い ては,な るべ く

民間 に まかせ て料 金 設 定 を行 な い,政 府 は表 に 出 て くるべ き では な か ろ

う。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (犬 田　 充)

B

　 この 意 見 では,画 像 情報 サ ー ビスが 「雑多 な 情報 の 中か ら合 理 的 に 目的

の合 った情報 の選 択 」 が 可能 で あ る こ とを評価 し,反 対 に同一 情 報 を 多数

の人 が得 る とい う結 果 か ら,か え って 情報 混乱 を 引 き起 こす 危 険 を指摘 し

てお り,経 済 的 な観 点 に よ り,需 要 を起 す 市場 の ニーズ に対 して も疑 問 を

投 げ か け てい る。 さ らに利用 料 金 の問題 へ も言 及 し,大 衆 の情 報 に対 す る

価 値 の認 識 の 低 さ か ら も困難 さ を予 想 して い るが,開 発,提 供 す る側 で あ

る民 間 企業 の提 供 情報 の内容 につ いて の創 意 工夫,機 器 の コス トダ ウ ンに

対 す る努 力 しだ い では 発展 す る可能 性 は あ る と し,そ のた め,民 間 企 業 に

全 面 的 に期待 すべ き で政 策 的介 入 は 必要 では な い と述 べ てい る。

意 見B

1.一 般 に"情 報 サ ー ビス の普 及"は 不 完 全 情報 社 会か ら完 全情 報 社 会

へ の移 行 ・接 近 を意味 す るで あ ろ う。 不 完 全 情報 の下 での 消費 者(個

人,家 計 あ るい は 世帯)の 財 ・サ ー ビス の選択 行 為 と比 較 して,完 全

情報 の下 で の選 択 行為 は よ り適 切 な もの とな るで あ ろ う。 したが って

価 格 機 構 な い し 市場機 構 に よ る資源 配 分 も最 適 配 分 に近 づ くで あ ろ う。

この意味 で望 ま しい現 象 が 出 て来 る もの と思 わ れ る。 しか し,個 人,

家 庭 生活 の面 で も う少 しほ り下 げ て考 え て み る と,情 報 洪水 の 中 で,
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すなわち量的 に膨大 で質的 には雑多な水準の情報のなかか ら,目 的 に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

合 わ せ て取 捨 選択 を し,情 報 自体 を如 何 に賢 くこな す か,換 言 す れ ぱ

如 何 に活 用 して い くか とい う根本 問題 に直 面 す る。 下 手 をす る と情 報

洪 水 で 溺れ,流 され 主体 性 を 見失 な うお それ が 多分 に あ る。 さ らに,

例 え ば,あ る行 楽 地 は す い て い る とい う正 しい 情報 サ ー ビス に基 づ い

て,皆 が一斉 に合 理 的 に行 動 し,そ の結 果 は 社会 全体 では 大 混乱 とい

うよ うな現象 が従 来 よ りも増 幅 され て しば しば お こる の では な いか と

思 わ れ る。

2.以 上 では"情 報 サ ー ビス"の 費 用 を 誰が 負担 す るか とい う点 を一 切

無 視 し て 考 え て 来 た 。 と こ ろ で,質 問 文1.2.3に は す べ て 鵯情 報 サ ー

ビ ス"の 前 に 鵯 こ の よ うな"と い う形 容 詞 が つ い て い る。"こ の よ う

な 情報 サ ー ビス の普 及"と は,解 説 文か ら推察 して,有 料 の設 備 一 式

(コ ネ ク タ ー,ア ダ プ タ ー,キ ー パ ッ ドな ど)の 購 入 設 置 お よび 可 成

りの受 信料(年 額 または 月額)の 支 払 を前提 とした,民 間 企 業 な い し
、

公 社 公 団等 に よ る個人 に対 す る情報 サ ー ビス の提供(=普 及)を 意味

す る よ うであ る。 換 言 す れ ば,排 他 的な"情 報 サ ー ビス"の 需 要 供給

関 係(シ ス テ ム)の 創 出 お よび 普 及,す な わ ち排他 的 な 情 報 サ ー ビス

市場 の形成 過 程 を 問題 とし て い る よ うであ る。 そ こで設 備 一 式 とサ ー

ビス料金(受 信 料)を 考 慮 して問題 を考 え直 す こ とにす る。 設 備 一 式

の費 用 を無 視 して も,大 筋 に変 りは な いの で,サ ー ビス 料金 につ い て

二 つ の極 端 な ケ ース を考 え る こ とか ら始 め よ う。

一 つ はサ ー ビス料 金 が 無 料 の場 合 で
,こ の 場 合は 上 記1の よ うな ご

とが いえ よ う。 も う一 つ の場合 は,サ ー ビス料 金が通 常 の家 庭 では と

て も支払 えな い よ うな禁 示 的 高額 の料 金 であ って,"情 報 サ ー ビス"

が料 金 の面 で全 く普 及 しな い場 合 で あ る。 これ は ほ ぱ現 状 通 りの 事態

が続 く場 合 と考 え て よ いだ ろ う。

さて,両 極 端 を離 れ,料 金 がゼ ロと禁 止的 高額 の中 間 に あ る場 合,
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料 金 に相 応 して,そ れ 相応 の需 要 が発 生 す るであ ろ う。

　 　ひ る がえ って,供 給側 の状 況 を 考 え て み よ う。 巨額 の設備 投 資,運

転 資 金 を必要 とす るこの種 の"情 報 サ ー ビス"は,多 少 の 需要 が発 生

　した 程 度 では,採 算 が とれ な い であ ろ う。

　 　さ て,料 金 の禁 止 的 高額 設 定 を もち 出す ま で もな く,お 知 恵 拝 借

　 (=情 報)は タ ダ とい う日本 の 根強 い 伝統 の もとでは,若 干 の受 信料

を設 定 した だ け で,情 報 サ ー ビス に対 す る需 要 は 激減,殆 どゼ ロ とな

　る の では な か ろ うか。 現状 の ま ま で も,個 人 生活 情報 は各 種 情報 機 関

の提 供 す る殆 ど無 料 に近 いサ ー ビス で 間 に合 わ せ る こ とが で き るか ら

　で あ る。

　 画 像 応 答 情報 サ ー ビスの普 及 をは ば む最 大 の要 因 は現在 提 供 され て

い る情 報 よ り安 く情報 を提 供 で き るか ど うか とい うこ とにな りそ うで

　あ る。 情報 サ ー ビス の需給 関係 お よび価 格 ・費 用 の側 面 か ら判 断 して

情 報 サ ー ビス 市場 の成 立 は極 め て困難 で は な いか と思 われ る。

　 　しか しな が ら,若 干 見方 を変 え て,画 像 応 答 情報 サ ー ビス の特 色 を

新 聞 の縮 刷版,百 科 辞 典等 と同 様,映 像 な い し画 像 情報 の貯 蔵 お よび

必 要 に応 じて随 時利 用 が 可能 で あ る とい う点 に求 め,そ して 自動 車,

テ レ ビ,ラ ジ カセ,電 卓等 の新 製品 の 開 発普 及過 程 に見 られ る よ うに

新 ら しい もの は 提供 され さえす れ ぱ,必 らず普 及 してゆ くとい うこれ

　まで の経 過 を 考 え あ わせ るな らば,画 像応 答 情報 サ ー ビスの 普 及 も全

　 くの絶 望 とい うこ とには な らな いだ ろ う。 供 給 先 行,広 告 宣 伝 で 需要

が それ に付 随 す る側 面 も決 して軽 視 で きな い か らで あ る。

3.さ て,画 像 応 答 に よる個人 生活 情報 サ ー ビス の 開発普 及 には,ま ず

第 一 に そ の コス トダ ウ ン が 必 要 不 可欠 の条 件 で あ る と判 断 す るの で

新 機 軸 導 入 の可 能 性 に富む 民 間 企業 の創 意 工 夫 に期 待 を か け,政 府 の

政策 的介 入 は 能 う限 り避 け る こ とが望 まし い と考 え る。(田 中一 盛)
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C　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'

　 こ の意 見 では 現 在 の単方 向 だけ の画 像 情報 システ ム であ る テ レ ビとの 比

較 で ・ テ レ ビが 生活 の一 部 と して完 全 に定着 して い るに もか か わ らず,内

容 に かな り不 満 を 示 し・ 双 方 向画 像 情報 サ ー ビス シス テ ム に 「単 な る断 片

的 な知 識」 あ るい は 「便 宜 的 で興 味 本位 の情 報 伝達」 では な く 「生活 の豊

か さ」 に貢献 し うる内容 の充 足 を望 ん で い る。 そ して新 しい 情報 提 供 サ ー

ビス業 の 出現 を暗 示 し,普 及 の方 向 と しては教 育 ,政 治,産 業 とい った 専

門的 な情 報 を 必 要 とす る分野 へ の進 出 を始 め と し,家 庭,生 活 情報 に関 し

ては後 にな る と見 て い る。 政 府へ の要 望 では ,双 方向性通信 回線 の管理,ぽ

う大 な デー タ ベ ース を管 理 す る機 構,機 器 の規 格 の統 一 等 環 境 整 備 に対 し

強 く指 導 を 期待 して い る。

意 見C

1　 個人 ・家 庭 の生 活 に対 す る影 響

　　この問題 に関 して は,実 は わ れ われ は,す でにテ レ ビに よ って 国家

的 な スヶ 一 で の 「実験 」 を行 い,そ こか ら貴 重 で,高 価 な教 訓 を手 に

入 れ て い る。

　 な るほ どそれ は ・ これ までの 新 聞や 雑 誌 にな い新鮮 な情 報 を,迫 力

を もっ て伝 え て くれ る し,そ の 美 しい 色 彩 や 忠 実な再 生音 は 感 覚 的 な

満 足 も与 え て くれ る。

　 しか し反 面 ・ そ れ に よ って われ わ れ の知 的欲 求 が どれ ほ ど充 足 せ し

め られ た か・ われ われ の人 間 性 は い か ほ ど高 め られた か,に つ い て社

会 的 コス トとの 対 比 に おい て 自問 してみ る と き,必 ず し もそ の答 は 肯

定 的 でな い。

　 国 民経 済 的 に も少 な か ら ざ る投 資 を行 い,一 日の内 か な りの 生 活 時

間 を 拘束 され な が ら・結 局興 味本 位 の 「電 気 紙 芝 居」 の域 を 遠 く出ず

そ の相 当な 部 分 が押 しつ け が ま しいCMの 絶 叫 に よって 占拠 され て し
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　 まっ て い る と した ら,そ こ でわ れ われ が 喪 って しま った もの は,計 量

　不 可能 な もの も含 め て 決 して 少 くな い。

　 　だか ら この新 しい シス テ ム に お いて も,そ の シス テ ム設計 のね らい

　がそ の場限 りの 便 宜 性 の追 求 や,末 消 的 な好奇 心 の満足 にの みお か れ

　また そ の よ うに利 用 され る とき には先 の テ レビにお け るマ イ ナ スを拡

大 再 生 産す るだ け に終 るだ ろ う。

　 　そ れ か ら も う一 つ,こ の よ うな シス テ ムは国 民 全 体 の 生活 その もの

　の 向 上 に役 立 つ もの でな けれ ば な らな い とい うこ と であ る。 あの石 油

　 シ ョ ック の際 の トイ レ ッ トペ ー パー騒 ぎは と もか く,せ っか くの野菜

　が畑 で た ち ぐされ た り,魚 が とれ す ぎ て処 置 に窮 した りす る な ど,少

　 くと も最 も身近 な 生活 情 報 にお い てほ ん と うに国 民 に必要 な情報 は ま

　だ まだ不 足 して い る。 とて も情報 洪水 な どといえ る もの では ない し,

適 切 に 情報 が供 給 され れ ば 生活 物 資 の需 給 改 善や 物価 安 定 に大 き く役

　立 つ は ず であ る。

　 　とい うわけ で 単 な る断 片 的 な知識 の授 受 や,便 宜 的 で興味 本 位 の 情

報 の 伝達 に終 らせ ず に,精 神 面 を含 めた ほ ん と うの生活 の豊 か さ に貢

献 し うる よ うな シス テ ム を構 築 しな け れぱ な らな い し,ま た そ の よ う

　な 運 営 につ とめ な けれ ば な らな い と思 う。

　 要 す るに,こ の よ うな情 報 シス テム が個 人や 家 庭 の生 活 面 に与 え る

変 化 の ゆ くえ は そ のつ く り方,利 用 の しか た で決 ま る と考 え る。

2.普 及 の しか た と情報 の種 類

　 　この場 合 で もテ レ ビに お け る普 及 の パ ター ン とは 相 当違 った もの に

　な ろ う。

　 　この シス テ ム に よれ ば 情 報 の伝達 路 として,交 換 機 に よ って 自由結

線 の で きる電話 回線 網 を利 用 した 光 フ ァイバ ー通 信 が 用 い られ,送 り

手,受 け手 い ず れ の側 か ら も双 方 向 的 に,か つ選 択 的 に送 受 信 が 可能

　 とな る。
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　 だ か らテ レ ビ局や 新 聞 社(一 般 紙)の よ うに汎用性 の あ る情報 を広

く,浅 く供 給 して ゆ く 「ワンセ ッ ト型 」 の 情報 供給 業 は な りた た ない。

そ こで わが 国 では 初 め て とい って よい本格 的 な情報 マ ー ケ ッ トが情 報

メー カ ー,情 報 流通 業,そ して需 要 家 の 間 に成 立 して くるの では な い

か と思 わ れ る。

　 そ こ でい か な る情 報 か ら普 及 を は じめ るか であ るが,当 初 端末 の コ

ス トが か な り高価 な ものに な ら ざ るを得 な い と思 うの で ,そ の応 答 性

が直 接 実利 や 実益 につ な が る教 育(各 種 学校 ・免許 資 格)や 専 門(株

式 市況 ・医療),企 業 情 報 な どに限 定 され ざ るを得 な いだ ろ う。

　 また シス テ ムの普 及 の原動 力 とな る もの も主 として 情報 メ ー カ ー で

あ って,端 末 機 器 メ ー カ ーは副 次 的 な役 割 を果 す に と ど ま る もの とみ

られ ・ そ の点 で もテ レ ビとは 相 当違 った展 開 とな るだ ろ う。

　 主 な 情報 の種 類 ・利 用 法 として は次 の よ うな もの が考 え られ る。

(1)社 会 ・政 治 情報

　 　 一 般 的 な ニュースや トピックスは他 の 媒 体 に ゆず り,特 定 の受 け手

∨ に選 択 的 に流 した り,応 答 性 を必 要 とす る よ うな政 党 や 政治 団 体,

　 消 費 者 団 体 に よる供 給 情報 が主体 に な る だ ろ う。

(2)経 済 ・産 業 情報

　 　 前述 の株 式 や 商 品 市況 の他 特 許 や 技 術 情報,求 人,求 職 に も利 用

　 され るほ か,企 業 が主 要 株主 や 主 要 取 引先,顧 客,代 理 店 な どそ の

　 対 境 関係 との 連帯 や 協 力 を強 化 して ゆ くに も役 立つ だ ろ う。

(3)生 活 ・家 庭 情 報

　 　 買物,旅 行,フ ァ ッ シ ョン,料 理,交 通 な ど多岐 に亘 る利 用 が 予

　 想 され る が,単 な る 「電 子相談 所 」 とい った もので な し に,諸 情報

間 の 整合 性 と生 活 の質 の 向上 に特 に深 い配 慮 を払 って貰 い た い 分 野 で

あ る。

　 例 え ば 明 日の 夕食 の献 立 につ い て予算,家 族 数 や構 成,嗜 好,手 持
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　 の材 料 等 の デ ー タ を揃 え て プ ロポ ーズ す れば,明 朝 そ の町 の 中央 生鮮

　 市場 へ 向 け て 出荷 され た食 糧 品 の種類,数 量 の ほか,さ ら に さか の ぼ

　 って長 期 の気 象 情報 や各 地 の作 付 状 況 に も とず い た作 成 指 導 や 出荷 計

　 画 と も照応 しな が ら美味 しい メ ニ ュー と調 理 法 が ア ンケー トされ て く

　 る。 この よ うであ れ ば 生鮮 食 糧 品 の価 格 安 定 に も寄 与 し うるし,農 漁

　 業 の 振 興や 運 送 業 の安 定 に も役 立 つ とい う もの で あ る。

　 　 この シス テ ム にお い ては 情 報 市 場 が=オー プ ンで あ る こ とは原 則 なが

　 ら,国 民 生活 の 安 定 に直 接 か か わ りあ う分 野 につ い ては コモ ンキ ャ リ

　 ァの 介在 を認 め ざ るを得 な い と思 わ れ る。

(4)　医療 ・保 健 情報

　 　 毎 日あ らか じめ 指示 され た チ ェ ック項 目 に も とず いて 端末 か ら入 力

　 して お けば,そ れ に応 じて適 切 な指 示 や 処方 が ブ イ ー ドパ ック され て

　 きて,も し異 常 を発 見 した と き には直 ち に最 寄 りの 空 きベ ッ トを検 索

　 して入 院 の指 示 を行 い,緊 急 を要 す る と きは 自動 的 に救 急車 に 出動 の

　 手配 をす る とい った 自宅 入 院 も可能 にな ろ う。

(5)教 育 ・調薬 情 報

　 　 この システ ム に よれ ば 個人 の適 性 と能 力 を判 定 し,そ れ に応 じた カ

　 リキ ュラ ムを編 成 して,キ メ細 か い 個人別 指導 が 可 能 とな る。 そ の点

　 画 一 的 で,応 答 性 に欠 け るテ レ ビに優 るが,テ レ ビを 援用 して臨 場感

　 を もたせ れば もっ と効 果 的 だ ろ う。 これ に よっ て進 路 指導 や 通 信教 育

　 な どのほ か,独 自の職 業教 育 と就 職 指 導 に結 び つ け る こ と もで き る。

(6)広 告 ・PR情 報

　 　 「商 品 につ い て消 費 者 に役 立つ 情報 を提 供 す る」,　 「企業 の実 態 を

　 伝え て好感 を 得 る」 とい った本 来 的 な広 告 ・PRの 趣 旨が この シス テ

　 ム に よ って ス トレー トに活 か され る こ とに な る。 自社や 自社 製 品 につ

　 いて の 正 しい 情 報 を求 め る相手 に,そ の必 要 に応 じた か た ち で提供 す

　 る とな れば,む し ろ一 方 で,エ キセ ン トリ ックな 絶 叫 よ りも効 果 は大
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き い し,無 駄 もな い。

した が って広 告 やPRが 消 費 者指 導や教 育 と混 然一 体 とな り,ま た

マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ の た め の テ ス トマ ー ケ テ ィ ン グや マ ー ケ ッ ト リ

サ ーチ と適 切 に リン ク され るな ど企業 に とって効 果 は大 きい。

3.政 府 の政 策 の あ り方

この よ うな 情報 サ ー ビス に対 し て政府 の政 策 が いか にあ るべ きか につ

い ては,ま ず そ の シス テ ムの構 築 につい て政 府 に介 入 を 許 す と き,情 報

統 制 につ なが る点 を憂 慮 す る向 き もあ ろ う。 事 実 国 民全 体 を カバ ーす る

生活 情報 システ ム とし てス ケ ー ル が巨大 化す る と,い きお い それ を通 じ

て の 個人 の支配,統 制 とい った 負 の側面 へ の危惧 も生 じて くる。 また 誰

に利 用権 を与 え るか とい った こ とで問題 を惹 き起 す お それ な し と しな い。

しか し この こ とは 国 民生 活 に 深 いか かわ りあい を もつ こ の シス テ ム に

政府 が 全 く関与 しな くて いい,一 部 巨大 メー カ ー情報 機 関 の意 向 にひ き

ず られ る まま であ っ て よい とい うこ とでは 勿論 な い。

む しろ将来国境 を越 えて地球的な拡が りをみせ るだろ うと思われ る双

方 向性通 信回線の維 持管理や,彪 大 な総合的データベースを擁す る中央
1

情報 処 理機 構 の 設計 構 築 な どを は じめ,端 末 等 ハ ー ドの規 格 を統 一 し,

ソフ トに共用 性 を もた せ て無 用 の 混乱 を避 け るた め に も,積 極 的 な 政府

の 指導 が 期待 され るの で あ る。

た だ原 則 的 には シス テ ムの利 用 を広 く一般 に開 かれ た も の に し,シ ス

テ ムの利用料金や情報 の価格形成 に適切に市場原理 を作用 せ しめ ること

も含 め て,国 民 の誰 もが 生活 情 報 を共 有 しあい:シ ス テ ムへ の 参 加 を通

じて みず か らを高 め,豊 か に な っ て ゆ く,そ んな シス テ ム を創 りあ げて

ゆ くの でな くては な らな い。

い ずれ に して もこの よ うな調 査 をは じめ,技 術 的 な ア セ ス メ ン トを通

じて 国 民全体 の コ ンセ ンサ ス を確 立 して,一 日 も早 くこの 民 族 の未 来 を

かけた国家的事業 を成功 させたい と願 ってい る。　　　　(森 川英三郎)
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D

　 この意 見 では・ 画 像 情報 サ ー ビス に よる メ リッ トは,速 報 性,選 択 性,

繰 返 し読 み 出 し,で あ り,提 供 され る画 像 の 内容 つ ま り情報 の質 は普 及 に

つ れ て あ るいは利 用 料金 等 の 費用 の 低下 次 第 で徐 々に高 度 な ものへ と要 求

され て い くであ ろ うが,個 人 レベル での最 終 的 な 欲求 とは結 局,　 「本 物」

志 向 に落 ち つ い て し ま うの で,単 な る情報 だ け で は どの程 度 個人 ・家 庭 普

及す るの か は疑 問 であ る として い る。 また1980年 代 中期 では あ ま り,

個人 の行 動 ・態度 に変 化 が あ る とは考 え られ ない と も述 べ て い る。

普 及 の方 向 としては,公 共 的 な社 会部 門あ るいは,事 業 体 向 けの 社会 情 報

シス テ ム と して最 初 に受 け容 れ られ るの では な い か と予 想 し普 及 の条 件 と

して,民 間 と官 庁 の情 報 処 理,デ ータ バ ンク,そ してそ れ らを結 び つ け る

通 信 を含 め・ い か に 開発,運 用 を行 って い くか をい う政府 の情報 通 信 に関

す る総 合 的 政 策 の確 立 の 必要 性 を強 調 して い る。

意見D

　 ① 　設 備費 が リー ス制 度 の導 入 な どに よって仮 に大 幅 に安 くな り,設

備導 入 を防 げ る要 因 が取 り除 か れ た と して も,尚1980年 代 中期 の段

階 では 情報 搬送 料 金(電 話代)は まだ それ ほ ど大 幅 には 低 くな って い な

い であ ろ う。 その た め サ ー ビス の受 益 者 は ,受 け と り うる情報 の価 値 と

費用 とを秤 にか け,で き るだ け短 時 間 の うち に受 け どれ て,そ の割 に価

値 の あ る情 報 を求 め る こ とにな る であ ろ う。 す な わち,サ ー ビス の受 益

者 が行 動 を お こす 際 の 状況 判 断,な い しは せ い ぜ い案 内　 　交 通 情 報,

天気 予報,医 療 施 設 案 内,各 種 窓 口手 続 案 内,催 物案 内　 　 な どを求 め

るに と ど ま るであ ろ う。

　 しか し案 内 とい っ て も・ 買物(専 門 店 の所 在)案 内,商 品 案 内,不 動

産案 内,観 光案 内 とな る と,支 え られ る情 報 にた いす る吟味,ま た それ

に も とつ くさ らに詳 細 な情 報 を 得 るた め の検 索 な どには通 信 と処理 に時
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間 を要 し,印 刷 媒 体 に くらべ て割 高 とな る可能 性 が大 き く,ど れ ほ どの

需 要 が 当面 あ り うるか,あ ま り期待 で きな い で あ ろ う。 ま して,受 け と

るの に一 定 の 時 間を 要 す る ニ ュー ス,家 庭 医 学 ・育児 ・料 理 な どの手 引

き,さ ら には 映画 や 学 習講 座 にい た っては,1980年 代 中期 の段 階 で

は 利用 は ほ とん ど期 待 で きな い で あ ろ う。 この点 につ い ては,一 時 喧 伝

され なが ら,い まだ 利 用 され る にいた って いな い テ レビ電話 の例 を想 起

す べ きでは な か ろ うか。

した が っ て,1980年 代 中期 とい う段 階 に おい ては,個 人 情 報 シス

テムのため,個 人や家庭生活 の場 で行動や態度 な どに とくに顕著 な変化

が 出て くる とは 到底 考 え られ ない。

仮 に与え られ る情報 の価値 に くらぺて情報搬送料金 な どの費用 がかな

り低 くなれ ば,案 内 の次 の段 階 として手 引 き,さ ら には 内容 の あ る誤楽

や学 習 に家 庭 ・個人 向 け情報 シス テ ムが利用 され るよ うにな るか も しれ

な い。 そ の とき 個人 の行 動 に生ず る現象 は,さ らに詳細 な,個 人 の求 め

に応 じた,い わば 生 の本 もの へ の接 近 の欲 求 の 顕在 化 で は なか ろ うか。

とい うの は,そ もそ も個人 情報 システ ムが 求 め られ る所以 は,個 人 的

な欲 求 に もとつ く情報 のく 選 択〉 に あ る と考 え られ るか らで あ る。 選 択

の い きつ くと ころは,実 物 とな らざ るを え な い であ ろ う。

② 　社 会 の 誰 もが同 時 に早 く知 る必 要 が あ り,か つ早 く知 る こ とを求

め る情報 は 速報 性 と共 通 性 の高 い テ レ ビや ラジ オ に よっ て伝 え られ る。

しか し,こ の 媒 体 には,個 々の情報 需要 者 の求 め に こた え う る選択 性,

また個 々の需要者の情報摂取 時期の好み にこたえ うる繰返 し読 出し性が

足 りな い。 そ れ に対 して新 聞 や他 の 印刷 媒 体 は,や や速 報 性 に劣 る とは

いえ,選 択 性 や繰 返 し読 出 し性 につ い ては こた え て い る。 これ に よ って

社 会 情報 シス テ ムの棲 み 分 け が現 在 の と ころ成 立 してい る。

ところ で,こ の二 つ の手 段 の あい だ に穴 が あ い てい る。 す な わ ちそ れ

は,テ レビや ラ ジ オ よ りも選 択 性 が大 き く,新 聞や他 の印 刷 媒体 よ り も
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速 報 性 が大 き く,か つ それ らの いず れ よ りも繰 返 し読 出 し性(そ れ に加

え て検 索容 易性)が は るか に大 きい とい った機 能 であ る。 電 話 の線 路 を

利 用 して画 像 情報 を選 択 的 に受 け とるシ ス テム に まず 期 待 され るのは,

この 間 隙 をみ たす ことでは な か ろ うか。

　 具体 的 にい えば,一 定 地 域 全体 の道 路利 用 状況 図 と主 要 な合 流 分岐 点

力 リアル タ イ ム画 像,株 式 市場 や 各 種 の商 品 の 市場 の値 動 き をは じめ と

す る経 済 情報,気 象衛 星や気 象 レーダ ー の画像 な どは,さ しあ た り多 く

の 事業 所 な どが 求 め る と ころ で あ ろ う。 これ らは いず れ もす でに 閉回 路

シス テ ム として提 供 され て い るが,さ ら にひ ろ く社 会 に提 供 で きる ので

は なか ろ うか。

　 した が っ て,い きな り家 庭 向'け個人 情報 システ ム とい うよ りも,ま ず

事 業所 向 け 社 会情報 シス テ ム として,電 話 利 用画 像 情報 シス テ ム を宛 て

着 実 に実効 を あげ,需 要 を掘 りお こし,次 第 に提 供 す る情報 の種 類 を増

大 させ,や が ては家 庭 向 け 個人 情報 シス テ ム と もな り うる よ うに拡大 し

て い くの が順 序 で は なか ろ うか。

　 な お家 庭向 け 個人 情 報 シス テ ム としては,ま ず 案 内,手 引 き,そ して

最 後 に娯 楽 と学 習 とい う順序 で利 用 がす す む と想 定 され る(そ の 理 由は

前述 の通 り)。

　 受 け手 側 の形 態 として は,ま ず 大 都 市 の事 業所 を 対 象 とす る社 会 情報

システ ム とい う形 態 か ら,加 え て大 型住 宅 団地 な どの コ ミュニテ ィ内画

像 情報 システ ム の拡大 とい う形 態 か ら,普 及 の緒 につ くの では あ る まい

か。

　 ③ 情報 化 の促 進 にお い て,技 術 開発 に くらべ て 制度 整 備 が は るか に

お くれ,今 や 旧来 の 制度 は 明 日 に唯 一最 大 の阻 害要 因 とな っ てい る。 こ

の閉 塞 状 況 を打破 す るた め,通 信線 容 量 の飛 躍 的拡 大 と便用 料金 の 低廉

化 ・ そ れ に もま して将来 展 望 に 立つ 幅広 い高 度 の通 信 ・情報 処理 政策

一.民 間 と官 庁 の情報 処理 とデ ー タ ・パ ンク
,そ れ ら を 結 び つ け る通
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信 を含 み こんだ 上 で全体 を い か に開発 運 用 して い くか,と い った総 合 的

政 策 一 の確 立 が 切 望 され る。(以 上 は赤木 個 人の考 え で あ る こ とを お

断 りしてお く。 赤 木 昭夫)

E

　 この意 見 では,活 字 情報 か ら画 像 情報 に変 わ り,し か も,受 け て の意 志

に よ る合 理 的 な 選択 が 可能 であ る。 とい う部 分 に非常 に恩恵 を受 け る と語

っ てお り・ 人 間 が主 体 的 に コ ン ピュー タ を操 作 し,情 報 の取 捨 選 択 を行 な

え ば か な り便利 な もの と して位 置 づ け て いる が,情 報 を送 る側 に対 して は

は っ き りとそ の情報 に よ る大 衆操 作 等 の コン トロール の危 険 性 を 訴 え て い

る。 この た め には,受 け手側,あ るい は 政府 な どに よる 中立機 関 を 作 り管

理す る こ との必要 を述 べ てい る。

意 見E

　 た とえ ば 書店 の雑 誌 コー ナ ーへ行 っ てみ る。 そ こには 「情 報 誌 」 な る

異様 な一 群 が カ ラ フル な表 紙 を 見せ て,ど さ りと置い て あ る。

一冊 手 に と りパ ラパ ラ とめ くってみ る と
,そ の活字 の 小 さ い こ と小 さい

こ と。 た ち まち ぐら ぐら と眩量 がお そ って くる。

　 他 の 「情報 誌」 を手 に して み て も,や は りこち らに も 「情報 」 が 小 さ

な活 字 で 隙間 もな く一 ペー ジ ご とに,び っ し り印刷 され てい る。

どれ をひ らい てみ て も同様 だ。 そ して,そ の雑 誌 それぞ れ が他 とは 異 っ

た独 自の専 門分 野 の情報 を満 載 して い るの だ か ら驚か ず には い ら れ ない。

す さま じい 情報 の 量 だ。 しか も,そ れ が 毎 月,毎 週,さ らには 毎 日,次

々 と目 ま ぐるし く捨 て られ 追 加 され てゆ く。

　む ろ ん 情報 専 門誌 ば か りでは な く,他 の雑誌 や 新聞 に も情 報 が あ ふ れ

て い る。

一一139一

一



　家 に戻 りテ レ ビを つ け てみ る。 とたん に ワ ッとぱか り画 面か ら 「情報」

が とび 出 して くる。 ラ ジオ をつ け て も同様。

　 これ らの 「情報 」 の 量は た だ ご とでは ない。 この 腸大 な 量 の情 報 を 全

て,い ち いち 把握 し よ うな どと思 っ た ら気 が 狂 って しま う。 で き るわ け

が ない。 では い った い,わ れ わ れ は ど う対 処 してい るのか とい え ば・ ず

い ぶ ん と,い い か げ んな こ とを して い るのだ。 自分 が ほ しい 情報 が集 っ

て い る もの を,て き と うに選 び,ざ っ と目を通 した り聞 き流 した りして

もっ と もほ しい もの を,そ の 中か ら,か な りいい か げん に選 び だ してい

るの であ る。 不正 確 もは な は だ しい。

　 か とい って,そ れ だけ の こ とをす るに して も 目,耳 な ど体 の感 覚 器官

を 緊張 させた り,ほ しい情報 が遠 くにあ る ときは 体 力 を使 った りせ ね ば

な らない。　 　 考 え てみ る と,ひ ど く無 駄 な こ とを して い る もの だ。

　 確 か に昔 に くらべ れ ぱ よ くな った のか もしれ な い。 しか し,ま だ まだ

そ うい っ た無 駄 が 多 い し,へ た をす る と,そ の 情報 を と り逃 が して しま

った りす る。 それ が70年 代 の状態 で あろ う。

　 80年 代 にな る と ど うな るか?　 テ レ ビや 電話 な どを端末 装 置 と して

使 った コン ピュー タ に よ る情報 サ ー ビスが普 及 して くる とい う。 これ は

文 句 な しに役 にた つ だ ろ う。 今 ま で不正確 な人 間 が 可能 な範 囲 内 でや っ

てい た こ とを コ ン ピ ュー タ が や っ て くれ るわ けだ か ら,そ の正確 さ と,

時 間 の節約 は い うべ くもな い。 ほ しい 情報 を と り逃 がす こと もな い。 わ

れ われ は,ほ しい た った 一 つ の 情報 を コ ン ピュー タが お しえ て くれ る の

を待 つだ け で よい の だ。 い らだ つ こ と もな く余裕 の あ る生活 をお くる こ

とが で き る。 始 め の うちは 違 和感 を もつ人 も現 れ るで あろ うが・ な れ て

し まえ ば こんな に便 利 な ものは な い に違 い な い。　 　 た とえ ば現 在 の キ

ャ ッ シュ ・カー ドを例 に あ げ て もそ の こ とが言 え る。 使 い方 や,多 少 の

欠 点 な どを,し っか り理 解 し て いれ ば,こ れ ほ ど便利 な もの は な い・ コ

ンピュータ に よ る情報 サー ビス も,こ れ と,ま った く同 じこ とが言 え よう。
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　 コン ピ ュー タ とい うと,ま る でア レル ギ ー体 質 の よ うに き ら う人 がい

る。 た とえ ぱ機械 に人 間 がふ りまわ され るの では な いか とか,新 手 の犯

罪 な どが ふ え るの で は な いか とか,こ れ らの人 々は危惧 す る。 ナ ンセ ン

ス であ る。 どん な に性 能 の よい コ ン ピュー タ であ ろ うと も使 うのは人 間

なの だ。 人 間 が 常 に上 な の だ。 中 にはふ りまわ され た り,犯 罪 を計画 し

た りす る人 も出 て こ よ うが,そ んな ものは ご く一 部 であ る。 そ んな ご く

一部 の こ とにはか ま って い られ な い
。 便 利 にな るな らば,そ れ に こ した

こ とは な いの だ。 受 け手 側 は,た だひ たす ら利 用 す れば よい。

　 受手 側 は気 軽 に利 用 してい れ ば よい のだが,し か し,送 り手側 は しっ

か りしなけれ ば な らな い。 情報 の素材 を企業 な どか ら提 供 を 受 け る こと

にな る のだか ら,一 歩 まち が えば 大変 な こ とにな る。 一 部 の 企 業 に と く

に有利 な よ うな 情報 を流 した り,ひ ど くかた よ った情報 を 流 した りした

ら情報サ ー ビス の意味 が な くな る。 それは サ ー ビス では な くコマ ー シ ャ

ル と同 じにな っ て し ま うだ ろ う。 と言 って も情報 をイ ン ・プ ソ トす るの

は人 間 なの で あ っ て,コ ン'ビュー タ には 責任 は な い。 情報 サ ー ビス ・シ

ス テム その もの では な く,送 り手 側 の人 間 を受 け手側 や 政 府 な どが管 理

す る システ ムを また別 に作 れ ば,安 心 して利 用 す る こ とが で き る。

　 普 及 は そ のサ ー ビス の便利 さが分 って くる につ れ て 自然 にひ ろが り,

や が ては電 話 や テ レ ビな み にあ らゆ る家庭 に広 ま るに違 い な い
。 いず れ

は 生活 に な くて は な らな い もの にな るだ ろ う。 ひ ろ まる につ れ て,受 手

側 の情報 の要 求 も,あ らゆ る面 にわ た って 出て くるに違 い な い。 た とえ

ば 全 国 の図 書館 に コ ン ピュー タを そ なえ,こ れ とオ ン ・ライ ン させ れ ば

便 利 だ。

　 80年 代 を こえ,こ の情報 サ ー ビス システ ム が,も っ と もっ と進 歩 し

ユ ー トピアな らぬ コ ン ピュー トピア社 会が 出来 れ ば 言 うこ とは な い
。

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　 (岬 　兄 悟)
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F

　 この意 見 は画 像 情報 サ ー ビス につ い て強烈 に一種 の ア ンチ テーゼ を 放 っ

てい る とい え よ う。 確 か に画 像(映 像)は 見 る もの に とって理解 しや す く

特 に活 字離 れ の 世代 とい わ れ る人 々に対 しては 直 接 的 に受容 れ られ ると思

われ る。しか し,こ の画 像 情報 は画 一 的 な もの で あ り,個 人 の最 も大 事な 個

性 をせ ば め,情 報 の 選択権 を規 定 して し ま うこ との危険 を 訴 え てい る。 そ

して提 供 され る情報 が質,量 と もに不足 してお り,受 け手 に不満 が あ るこ

と,そ のた め 同一 情報 を多 数 の人 が利 用 す る とい う結果 を 生 じ個人 で楽 し

む,と い う意 味 が 無 くな って しま うこ との 「つ ま らな さ」 とい う情 緒 的 な

感覚 か ら も批判 的 な 考え方 を呈 してい る。

意 見F

`

　　　　　　　　　　 鯛 焼 き 君 大 行 進
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ウンヌン

　 1985年 高 年 令化 云 云 を いわ れ て い るが,そ れ は,お 荷物 と して

の老年 者 を含 め て の事 で,実 際 に社 会 を動 かす 機 関 部 は,働 き盛 りの 若

いエ ネ ル ギ ー であ る。 ホ ン ト。 そ して,そ の"若 い力"ど い うのが ・ マ

ンガ ・テ レ ビ育 ち の,い わ ゆ る"活 字 離 れ の映像 世代"に よって 占め ら

れ てい る。 で,彼 等 の情報 収 拾 の手 段 とい うのが,そ の 名 の示 す通 り・

活字 に よ る もの でな く,音 声 ・そ して多 分 に"映 像"に よ る もの な のだ。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 い　ま

　サ テそ うな る と,現 在 で さえ,そ の速報 性 に於 て,ラ'ジ オ'テ レビに

大 き く水 を 空 け られ てい る新 聞は,コ リャます ます ニ ュース媒 体 と して

の機 能 を 失 い,当 今 の 週刊 誌 の よ うに,ニ ュー スの"そ の後"と か ・ 趣

味 ・娯 楽 ・生活 等 に紙面 を さ く様 にな り,そ の入 手 方 法 も・ 宅配 か スタ

ン ド売 りに移 って,映 像 社 会 の 発展 に い よい よ力 を貸 す 事 にな るは ず。

　 映像 化 社 会 パ ンザ ー イ〃 だ よネ。

　 と ころ で"映 像"こ の場 合,ど うして もテ レビ とい う事 にな るの だ が

コイ ツの番 組 の作 り方 が面 白い よネエ。
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よ　そ

他 局 番 組 の 視 聴 率,チ ョ ッ トで も 良 い とサ ア大 変,ド ラ マ の ス タ ッ フ

大 根 抜 き(ツ マ リ丸 ご と 引 き抜 く とい う事)そ っ く りコ ピー の マ ダ ム ・

シ ョウ,マ ネ 真 似 マ ネ の 歌 謡 もの。

どの番 組 が どの 局や ら… …

クイズ の問題 作 るつ も りか?!

在 宅 中,そ んな テ レ ビに カ ジ リツキ ッパ ナ シの何 処 の旦那 もか み さん

も,見 る番 組,局 は異 な り,題 名は違 っ てい て も本 質は 似 た りよった り

5～6入

こ うな る と,彼 等 の受 け取 る情 報 は,枝 は ア レ コレあ るけれ ど,幹 は

お ん な じ,タ ッタ 一 本 。

とい う事 は,ツ マ リ,非 常 に ス クナ ー イ情報 を ダ レもが等 し く受 け取

って,有 難 く受 け入 れ て る ワケ。

ミル ク瓶 だ き しめな が ら片 目で睨 んだ 時代 か ら,お 幼 稚 ・小 学 ・中学

と,慣 れ親 し んだ テ レ ビだ も ン,親 兄 弟 ・友人 達 や 先生 よ りも,ズ ー ン

と影 響受 けて い るんだ ……。

とい うのは,あ る機 関 の調 査 結 果 な んだ よネ。

そ う,彼 等 は,同 じ情報 に教 育 され,等 し く影 響 受 けな が ら育 って来

た,同 一 視 覚,同 一 思 考,ツ マ リ画 一 化 人 間 だ とい う事 な ん です な。

コ レ,オ ソ ロ シイ ノ 事 ヨ 。

そ こ で,あ る 時 あ る 人 が,"フ"と 思 い つ い て,問 題 の"画 像 応 答 サ

一 ビス"で も覗 こ うと す る
。

と ころが,コ イ ツが 一 寸難 しい。 何 故 か とな れ ば,是 非 と も コレを 必

要 とす る特 殊 な職 業 を外 して4主 一 般 庶 民 の"中 産 階級 意識"を 裏 切 っ

て,そ の実 態 は無 産 階 級。 生活 決 して楽 じゃな い。

タ トイ

仮 令 オヤ ジの収 入 が,蚊 の泪 ほ ど上 が って も,住 宅 ・生活 ・教養 費 か

てて加 え て 電話 料,軒 を並 べ て 上昇 気 流。 端末 買 うの も楽 じゃ'ない。
い　 ま

これ ・ ア ナタ。 現 在 の ビデ オデ ッキの普 及率 見 て もわ か る じやな い の。
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　 それ で も何 とか手 に入 れ な け りゃ,話 が 先 に進 まない。

　 た また ま余 分 の金 あ って(無 イ ト思 ウケ ドナ ー)何 かの ハ ズ ミの衝動

買 い。 ス テ ・一夕 ス シンボル 見 栄張 り買 い。 無理 を承知 は,子 供 の学 習親

馬鹿 買 い。

　 兎 に も角 に も,手 に入 れ た とす るの よネ。 デ,ど うみ る?

　 ニ ュー ス ・話題 に天 気 予報 。これ な んか,テ レ ビで シ ョ ッチェ ウや って

るか ら,サ シテ必 要無 いわ け ネ。

　 そ こで学 習 プ ロ グ ラム,生 花 ・手 芸 に 習字 や絵 画 習 っ てみ た いが,人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ　ピ

前 で下 手丸 出 しは恥 しい。 テ ナ人 達 が一 人 コ ッソ リ学 ん でみ た り・旅 行

案 内所 まで の オデ カ ケが 面倒 臭 い とい う者 ど もが,"画 像応 答 サ ー ビス"

を受 け た りす る わ け ダ。… … 多分

　 であ るか ら して,新 聞 で い う,家 庭 欄 ・教 養 や 婦人 欄,趣 味 や 旅 行 に

学 習 ・化 学。 こん な所 が 目玉 だ が,サ テ 内容 力㍉ わ か らな い。

　 ソ リャア ネ ェ,新 聞の テ レ ビ欄 みた いな 目録 は あ るだ ろ うけ れ ど,そ

れ とて も内容 詳 し く知 らせ ち ゃ くれ まい。

　 結 果 は"見 て の お楽 しみ"と くる,　 不満 足 残 る よネ。

　 い くら画 一人 間 でも,そ こは それ,テ レ ビエ ー ジ に特 有 の 自己愛 護 型

アマ エ ンボ,エ ゴ人 間 の集 団 な ら,イ タ ダ クモ ノは 多 い程 スキ。

　 多 分,情 報 に,そ んな一 人 一 人 迄 全 て を満足 させ 得 るだ け の モ ノは 無

い とみ るべ きで,お まけ に質 問は 出来 そ うに もな い か らして(コ リャ,

双 方 向,と は いい な が ら)ど うして も一 方通 行 の気 がす る よ ネ。

　 コ リャ大 い に不 満 だ わサ。

　 満 足 と迄 は い かな い が,せ め て納得 出来 るモ ノ を,と 思 っ てみ て も,

それ にや トンデ モ ナ イ程 に莫 大 な 量 の 情報 が 必要 で・ こ りゃ と て も出来

な い相談。 仕方 無 く泣 く,限 られ た量 の 情報 提 供 とな る。

　 ス クナ'イ情報 流 します。 何 や ら テ レビに似 て き たね。 そ ろ そ ろ ア ブナ

クな って来 た。　 それ で もメ ゲず に先 に進 も う。
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で わ,こ のへ んで旅 に出る とす るか 。

それ には,食 味 とか,観 光 とか,い ろい ろ の 目的 があ る筈 で あ っ て,

例 えば 史跡 巡 りな ら,歴 史 の本 や ら地 理 の本,ガ イ ドブ ックに時 刻 表 等,

種 々取 り揃 え て予定 をた て る。 そ の 時,例 えば ガイ ドブ ックだ け とっ て

み て も5～6冊 は あ る よ ネ 。 コ イ ツ を,目 次 に よ っ て本 文 眺 め,A詰 開

い て,Bを 見 て,比 較 検 討 した末 に,気 に入 った のを 買 う事 にな る。

そ う,こ の 時 か ら始 ま って るん だ"旅 の楽 しみ"が 〃

と こ ろ が 画 像 応 答 サ ー ビ ス で は,こ の ヨ リ ド リ ミ ド リが 出 来 な い の ヨ

"あ る場 所 に
,あ る 目的 を持 った旅"に 関 す る情報 の数 が,そ んな に

多 くない筈 だ か らだ。

で,諦 め て,"マ ア マ ア 近 い 情 報"に 妥 協 し て,情 報 ど う りの"オ 仕

着 セ 旅"Xさ ん ・Y氏 ・Z－ 家,皆 さ ん 同 じ の 画 一 旅 。

子供 の 時 か ら大 人迄,皆 同 じ様 な情報 で育 った人 マ,頭 の 中 もそ う違

っ ち ゃい な い で シ ョ,と した ら,受 け取 る印象 も多 分同 じよ うな もの で

・…
。　 修 学旅 行 の先 生や,団 体旅 行 の幹 事 さ ん も,同 じサ ー ビス受 け

取 っ た と した ら,コ レ ドウ ナ ル?　 ツ イ デ ニ 料 理 もや っ て み る か 。

ク　ス

遠 洋漁 業 や 深 海 の,見 た こ と もな い魚 達,季 節 忘 れの 野 菜 の 山,成 長
リ

剤 育 ち の内 類 は,お ふ くろ時代 に無 か った素 材。 それ に加 え て核 家族 。

何 を ど うして 良 い のや ら…

頼 れ る もの は 映像 だ け。

それ が そ れ,前 に も述べ た 情 報 不足

それ で もか まわず 腕 ま くり,○ ○ グ ラ ムの材 料 に,カ ップ半 分 油 を熱

し・ それ に加 え る調味 料,サ ジで量 っ てccで 入 れ て,サ テ 出来 上 が るお

料 理 は,A・B・Cさ ん伺 じ味 。

ヨ ウ ヤ ル ワ,本 当 に 。

しか も この様 な 情報 は,ビ デ オ に納 め て反 復 学 習 され る うち,何 時 か

不 満 を 置 去 りの,身 に つ い た モ ノ とな る ん で す よ ネ 。 カ ナ ワ ン ナ ー。
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　 しか し,い くら何 で も,そ んな に柔順 に ツイ テ行 く筈 が な い と,疑 問

に思 う人 もい るで し ょ う。 だが ネ,ア ンタ,見 た 事 あ るで し ょ う。 テ レ

ビス タ ジオ,デ ィ レクタ ー さん の指示 一 下,一 所懸 命 の一 斉 拍手 。 司 会

者 や 芸人 の厚 顔無 恥 な強 要 に も,ニ コヤ カ笑 顔 でパチ パ チ パチ,な 一 ん

でえ の。　 好 きな んだ ヨな あ,日 本 人 て。 ソオ ユ ウノが … …

　 こん な の もあ る よ。 大 リー ガ ー,地 を舐 めそ うな打 撃 の フ ォー ム。 解

説 者 が言 うよね。　 「日本 な らす ぐ矯 され る よ,あ の フ ォー ム。 で もあ れ

は 自分 に合 った ス タイル,あ れ で打 つ んだ か ら。 個性 的 だ よネ ー」

それ で打 球 は ホ ー ム ラ ン。 わか って い るん だ よ,本 当は。 と ころが,そ

の解 説 者が コーチ にな る。 トタ ン にい じるん だ,若 い 選 手 の 打 撃 フ ォ

ー ムを。 個性 す て させ,我 が意 の マ マ に。

　 要 す るに,情 報 提供 側 は 鋳 型 には め たが る し,受 け手 の 方 は平 気 でそ

の 中 に入 って行 くん だ よネ。

　 そ して,ア ン コとい う,自 分 で掴 んだ の では な い,他 人 か らの知 識 を

つ め込 んだ,ア マ ーイ鯛 焼 きが そ こら に溢 れ るん だ。 ウ ジ ャゥジ ャとネ。

　 この様 に歩 く事 は お ろ カ㍉ 自分 で 立つ 事 さえ 出来 な い骨 無 し鯛焼 き君

達 の 思考 を,情 報操 作 して,あ る方 向へ 導 くのはr,非 常 に容 易 な んだ よ

ナ。 そ こに,悪 党 の あ る手 が 動 い た ら,ど うな る と思 う?

　 オ カ シナ コ トの起 こ らぬ様,十 分 に監 視 の 目 ン玉 ヒ ンム イ テ もらいた

い もん だ ネ。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (久 保 よしひ ご)
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情報処理動 向調査 に関す るヒア リング記録

 

録付





情 報 処 理 動 向 調 査 に 関 す る

　　　　ヒ ア リ ン グ 記 録

企業 の情報化 と情報処理

サ ン リオ社の創 立

業務 内容

業　　績

業務 の システム化

今後 の情報処理の動向

師:友 近 忠 至 氏　㈱ サ ン リオ 常 務 取締役

時:昭 和55年1月30日(火)

　 　 　 13時 　 　 　 16時

所'東 京 都 江東 区 越 中島

　 　 　 サ ン リ オ ビ ル 会 議 室

「企業の情 報化 と情報処理 」

1　 サ ン リオ 社 の 創 立

　女 性 を 中心 に した強 い マ ーケ ッ トを対 象 として い るサ ン リオ社 は今 年(19

80年)で 丁度 創 立20周 年 にな る。 サ ン リオ 社創 立 の動機 の よ うな ものが あ

る とす れ ば創 業 者 で あ る社長(辻 信太 郎)の 哲 学 の 内 に ,　 「人 間 とい う者 は一
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人 では 生 き て い け な い の で,お 互 の 連 帯 観 と い うの が 非 常 に 必 要 だ 」 と い う思

想 が あ り,そ の な か に コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョン と い うも の を ベ ー・ス に した ・ い わ ゆ

る 「贈 物 」 と い うギ フ ト商 品 を 扱 っ て きた 。 最 初 は い ろ い ろ な 物 を10年 間 位

や っ た が,丁 度10年 前 に ア メ リカ の ホ ー ル マ ー ク(HallMark)社(世 界 で

約,。 。社 位,グ,一 テ,づ 一,の ・ 一カ ー・・あ り,そ の 内,35%の シ ・ ア を

持 つ。)と の提 携 が,昭 和44年 に 日本 で当社 と結 ば れ,グ リー テ ィン グ産 業 と

して ス ター トした。 た また ま当社 が ず っ と継 続 して仕 事 を続 け て いた そ の ビ ジ

ネス に対 して,ま った く うってっ け の コンセ プ トが き ちん とア メ リカ との間 に

出来 た とい え る。

　 *た とえば,ニ クソンが大統領の時代に全世 界の元首並びに国王に対 してホールマーク社のグ

　 　 リーデ ィングカー ドを出す。 日本 ではその頃佐藤首相 と天皇陛下 に来 ている。

2.業 　務　内　 容

　今,当 社 の 商品 の 内 では フ ェイス=顔 の部 分 に あた るの が今 の グ リー テ ィグ

カ ー ドだ と思 う。

(1)　 グ リー テ ィング カー ド

　 　グ リー テ ィン グカー ドは,シ ー ズ ン もの で,ク リス マス とか・ バ レンタ

　イ ン とか,そ の他様 々な シーズ ン に出 る もの な ど有 るが・ そ れ以 外 には・

　そ れ らは 宗教 的 な もの か ら発 生 した もの と言 え,も う一 つ は エ ブ リデ イ

　 (every　 day)の もの として,誕 生 日=ハ ッピバースデイ とい うの が 非常 に

　多 い。 誕 生 日 カー ドか ら,日 本 で も冠 婚葬 祭 用 と種 々の カー ド類 が あ る。

　 ウ エデ ィング,ベ ビー コ ング ラチ ュ レー シ ョンな ど,日 頃 毎 日お こ る よろ

　 こび を取 り交 す 様 な,そ うい うグ リー テ ィング カ ー ドな ど・ アメ リカ では

　 実 に多'い。 それ を 日本 に も持 ち込 ん で きた 訳 で,最 初 は なか な か利 用 の習

　慣 が な くて,10年 以 前 に伊勢 丹,銀 座 の ク ロサ ワ等 が アメ リカか ら もち

　 か え ってや った が,一 部 外 人 が利 用 す る位 で,日 本 では な か なか 定 着 せず
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そ れ を,若 い 世代 が昭 和40年 前後 か ら,外 国 に旅 行 す る よ うにな り,グ

リー テ ィグカ ー ドの よい もの を見 て 習慣 が 日本 で育 ち始 めた。 そ の頃 に,

当 社が ホール マ ー ク社 と提 携 した。

(2)　キ ャラク タ ー

　 　グ リー テ ィン グカ ー ドには 「キ ャラ クター の強 さ」 が あ る。 キ ャ ラク タ

　 ー とい うのは,た とえば アメ リカの シュル ツ とい う漫 画 家 の 創 っ た 「ス ヌ

　 ー ピー」 の よ うな もの で,こ れは 全 世界150位 の新 聞,雑 誌 に載 るほ ど

　 普及 し てお り,独 特 の哲 学 的 な考 え を持 つ と もいわれ る漫画 の主 人公 であ

　 る。 これ は国 際 的 なキ ャラク ター で.こ の キ ャラ クタ ーの強 さ とい うもの

　 を グ リー テ ィグカ ー ドの 内 で改 め て知 った。 そ こでホ ール マ ー ク社 の デザ

　 イ ンに対 して 「誕 生 日お 目出度 う」とい う言 葉 を 日本 語 でつ けて,現 在 グ リ

　 ー テ ィング カー ドあ るいは,ク リスマ ス カー ド等 の デザ イ ンを行 な っ て,

　販 売 して い る。

(3)キ ャ ラ ク タ ー の利 用 拡 大

　 　 こ の キ ャ ラ ク タ ー を カ ー ドだ け で は な くて,子 供 等 の 生 活 を 見 て い る と

　 カ ー ドに そ え て,そ こ に ハ ン カ チ の 一 枚 も もっ て い った り,誕 生 目 お 目 出

　 度 う と い う時 に エ ン ピ ッ の4～5本 を も持 っ て 行 く,と い っ た,平 和 の 内

　 に,コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョ ン が 育 っ て 来 て い る の を 見 て,他 の 企 業 の そ うい う

　 商 品 を ま か さ れ る の で は な くて,当 社 で もオ リ ジ ナ ル な 商 品 を 企 画 し て い

　 こ う と い う こ と に な っ た 。 当 社 の 業 務 の 方 針 と グ リー テ ィ ン グ の コ ン セ プ

　 トと を 一 つ に し て,　 「ソ シ ア ル コ ミ ニ ュ ケ ー シ ョン'ビ ジ ネ ス 」,ア メ リ

　 カ で は 「ソ シア ル ・エ ク ス プ レ ッシ ョン ・ビ ジ ネ ス 」 と呼 ん で い る もの で

　 「社 交 的 な,社 会 的 な 交 りの 内 で 自分 の 心 を 伝 え る た め の 商 品 化 す る ビ ジ

　 ネ ス 」 と い う分 野 が あ る と 考 え て い る。"エ ク ス プ レ ッ シ ョ ン"と い う と

　 日本 で は な か な か ピ ン と こ な い の で 「ソ シ アル ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ビ
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ジネス 」 とい う言 葉 であ らわ して い る。 キ ャラ クター の利 用 分野 では,ま

ず文 具 あ た りか ら手 をつ け,今 では 当 り前 にな って し まっ ては い る が・ ノ

ー ト等 か ら どん どんキ ャラ クタ ーを 付 け て出 し始 め た。 出 した 当初 は まだ

まだ影 響 力 も とぼ しか った が,4年 ぐらいの 間 にキ ャラク タ ーの 商 品化 と

この キ ャラ クタ ーを付 けた 商 品化 が どん どん普 及 して,そ れ を布 製 品 に し

　　 　 　　 　　 　　 **
てハ ンカチ や ら布袋 等,い ろい ろな 形 で展 開 が進 み,ま た 素材 に プ ラスチ

ックが は い り,陶 器,金 物,が 入 りとい う様 に,子 供連 の 生 活用 品 とい う

ものが,全 て統一 され た パ タ ー ン で 生 活 に あ る 「うるお い」 を持 っ て き

たと い え る。

**最 近ではくつにもキャラクターがついた。それを見て.タ イヤメーカーのブリヂス

　　 トンが自転車につけ,森 永でも,キ ャラメルにキャラクターをつけた。銀行の子供用

　　 の通帳にもついている程で,そ れが今ではあたりまえになって来ている。

(4)キ ャ ラ ク タ ー の 自社 開 発

　 　 提携 先 のキ ャラ ク ターは アメ リカ に ロイ ヤ リテ ィ(使 用 権 料)を 払 っ て

　 彼 らの 開発 した キ ャラ クタ ーを 使 っ てい た が今 度 は それ を 日本 で・本 社

　 (五 反 田)に 約60～70名 のス タ ッフ を組織 して オ リジナ ル な 日本 で の

　 キ ャラ クタ ーの 開発 を始 めた。 そ の 内 で非 常 に大 き く飛 躍 し・ まず 一 番脚

　 　　 　　 　　 　 　　 　 ***

　 光 を あ び た の が 「キ テ ィ」 と い う猫 の キ ャ ラ ク タ ー で ・ 「ハ ロー キ テ ィ」

　 と い う名 で,今 は ア メ リカ で も随 分 定 着 し て き た 。

　 ***サ ン リオ社には60～70名 デザイナーがいるが.そ の中の一人が4～5年 かかっ

　 　 　 　 て開発製作 した。

　 フ ィ リピンあた りでは大統 領 が この パ タ ー ンを 非常 に好 まれ て い ろ んな催

　 し物 に も使 われ 政 治的 に も使 っ てい る程 で あ る。 また 「ツ ィスタ ー」 とい

　 うキ ャラ クタ ー も特 に大 学 生な どを 中心 に幅 広 い人 気 が あ る。 そ の キ ャ ラ

　 クタ ー を 中心 に,商 品化 が どん どん進 ん で い った が,い わ ゆ る 「ギ フ ト ・

　 アイ テ ム」 と称 して い る物 で,小 物 類'小 物 雑貨 と増 加 して きた が,出 版
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分野 に も映画分野 にも進 出した轡*

サ ン リオ の も う一 つ の 特 長 は,(PR時 代 に 反 して)全 然 宣 伝 し て い な い

と い う こ と で,当 社 の キ ャ ラ ク タ ー を 使 用 し,実 際 に は サ ン リオ の 小 さ な

シー ル を 一 枚 当 りい くら と い うこ と で 売 り,そ れ が 著 作 権 と同 様 に ロ イ ヤ

リテ ィに な る 訳 で あ るが,キ ャ ノ ン の 子 供 向 け 電 卓 は,値 引 き しな い で 全

て 売 れ た し,時 計 も シチ ズ ン で 売 り出 し て い る が,サ ン リオ の キ ャ ラ ク タ

ー が つ い て い る 商 品 に つ い て の 宣 伝 は や ら な い で も ら う
。 そ れ で も売 上 げ

が 上 が れ ば,そ れ は(キ ャ ラ ク タ ー の 効 果 が は っ き り とわ か り)す ば ら し

い こ と で あ る と 思 う。

****映 画第一作はハ リウッドで 「愛の ファミリー 」とい う映画を製作 し,一 昨年 の春,

　 　 　 ドキュメン ト映画でアカデ ミー賞を受賞 した。 日本が製作者 でアカデ ミー賞 をとっ

　 　 　 たのは初 めてである。 またこの他に「キタキツネ物語 」「ギ リシャローマ神話 」ア

　 　 　 ニメ映画 「 くるみ割 り人形 」等を製作 した。

5.業 績

(1)売 上 ・規 模 の経 過

　　 この2年 間位,キ ャラク ター が変調 ぎみ で,多 少横 ば い で きた が,グ リ

　 ー テ ィング カ ー ドだ け で 出発 した,第 一 年 度 は 月商2000万 位 力～ 昨年1

　 2月 で は39億,11月 で40億 程 で,お よ そ200倍 成長 を遂 げ た とい

　 え る。 現 在 第20期 の販 売 売 上 目標 は約400億 で,こ れ もほ ぼ達 成 で き

　 る とい う考 え(見 通 し)を 持 ってい る。 社 員 は 当初70人 で現在 は7～8

　百 名 の社 員 を擁 す る。

(2)計 画 お よび販 売 シス テ ム

　　 今 後,当 社 で は,非 常 に生産 性 の 高 い商 品 を計 画 してい るが 当 社は 製 造

　 機能 とい うもの は 持 っ てい な いの で,結 局,企 画 ・立案 して メー カ ー に 全
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部 作 らせ,そ れ を こ こか ら全 国 に直 配 して し ま うとい うシス テ ムを とっ て

い るが,(著 者は)長 く出版 業界 に携 ってい た の で,そ の経 験 か ら出版 業

界 の委 託 ・返 品 とい う業 界 特 有 の わず らわ しい システ ム を・ 新 しい 業界 だ

か ら是 非,直 販 シス テム に した い と考 え,す ぐれた 営業,企 画 力 に よ って

当社 が 当初 か ら実験 販 売 の デ ータ を採 り,そ の うえ で,商 品 そ の もの の 買

取 り シス テ ムを始 めた。

(3)　実験 販売

　　 当社 は,問 屋 を 除 いた直 接販 売 を,し か も商 品 買取 り シス テ ムを 中心 と

　 して始 め た が,'ス ター トの 時点 か ら明確 な ポ リシー を た てて 実 績 を上 げ て

　 きた。 現在 平 均 出 荷掛 率 が 物 に よって違 うが,平 均す る と55%が 買 取 り

　 で あ る。 そ して,一 つ一 つ の 商 品 を実験 販 売 で行 な って,「 レイ テ ィ ング」

　 と称 して一 つ の数 値評 価 を,行 な っ て店頭 にお け る実験 販 売 の あ り方 を全

　 体 と比較 しな が ら一 つ の指 数 をだ してい る。 そ の指 数 が あ る レベ ル を割 る

　 こ とが予 測 され る と製造 は 中止 し,割 った 時点 で は,そ の 商 品 が多 少在 庫

　 が あ って も出荷 中止 と,そ して今 迄新 し く開発 し,ア メ リカを含 め・約3

　 0の 実験 店 舗 にて,高 度 な成 績 を上 げ た商 品 を,,ふ や してい くとい うシス

　 テ ムな の で,取 扱 い店 舗 で は 買取 りで進 ん で買 って い くこ とにな る。

　 また最 近 フ ァ ミ リー(家 庭)で の コ ミ ュニ ケー シ ョンが 乏 しい とい われ て

　 い るが 「食 べ る」 こ とで の子 供連 との コ ミ ュニケ ー シ ョン作 る 「場 」 が あ

　 る,と い うこ とで 当 社独 特 の コ ンセ プ トを持 った,い わ ゆ る「レス トラン」

　 を 都 内 に も5～6ケ 所 作 り,今 テ ス トを行 っ てい る。

(4)海 外 進 出

　 　 海外 で は ア メ リカ のサ ンフ ラ ン シス コに本 社 をお き,200～300の 直

　 営方 式 で 全 米 に対 し て営 業 を行 っ てい る。 商 品 の 企画 は 日本 製 で キ ャラク

　 ター を輸 出 してい る形 で あ るが,商 品 は 日本 だ け の 製造 能 力 で は お いつ か
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な くな っ て,台 湾,韓 国,ホ ン コ ン等 で製造 して い る。 ヨー ロ ッパ に も昨

年後 半 に,ド イ ツ に拠点 を も うけ て現 在 北欧 な どに次 々 とテ ス ト販 売 して

い る。 ギ フ ト ・ア イ テ ムの他 に も どの分野 で も歓 迎 され てお り,現 在 リサ

ーチ の段 階 で あ る が ,非 常 に先 ゆ きが 望 め る とい う感 触 を もって い る。 外

国 資本 は 入 って お らず,技 術 提携(特 にグ リーテ ィグカー ドの技 術 提 携)

だ け で あ る。(著 者 は)銀 行,出 版(割 賦 販 売),当 社 と,仕 事 を変 っ て

きたが,商 品 の流 れ を逆 に上 って きた経 験 を してい る訳 で,考 え てみ る と

い わ ゆ る川 下(カ ワ シモ)思 考 とい って 日本 の流 通機 構 とい うの は,ほ と

ん どメ ー カーか ら物 を造 って は 問屋,小 売 りと流 して余 った もの は バ ー ゲ

ンす るか 引上 げ るか,と い う状 態 の もの ばか りで流通 問題 につ い て は,あ

る程 度,自 分 な りの経 験 的 な コ ンセ プ トを持 ち得 た の では な い か と思 っ て

い る。

4.業 務 の シ ス テ ム 化

(1)コ ン ピ ュ　一一タ に対 す る考 え方

　 　 (著 者は)コ ン ピ ュータ 等 とい うものへ の造 詣 は 全然 無 か った カ㍉ 現 在

　 もあ くまでエ ン ド ・ユ ーザ ー の代 表 と して,コ ン ピュータ 室 に関 わ りを 持

　 ち,技 術 屋 の反 対 にす わ って エ ン ド ・ユ ーザ ー との コ ン トロー ル役 を し て

　 い る どいえ る。 コ ン ピ ュー タ に対 す る一 つ の接 点 は どこ にあ った か とい う

　 と図 書 の割 賦販 売 に携 って いた 時代 で あ り,当 時 売上 げは どん どん のび て

　 ゆ くと入 力 が 累積 し てい って,ま だF230-10が 晴海 で発 表 され た頃 で,

　 や っ と普通 の 中小 企 業 で も コ ン ピェー タを 置 こ うか とい う程 度 で,大 企 業

　 はす で に導入 し てい た 時代 で あ る。(出 版業 界 では まだ まだ であ っ た)た

　 だ,毎 日の様 に人 を 採用 して,い わ ゆ る ブ ッキ ン グで もって,売 掛 金 の 台

　帳 の消 し込 み をや って い る と,こ の,人 と施 設 と部屋 の拡 大 が,営 業 規 模

　 が拡 大 してい くにつれて,そ れ を上 まわ る よ うにな った。 これ で は,変 動 的
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な要 因 に この よ うな管理 目標 をお い た ら直 間比 率 で メチ ャクチ ャにな っ て

しま う。 しか も売 掛 金管 理 そ の もの が割 賦販 売 の最 大 の 勝つ か 負 け るか の

要 点 であ るな らば,ど うして もこれ を固 定化 す る必要 が あ る と考 え,そ の

手 段 として コ ン ピ ュータ の導 入 を は か った。

(2)コ ン ピュータ入 力 の方 法

　　 コ ン ピュータ が魔 物 で あ る と思 った のは,入 力 が渋 滞 現 象 をお こ し,パ

　 ン チ ャーは 逆 に激 増 して い る。 業 務 量 の増 加 につ れ てパ ンチ ャーを増 や さ

　な けれ ばな らな くな り,こ れ では コ ン ピ ュー タを 導入 した メ リ ッ トは な く

　な っ て しま う。 売 上 あ るいは 入 金 な るべ き ものをAと し,入 金 な った もの

　 をBと す る と,売 掛 金 管理 とは　 A-B=C　 C:未 入 金 　 で表 わ され る。

　 こ の未入 金(C)を 早 く発 見 し,そ の未 入 金 の所 に,お 金 を取 りに行 くこ と

　 が,売 掛 金 を管 理 す る最大 の 目的 で あ る に もかか わ らず,そ のBと い う も

　 の が多大 に累 積 し,会 社 が発 展 す る限 りそ れ は止 ま らな い。 そ うす る と入

　力 が欠 点 にな りCが で て こな い。 そ うな る と,経 費 節減 ど ころか,パ ンチ

　 ャー で組 合 が で きた り,他 の パ ンチ ャー を引 きぬい て来 た り,パ ンチ マ シ

　 ンが足 りない ので,中 古 マ シンを買 って くる とか,た い へ んな 状態 が 出現

　 した。A-B=CのCは 何%か とい うと,割 賦販 売 では延 滞 率(未 入金)

　 は 売上 げ の3%が 限 度 で あ る といわ れ,そ の3%を 達 成 す るため に,97

　 %す べ て入 力 す る とい うロジ ックが お か しい の で はな い か と考 え た。 す な

　 わ ち,A-C=B　 Cを 入 力す る こ とでBを 消 す こ とが で きな い のか,　 B

　 を入 力 しな けれ ばCは で て こない のか とい う疑 問 が生 じた。 現 在 行 わ れ て

　 い る方 法 は 全国 の銀 行,郵 便 局 で振 り込 まれ た もの を,周 辺 の銀 行 が 受 け

　 て,そ れ を もって来 て集 中パ ンチ をす るか ら累積 す るの で あ り,新 しい方

　法 は電 算 セ ンタ一 方㍉ 来 月入金 予 定 のAな る ものを,入 金 伝 票,未 入 金 伝

　票 の二 枚 の複 写 伝表 に し て,ア イ ウ エ オ順 に し,振 り込 まれ る前 に各 営 業

　 所 に送 って お けば よい。 そ して,入 金 された ら,そ の銀 行 は,本 社 に送 金
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を し,情 報 だ け は営 業 所 に出す。 例 えば お客 か ら入 金 され た な らば,こ の

入金 伝表 に 日付 け を押 し,そ れだ け は入金 予 定 か ら抜 き,そ れは 入金 した

もの として フ ァイ ル して行 く。 毎 日.事務処 理 す れ ば,月 末 に残 った ものが

Cで あ る。 そ うす れ ばCは,す ぐに未入金 伝票 が 二枚 あ るの で,す ぐアク

シ ョンを お こ して,す ぐ取 りに行 け と指示 し,月 末 日付 けを 書 き,そ の時

点 で未入 金 であ る とい う情 報 を セ ンタ ー に送 り,こ れ を入 力 す れば97%

の入力 が3%の 入 力 で必 然的 に済 む の では な い だ ろ うか。 要 は,目 的 と手

段 で あ って,コ ン ピュー タ シス テ ム とい うのは,実 体 シス テ ムの相 関 関係

にあ っ て,こ れ が 良 くな っ た り,悪 くな った りし,コ ン ピュー タ部 門だ け

にた くす 問題 では な い とい うこ とがわ か った。 そ れ で,「 情報 の流 れ を変

え ろ」 と指示 した が,結 局毎 日流動 的 に動 い て い る中 にあ って,そ れ だけ

のデ シジ ョンが,ト ップに理 解 されな か った た め,非 常 な 苦難 の時 が あ っ

た。 今 では それ もな くな って い る。

(3)米 国 ホ ー ル マ ー ク 社 の 影 響

　 　 当 社(サ ン リオ)に 来 て,ア メ リカ のHall-Mark社 へ 行 っ た 時,昭 和

　 45年 に,IBM370に よ る オ ンライ ン ・シ ステ ム が 稼 動 し て い た 。 ア メ リ

　 カ で も ビ ッグユ ー ザ ー の 一 つ で あ り,デ ィス プ レ イ を 利 用 し て,種 々 の 過

　 去 の 情 報 を,FileNoに 従 っ て,過 去 の キ ャ ラ ク タ ー 商 品 を,目 の 前 で

　 見 る こ とが で き た。 し か も,1つ1つ に 数 値 評 価 が し て あ る。 デ ザ イ ン と

　 か 商 品 そ の もの が,数 年 間 に わ た っ て 同 一 に数 値 評 価 さ れ て い る。 そ の 評

　 　 　 　 　 　 　 　 *****

　 価 基 準 に驚 嘆 し た 。

　 *****コ ン ピュータを導入 した最終 の目標は,コ ンピュータによるオー トデザインである。

　 ホール ・マーク社では種 々の要因(心 理的なものも)を30数 個(サ ン リオにも多 くはない

　 が,17～8の 要因につ いて コー ド化 している),コ ー ドがついた ものが あり,売 れるキ ャ

　 ラクターの「共通性 」を考え,デ ータ として取 り入れ,デ ザイナーに対 してそ うい うデータ

　 に基づ く.科 学的情報 と自分の能力 とその二つをマ ッチングさせ,デ ザインをさせ るような

　 指導がで きれば最高である。カン(勘)よ りデータの方がまさるというのが(著 者の)持 論 でちる。
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日本 人 との差,例 え ば 日本 では コ ン ピュー タ を使用 す る こ と と・ 「戦 略」

とは別 で,マ ー ケ ッ トもで きて い ない。 数値 は あ るが・ デ シジ ョンは感 覚

的 に行 っ てい る。 しか しア メ リカでは,経 験 の少 な い人 で も編 集 会 議 では

デ ータ に基 づ い た デ シジ ョンを行 ってい る。 そ の 中 でで き た コ ンセ プ トを

上司 が 決定 す るに して もとて も明確 であ る。 日本 もこの よ うな シス テ ムの

確 立が 必要 であ る こ とを痛 感 した。

(4)コ ン ピ ュー タ の 導 入

　 　 昭和48年 に コ ン ピ ュ　一一タ を導入 し,現 在 で6年 目で あ る。 そ の時 どの

　 よ うな マ シンを選 んだ か とい うと,一 番 の 重要 な ポ イ ン トは 入 力 に おい た・

　 結 局入 力 が どの よ うな形 で行 われ るか に よっ て コ ン ピ ュータ そ の もの の価

　 値 が でて くる。 企業 が導 入 す る以 前 に入 力 問題 を 解 決せ ね ば な らな い。 出

　 版業 界 にお い ては,本 の 「ス リ ップ」 が 唯 一 の情 報 源 の パイ プで あ った が

　 これ をパ ンチ カ ー ド化 した よ うに,当 社 で も最 初 は オー ダエ ン トリーの 中

　 に,情 報 を プ リプ・リン ト,プ リパ ンチ して,こ れ が タ ー ン'ア ラ ウ ン ドし

　 て,返 っ て くる よ うな シス テ ム を作 ろ うと した。 まず パ ンチ カ ー ドを使 用

　 せず に,名 刺代 の大 き さ に印刷 物 を作 り,A店 に商 品 を入 れ る時 に・1枚

　 の オ ー ダカ ー ドを付 け て送 る。12枚/1組 の 単位 と して カ ー ドには,倉

　 庫 のM店 頭 で の デ ィス プ レイ凡 が入 って い る。2年 間 くらい この手 書 き の

　 カー ドが 全 国 的 に使用 された。 これ を 次 には パ ンチ カ ー ド化 した。

　 様 式 はIBM　 SYSTEM　 3-M10に 合 わせ て・96段 の もの で・利 点 と して

　 　 ① 入力 が 安価(約70銭)

　 　 ② 正確

　 　 ③ オー ダ ー が来 れ ばす ぐに入 力 で き る。　 　 　 　 　 ・

　 等 で あ る。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,
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こ こか ら,パ ンチ ャー レス シス テ ム が スタ ー トした とい え る。 数 量 が 一定

で種 々の ものを パ タ ー ン化 してい た の で,情 報 を受 け入 れ て,伝 票 商 品 リ

ス ト等 が で きる よ うな 体制 にな って いた。 商 品別 デ ー タ,店 別 商 品 デ ータ

も取 れ,多 角 的 な コ ン ピ ュータ そ の ものが も ってい る特 性 を活 か した種 々

の ア プ リケ ーシ ョンが どん どんで き てい る。 それ を可 能 に した の は 、入 力

方法 で あ る。

(5)オ ンラ イ ンシス テ ム の利用:TDEの 内 容　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　・

　 　昭 和50年 で入 力限 界 の壁 につ きあ た った。 そ こでIBMが 持 って きた

　の が,ON-LINE　 Displayで あ った。 しか しパ ンチ ャー レス シ ス テ ム

　には,合 わ なか った 。 昭和52年 にIBM－ ナ シ ョナル ・バ ンク の共 同 製

　作 の プ ッシ ュホ ンを利用 した シ ス テ ムを見 て,こ の方が 当社 に合 うと考 え,

　 System　 7　 (制 御 用)を2台 利 用 して,プ ッシ ュホ ンで の オ ー ダエ ン ト

　 リーシ ス テ ムーTelehone　 Data　 Entry　 System:TDE－ を,

　 52年11月 に完成 させ た。 そ し て翌53年2月 には,そ れ ま で のパ ンチ

　カ ー ドも廃 止 した。 今 まで入 力デ ータ の増 加 に対 し,機 種 の レベ ル ア ップ

　に頭 を いた め ていた が,こ れが で きた た め に,全 く入 力端 末 は 無 限大 の量

　を さば け る こと とな った。 受 け る方は24回 線 同 時受信 で きるた め,入 力

が増 せ ば そ れだ け回 線 を増 せ ば よい。 これ で 「量 に対 す る戦 い」 は終 った

　と考 え られ る。 利 用 上 の利 点 を あ げれ ば,

　 ①量 の 増大 が無 限(全 世 界 ネ ッ トワー ク)

　 ②速 度 が速 い。

　 ③ オ ー ダは プ ソシ ュホ ンな の で誰 で もで きる。

　 ④ どこ か らで もで き る。

　 ⑤ 時 間 を選 ばな い。

　 ⑥ 全 ユ ーザが 自分 の責任 にお い て入 力 で きる。(Open　 programer)

等 で あ る。 また,お 客 と店 との直結 が計 られ,全 国 の支 店 の営 業 部 門 か ら
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も分析 表等 の高 度 な要 求 が 出 され,客 観 的 な デ シ ジ ョンが 出来 る よ うにな

るな ど,今 ま で には なか った副 次 的 な メ リッ トも生 まれ て い る。 メモ リー

ジ ャーナル が で る4Kワ ー ドの端末 を300台 全 国 の 大店 舗 に置 き,1日

の入 力 をジ ャー ナル で ひか え を取 り,修 正 し,バ ッチ で送 る と,平 均 して

手 打 ちの20倍 くらい の早 さで入 る。 受 け側 が1/20に な るこ とで,結 局

この2年 間 回線 を 一 つ も増 して いな い。単 時 間 の間 に入 力 して しま う。 夜

10時 まで オ ーダ を受 け,朝4時 くらい まで,出 荷 伝票 な どを作 り,胡 人

が来 た ら出荷 す る。3日 以 内 で全 国 に商 品 は 出荷 で きる こ とに な るの で,

配 送 セ ンタ ーは 東 京 の一 ケ所 だ け で十 分 で あ る。

(6)　 レベ ル ア ップ

　 　今 までは コ ン ピ ュー タ のデ ー タの 量 に対 す る戦 い で あ った が,こ れ か ら

　は コ ン ピュー タ本来 の 「質 に対 す る戦 い」 に い ど まね ば な らな い とし て,

　シ ス テ ム3か ら370-138に レベ ル ア ップ し,こ れ で や っ と コ ン ビ ュー

　 タ ユ ーザ ー とし て仲 間 入 りで きた 感 じで あ る。 そ の一 つ の大 きな動 機 づ け

　 に な った のは,INFOREM(Inventry　 Forecasting　 Repressing

　 Module)と い うソ フ トが,　 I　BMの 本社 に あ り,日 本 で は な か な か在庫

　 管理 とい うソ フ トが使 用 され て いな いが,当 社 は これ を導 入 し,TDEが

　 で き る よ うに な った こ とは 前述 した とお りで あ る。 つ いで,SYSTEM7

　 の 次 にIBMの シ リーズ1(ミ ニ コ ン)を 入 れ た。 これ は ユ ーザ ーの高 度

　 な要 求 に対 して,ど ん な ソフ トで も 自由 に使 用 で き,ま た そ の内 容 に つ い

　て,IBMで は タ ッチ しな い。

　 　 私 は コン ピュー タ屋 で はな いが,一 番 強 く感 ず るの は,最 た るエ ン ド ・

　 ユ ーザ ー であ る経 営 者 が全 くコ ン ピュー タ に対 す る基 本 的理 解 が な いの と,

　非 常 に期 待 感 が あ るに もか かわ らず,全 然 それ に対 す る接 点 が な い こ とで

　 あ る と思 う。
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5.今 後 の 情 報 処 理 の 動 向

(1)現 状 の問題 点

　 　 アメ リカで は,た とえば あ るデパ ー トで ワ ン ・イ ンプ ッ トシ ス テ ム(マ

　 ーチ ャ ンダイズ ・プ ロセ ッシ ング ・シ ス テム)と い う一 貫 した シス テ ム を

　 と って成功 した所 もあ るが,概 して流 通業 にお け る シス テ ム化 は難 しい と

　 いえ る。 当社 では そ の点 か な り進 ん で い る方 で あ る と思 う。 さ ら に製 造 業

　 にお いては 日本 で も 「例 外処 理」 が あ ま りに も多 く,種 々 の管理 を統 一 し

　 て関 係 づ け られ な い。 した が って,「 マ ネ ー ジメ ン ト」 と して よ り,結 局

　 単 な る 「事務 」 の処 理 に しか コ ン ピ ュー タが 利用 され て い な い こ とに な る。

　 これ らの問題 の解 決 策は 簡単 には 言 え な い と思 う。 た だ入 力方法 につ いて

　 は,何 度 も述 べ た よ うに,パ ンチ ャーがデ ー タ入 力す る こ とは ミス の発生

　 に もつ な が り,チ ェ ソクが 必要 とな り,そ こでデ ータ の同 時性 が 失 わ れ,

　 しか もデ ー タ量 の増 大 に対 し,パ ンチ ャーの量 が 限 られ てい る とい う大 き

　 な欠 点 を指 摘 す る こ とは 出来 る。

(2)解 決 へ の考 え方

　 　 日本 は コン ピュータ を導 入 して い る数 は 多 いが,そ れ を もて あ ま し てい

　 る感 が あ る。 そ れは東 海道 本 線 の よ うな もので,東 海 道 本 線 の延 長 路 線 に

　 メ イ ンテ ナ ンス を どの よ うに して も,新 幹 線 は生 まれ て来 な い,と い うた

　 とえ に も似 て い るの では な いか。 だか ら トップダ ウ ンの シ ス テ ムで,階 層

　の あ る しっか りとした ポ リシ ーを もった,経 験 を生 か した新 シス テ ム

　 (Open　 Progrmer,Puncherless　 systemで 全 ユ ー ザ が入 力 で き る)や,

　 また ダイ レク トに コ ン ピ ュータ と直結 で きる よ うなデ ー タ コ ミュニケ ーシ

　 ・ソの 一番 ス タ ンダ ー ドな シ ス テ ムを作 らな け れば な ら な い と考 え る。 大

会 社 では,種 々の問 題 が あ る と思 うが,も う一 度 入 力方 法 につ い て原 点 に

　 も どって考 え,現 在 の機 械 先 行 型 を打 破 しな け れば な ら な い。 本来 機 械 は,

　オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン とい う言 葉 もあ る よ うに そ の手鼓 と して,主
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　体性 を持 って使 うべ きであ る。

　 　今後80年 代 の オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン と して,エ ン ド ・ユ ーザ ー

　言 語 の方 式 の 開発 が あげ られ る と思 う。 デ ー タを生 か した管 理(真 の シ ミ

　 ュ レーシ ョン),エ ン ド ・ユ ーザ ーの中 に入 って,ア メ リカ では ビジネ ス

　 ゲ ー ムな ど と呼 ば れ て い るが,そ こ にでて きた 材 料 で,自 分 達 の来 月 を,

　 あ るいは 今年 を,予 測 す る とい う実 践的 な教 育が 今 後 の課 題 で あ る と思 う。

(3)サ ン リオ社 の方針

　 　 当社 では す で に機 械,エ ン ドユ ーザ ー言 語 もで き,セ ンタ ー マ シ ン もか

　 な りの レベ ル の所 に来 た といえ る。TDEシ ス テム に よ るシ ス テ ム も完 成

　 した。 今 後 は デ ー タマ シ ンで整 理 されたFileが で きれば,エ ン ドユ ーザ

　 ー はた だ そ のデ ー タを 高度 に どの よ うに加 工 して 自分 の デ シ ジ ョンに使 い

　 うるか,と い うそ れだ け にかか っ て いる とい って もよい。

　 　 上 記 の よ うな状況 に対 して,当 社 と しては以 下 の よ うな情 報 処理 に関 し

　 ての方 針 を考 え て い る。

　 　 ① エ ン ドユ ーザ ー に対 す る教 育 が80年 代 には重 要 な ので は な いか。 機

　 　 　 械 は これ 以上 良 くな らな くて も良 い程 で あ る と思 うし,ま た,コ ン ビ

　 　 　 ュータ室 は,デ ータベ ー スの 構 築 までで 良 い とも考 え て い る。

　 　 ②現 在,開 発 して い るの は,シ リーズ1に よ る音 声応答 シ ス テム で,こ

　 　 　 れは一 定 の情 報 を入 力 した ら,情 報検 索 して音 声 で帰 って来 る と い う

　 　 　 電 話 を使 って その場 で操 作 が可 能 とな り,最 終 的 には コン ピ ュー タ と

　 　 　 結 びつ いて,CAPTAINの よ うに中 の情 報 を ビジ ュア ル に見 られ る よ

　 　 　 うにす る考 え で あ る。

　 　 ③ コン ピ ュー タの応 用 に関 しては,商 品 開発 デ ザ イ ンの設 計 まで持 って

　 　 　 行 きた い。

　 　 ④3つ の レス(パ ンチ ャ レス,プ ログ ラマ レス,ペ ーパ ー レス)と い)

　 　 　 の が 目的 で あ る。

　 　 ⑤ 電 話(プ ッシ ュホ ン)は 高度 な要 求 に対 して大 い に使 うべ き と考 える 。
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⑥ エ ン ドユ ーザ ー言 語 は これ か ら どん どん入 れ て行 く,今 年 はAPLを

　 社 員 に学 ば せ て い る,APLは 個 人 の レベ ル で使 用 され よ う。 業 務 的

　 にAPL,GISを どの よ うなジ ョブに適 用す るか は決 まって い な い

　 が,社 員 の コ ンセ ンサ ス は とれ て い る。

⑦POS端 末 の導 入 にあ た って国産 メ ーカ ーに見積 りを依 頼 したが,か

　 な り高 く,IBM3680が 安 価 で,し か も 「Make　 Profit」 の理 念

　 にか な うと考 え,こ の導 入 を計 画 した。 このPOSシ ス テムは,プ ロ

　 ッピーデ ィス ク(デ ィスケ ッ ト)メ モ リー ももって い る。 今 我 々が プ

　 ログ ラ ム開発 してい るの は,コ ー ド凡 さえ 入 力す れば,プ ライ ス が で

　 て くる。 在 庫 マ ス タ ー ももって お り,金 銭 管理,経 費等 々 の伝票 も入

　力 で きる。 これ は レジス タ ーで は な く ミニ コン機 と い って も良 い もの

　で あ る。 こ のシ ステ ムが稼動 す れば,販 売 デ ータを 把握 し,自 動 出荷,

　 　 　生 産 管 理 一 ベ ス ト ・プ ロダ ク ト ・ミ ックス等が 可能 にな り,最 高 の

　 .　 上 げ を期 待 で きる。 これ に よ って小 売業 界 も 「Make　 Profit」(粗

　 　 　利 益 を 上 げ る こと)に 挑 戦 で きるの では な いか。 現 在 の小 売業 界 では,

　 　 　 POSに 対 す るユ ーザ ーの ニ ーズ がパ ラ パ ラであ り,小 売店 に対 して

　 　 　現場 の意 志 に反 してPOSが 天 下 り式 に お りて来 る と,問 題 が生 じ て

　 　 　 くるの では な いか と思 う。

(4)企 業 の情 報 処 理 の動 向

　 　今後,一 般 的 に80年 代 の動 向 を考 え てみ る と以下 の よ うな事 に な る と

　思 わ れ る。

　 　① 大型 コン ピ ュー タ とオ フ ィス コ ン ピ ュータ の役割 が 明 確化 す る。

　 　② よ り高 度 な戦 略 を 作 るた め にデ ー タ を立体 的 なマ トリ ソク ス とし て利

　 　 　用 して い くよ うにな る。

　 　③ 「複 合的 」 オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョンの後 に 「総 合 的」 オ フ ィスオ ー

　 　 　 トメ ーシ ョンが展 開 して くる。

　 　④CPUは,カ メ ラの よ うにい わ ゆ る 「バ カチ ョソ」 にな る し,ま す ま
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　 　 　 すエ ン ドユ ーザ ー との ダイ レク トな関係 を な くす。

　 　 ⑤ 分散処 理 が進 ん で も,中 間管 理 層 の役 割 は 低下 しな い と思 う。2次 元

　 　 　 マ ト リソク スの思 考 決 定 だ け でな く,さ らに高 度 な 戦略 を展 開 す るこ

　 　 　 とが可能 にな って くる と思 う。

　 　 ⑥ 国 に望 む こ とは,異 機 種 間 の デ ータ ・コ ンバ ー ジ ョンの機 構 な り,マ

　 　 　 シ ンな りを作 って ほ しい。 機種 が異 な る とプ ロ ッピーデ ィス ク あ るい

　 　 　 は テ ー プで のデ ータ受 け渡 しが 出来 な い。

　 　 コン ビz－ 夕 も,ENDユ ーザ ー 自身 が入 力 して,そ れ を フ ァイル し,

　 必要 な 時 に必要 な形 で,自 分 の経 営 な い しは,自 分 の考 え 方 で も って,そ

　 れ を加工 して,デ シ ジ ョンの た め の資料 として,た とえ ば デ ィジタ ル情 報

　 処 理 とイ メ ージ プ ロセ ッシ ン グ両 方 の道 が とれ る よ うな高 度 な処 理 が可 能

.　 とな っ て始 めて そ こに情 報 の情 報 た るゆ えん が あ り,料 理 法(自 分 で 素材

　 を加 工 して料 理 す る楽 しみ)と よ く似 て い るの では ない か。

　 　 も う一 つ80年 代 に期 待 す る もの と して,コ ン ピ ュー タ に よ る利 益 追 求

　 が あ る。例 えば 日本人 の経 営 者 に 「ど うして コ ン ピ ュー タ を導 入 したか 」

　 と尋 ね る と,「 合 理 化」 と答 え るの に対 し,ア メ リカ人 は 「Make　 pro-

　 　fit」 と答 え る。 ア メ リカ では コン ピ ュータ を汎 用 化 す る こ とは あ ま りし

　 な い し,レ ベル ア ップ も しな い。 流 通業 が 「Make　 p'rofit」 す るの は む

　 ず か し い。
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